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「めだか、めだか、めだか～。めだかーを、食べーると～」

　夕暮れの川で洗濯をしながら、サフィーネは心楽しく歌っていた。

　草原地帯を流れる浅い川底には、銀色の背びれをキラキラさせて泳ぐ小魚がたくさんいた。水を跳はね上げてばしゃばしゃ洗濯しているサフィーネの近くに寄っては来ないのだけれど、見ているだけで可か愛わいい。

　なかなか傭よう兵へい部ぶ隊たいから脱走できないでいるおかげで、サフィーネは隊長ジャアファルの衣服の洗濯によって、着実に小銭を貯ためていた。

　なんと、もう三シュケルも銀貨を集めたのだ！

　それと同時に旅たび路じも進み、国境地帯の乾かわいた岩山地帯を抜けて、辺あたりは草やら雑草が繁しげる瑞みず々みずしい光景になってきていた。日増しに、噂に聞く「緑豊かな大たい国こくバビロニア」の風景に近づきつつある。

「うろこ、うろこ、うろこ～。うろこが生はえーるよ～！」

「何をアホな歌をうたってるんですか」

　頭上から、ラシードのあきれた声が降ってきた。

　見上げると、綺き麗れいな緑色の瞳があった。

　少し伸びてきた黒髪に彩いろどられた整ととのった顔は、サフィーネがさっさと逃げ出したくてたまらない傭兵生活にもすっかり馴な染じんでいる様子で、ちっとも疲れた顔をしていない。

　元がお城の兵士のラシードにとって、傭兵部隊で副長を務つとめる毎日は、よく似たものなのだろう。つい数週間前まで、王城でお姫様としてちやほやされていたのに、いまや男装して洗濯と牛ぎゆう馬ばの世話をしているサフィーネとは大違いだ。

「アホじゃないよ！　ジャアファルが言ってたんだ！　ナントカっていう呪われた魚を食べると、ウロコが体中にびっしり生えてくるんだぞって！　名前忘れちゃったから、今日はめだかにしてみただけで、」

「ウロコなんか生えるわけないでしょ。からかわれたんですよ」

「本当だよ！　シッポだって生えてくるんだよ！」

「ああ、はいはい。じゃあウロコが生えたら見せてくださいね、と。──そんなことより、大事な話があるんです」

　ラシードは、夕ゆう闇やみの川辺に人ひと気けがないのを確認する。むきになっているサフィーネの側そばに膝ひざを落とすと、低い声で囁ささやいた。

「準備はいいですか？　今夜──しましょう。お待ちかねの脱走を」

「やったぁ！　ホントに今夜!?」

「ええ。残念ですが、牛のアスガールとは、お別れするつもりでいてください。真夜中に叩き起こして、あいつが走るはずがありません」

「……そうだね」

　サフィーネは少し元気を失った。今日まで約ひと月、サフィーネは黒毛の牛・アスガールに、ラシードは葦あし毛げの馬・疾風はやてに乗って旅をしてきた。

　サフィーネにとって一番大事なのは、もちろん愛馬の疾風だけれど、毎日世話をして背中に乗っている間に、牛のアスガールもだんだん可愛くなってきた。ここで別れるとなると、かなり寂さびしい。

　が、傭兵にとって部隊からの脱走は重罪だと聞いている。

　万が一脱走しようとしたのがバレたら、全員から殴なぐる蹴けるの酷ひどい目に遭あうのだそうだ。荒あらくれ者ぞろいの傭兵たちに殴られるなんて、サフィーネは絶対にごめんだった。

「夜や半はん過ぎに起こしますから、早めに寝ておいてください。くれぐれも、さり気なく過ごしてくださいよ。隊長に、『さよなら……』とか『この髭ひげ面づらとも、今日でおさらばかぁ』とか、うっかり余計なこと言っちゃ駄目ですよ！」

「そんなこと言わないよ！」

　ラシードは、サフィーネのことをどれだけ馬鹿だと思っているのか。

　サフィーネは膨ふくれて、ラシードの緑色の瞳を睨にらみつけた。彼はそれ以上説教臭くさいことは言わず、賑にぎやかな声の聞こえてくる傭兵たちの野や営えい場所に戻ろうと立ち上がった。

「じゃ、俺は夕食の準備当番なので戻ります。今夜のメニューは、兎うさぎのシチューですよ」

　夕食が好物の魚料理じゃないと言われても、サフィーネは落ち込まなかった。

　脱走、というか夜逃げの日取りがとうとう決まり、心は喜びで一杯だった。

「よし、今夜こそ──だぞっ！」

　力を込めて叫び、サフィーネは水みな面もにゆらゆらと映うつる自分の顔を覗のぞき込んだ。

　ドクダミの汁を擦すりつけたせいで顔は黄ばんで陰気に見えるし、目元には大きな隈くまが描いてあって、本当に病人のような顔だ。この不気味顔のおかげで、サフィーネは傭兵たちのほとんどに避さけられており、新入りの傭兵には「ひぃっ！」と叫ばれている。

「この変な顔とも今日でおさらばだ！　よしっ、洗濯終わり！　──あ、あれ？」

　洗っていた鞍くら当あて布をつかみ、勢いよく立ち上がったとき、くらりと眩暈めまいがした。

　目の前が真っ暗だ。何も見えない。

　どうしたんだろう……と思っていると、身体からだに浮ふ遊ゆう感かんが漂ただよった。直後に、派手な水音が辺りに響く。

「サフィ!?」

　あ、貧ひん血けつだ……、と頭の片隅で思う。悪霊だらけのカラタス城に住んでいたとき、たびたびこんな風になった。

　──あれも、夕暮れ時が多かったっけ……と考えることができたのは、たった一瞬。

　冷たい水に包まれる感覚も感じないまま、サフィーネはふっと意識を失った。







「アイツは絶対に病気だと思ってたんだ！」

　口汚く罵ののしる傭兵たちの声が、ズキズキ痛む頭に響く。嘔おう吐と感と必死に戦っているサフィーネにも、そのアイツというのが自分のことだと分かっていた。

　朝食を終えた傭兵たちはすっかり身み支度じたくを整え、出しゆつ立たつの準備を終えていた。それなのにサフィーネは朝の仕事──可愛い牛馬の世話もできず、朝食も食べられず、毛布に包まって木の根元にうずくまり、吐き気と格闘していたからだ。

　副長の子分が病気らしい、というのは夜のうちに傭兵たちの間にすっかり広まっていた。

　脱走しようと夜中にサフィーネを起こしたラシードが、高熱にびっくりしてうっかり声を上げてしまったからだ。「病人発生」の知らせはすぐに部隊に広まり、サフィーネのそばには即座に誰もいなくなった。異変を耳にして起きてきた隊長に常備薬を分けてもらって飲んだけれど、朝になっても回復する兆きざしはなく、ますます体調は悪化していた。

「オレは嫌だぜ、あんな病気の奴と一緒に旅するのはっ！」

「俺もだ！　うつされたらたまったもんじゃねえよ」

「たちの悪い伝染病じゃねえだろうなァ？」

　嫌いや味みな傭兵たちの声が、ますますサフィーネの元気を奪う。でも、しょうがないと思った。

　傭兵は体力が売り物だ。弱っているときに戦いくさになれば、死に直結する。病気の自分を嫌う傭兵たちに怒るよりも、そんな自分でも迷わず看病してくれるラシードのことがありがたいと思った。

「ごめんね、ラシード……。せっかく──の予定だったのに」

　脱走の予定を作ってくれたのに、自分の病弱体質のせいで実行できなくなってしまった。

　代わりに牛馬の世話をして戻ってきたラシードに、サフィーネは弱々しく謝あやまった。

「いいえ、俺が悪かったんです。あなたに無茶をさせすぎた」

　ラシードは、一言もサフィーネを責めない。心配そうな目で見てくれる。病気で気が弱っているせいか、その優しさが心に染みた。

「このところ野の宿じゆくも多かったし、体に負担がかかっていたんですね。毎日ドクダミ汁で顔色を悪くしていたから、本当に体調が悪くなってたことにも気づかなかったんです。──すみません。そんなに大変な思いをしてるとは思わなくて。もっと早く、実行してればよかった」

　後悔したような声に、サフィーネは首を振った。

「そんなことないよ！　ラシードのせいじゃない。悪あく霊りよう避よけのお守りを持ってたから、病気になんて絶対ならないって過か信しんしてたんだ。雑用も慣れてきたとこだったし」

　本当に、川に落ちたくらいで、こんなに体調が悪化するなんて思っていなかった。

　もう一度、石せつ鹼けんの代わりになるムクロジの果か皮ひで、サフィーネは黄ばんだ顔をぬぐってみた。今までだったら、これでササッと拭ふけば土つち気け色の顔色は綺麗な白い肌に戻ったのだ。

　だけど、まだ心配そうにしているラシードの顔を見ると、全然元に戻っていないんだろうな、と思った。

「本当にごめんね。この後、どうしよう……。ちょっと、今日は牛に乗れないかも」

　頭がぐるぐるするから、落馬──落牛してしまいそうだ。

　顔をしかめるサフィーネに向かい、断固とした顔でラシードは言った。

「離り隊たいしましょう。それしかありません」

　それから、「少し寝てなさい」と言うようにサフィーネの頭に手を置いて、むさ苦しい髭ひげ面づらだけど心こころ根ねは善良な隊長を探しに行った。
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　半時間にわたる話し合いの結果、隊長が治療のために隊を離れる許可をくれたので、ラシードはお姫様を連れ、これまで進んできたのとは反対の方角に向かって歩を進めていた。

　──王女様が倒れてしまったのは計算外だったが、おかげでいいことも一つだけあった。

　病気のおかげで、彼らは牛も馬も手放さず、なおかつ危険を冒おかして脱走もせずに、傭兵隊から穏おん便びんに離れることができたのだ。「治療後、必ずバビロン南部の駐ちゆう屯とん地ちまで追いつくこと」を約束させられたが、心苦しいが、これについては破は棄きするしかない。

「昨日の村に戻れば村医者の一人くらいはいると思いますから、少し揺れますが我慢してくださいね。休きゆう憩けいしたくなったら、迷わずそう言ってください」

　ラシードは寒さむ気けを訴えて震えている王女様を毛布にくるんで抱き上げ、精一杯揺らさないようにしながら馬を操あやつった。

「ラシード、ごめんなさい──これ、あなたのお守りなの……」

　しばらくすると、王女は首にかけていたお守りを外し、ラシードの手に押しつけた。よく見れば、王女様は自分の首に、もう一つ悪霊避けのお守りをかけていた。

　魔術師の庵いおりで、一つずつもらったものだ。

「ああ──ないな、と不思議に思っていたんですが、あなたが持ってたんですか？」

　そういえば、以前サフィはこれを両手に握り締め、井い戸ど端ばたで悪霊使いになりきって遊んでいたことがあったような気がする。とすると、あの頃から持っていたのか。

　サフィーネは、人のものを勝手に独どく占せんしていたことを反省しているのか、力なく頷うなずいた。

「二倍効くかな、と思って。──ごめんなさい。あなたに返すわ。病気の悪霊、うつらないように……」

「いいですよ。俺は頑がん丈じようだし」

　それでも王女は、気になるのか、首にかけておけと魔ま除よけを押しつけてくる。

　どうせしばらく持っていなかったものだから、ラシードはまったく必要性を感じなかった。

　けれど、これを首にかけておくことで「ラシードは病気にならない」と王女様が安心できるのなら、と思い、受け取って首にかけた。

　安心したように、王女はほっと息をついた。それから、ぽつりと言った。

「私、欲よく張ばりの罰ばちが当たったのかしら……？」

　病気になったせいで、ずいぶん気弱になっているらしい。ラシードは一いつ笑しようした。

「まさか。俺は、あなたの着替えだとか化粧道具だとか、荷物をたくさん持ってます。あなたは、俺の荷物を一つだけ持ってくれた。それだけのことでしょう」

「……ありがとう」

　王女は小さく微笑した。血の気の失うせた顔がこれまでになく弱々しく見えて、ラシードはドキリとした。今にも事こと切きれてしまいそうな、か弱い動物のヒナを腕に抱いている気分になって。

　──そんなはずがあるものか、魔術師の強力な魔除けがあるのだから──二つも首にかけていたのだから、死ぬほどの重病になるはずがない。

　そう自分に言い聞かせたが、だんだん苦しげになっていく王女の顔を見ていると、抑えようもなく悪い予感が胸に募つのった。







　午後になって、一昨日おとといも泊めてもらった農村の宿屋に着くと、ラシードはすぐに医者を呼んでくれるよう、主人に頼んだ。

　雑草地で牛や羊を飼う酪らく農のう家かの多い村の様子を見ると、獣医ならたくさんいそうだが、まともな医者がいるようには思えなかった。かといって、王女様の病気に獣医を呼ぶのはあまりにも失礼だろう。まるでラシードが、王女を動物並みに思っているみたいだ。

　王女を寝かせ、看病しつつ待つこと十五分。走って戻ってきた使いの娘は、残念そうに首を振った。

「ごめんなあ。お医者さん、遠くの町に出張しとって、おらへんのやって」

「医者がいない？」

　茶色の髪を後ろで一つに束たばねた少女は、すまなさそうにラシードを見上げた。

「うん。やけど、今ウチにお泊りのお客さんの中に、薬やく種しゆ商しよう人にんの人がおるんよ。やから、代わりに診みてもうたらどうかなって思うんやけど」

　少し舌たらずの方言で娘が言い、ラシードは一瞬目元を細めた。薬種商人といえば、ぼったくりで有名である。医者の少ない過か疎そ地方や、伝染病の発生地域を狙ねらって巡じゆん業ぎようし、都の三倍五倍の高たか値ねで薬を売りつける。神をも恐れぬ、強ごう欲よく商人の代表だ。

　──これは、宿屋とぐるになった押し売りなのだろうか？

「ほかに医者はいないのか？」

「隣村にもおるはずなんやけど、みんな出かけとって……獣医さんやったら、おるけど」

「そんな馬鹿な！　辺りの医者がなぜ一気にいなくなる！」

　間違いなく押し売りの類たぐいだと思い、ラシードは一いつ喝かつした。十四、五の娘は怯おびえた顔をしたので、少し言い過ぎたかと態度を改めた。

「──怒ど鳴なってすまない。妹が病気で、気が立っていたんだ」

　黒髪のラシードと金髪のサフィーネはどう見ても兄と妹にも、兄と弟にも見えないが、他に説明のしようもないので、そう言っておいた。

「なんとか医者を呼んでもらえないか。二人きりの家族なんだ。頼む」

　真剣な眼まな差ざしで訴えると、純情そうなバビロニア娘は頰ほおを赤らめ、小さい声で呟つぶやいた。

「……ほんまは秘密なんやけど、あんたやったら教えたってもええかなぁ。そのかわり、あたしが言うたって絶対言わんといてな？　よその人には言うな、って言われとるんよ」

「誰にも言わない」

「ここからちょっと南に、アグラバーっていう大きい街があるんやけど」

「知っている。国境のすぐそばの、賑にぎやかな街だな」

　つい数日前に泊まったばかりだ。とても大きく、商業の発達した賑やかな街で、傭兵志願者も二十人ほど集まった。街の華やかさに釣られたのか、柄がらにもない買い物をした覚えがある。

「その街でな、変な病気が流は行やっとんのよ。よその国から仕入れた食料品の中に、性た質ちの悪いもんが混ぜられとったんやって！」

「たちの悪い……食料？」

「うん。食べると病気になる、飴あめかなんかやって言うとった」

　娘の言葉を聞いて、ラシードは驚きよう愕がくした。

　飴といえば、王女様が宝石のような色とりどりのきらめきと甘い香りに惹ひかれ、隊長にもらった給料で買って食べていた品だ。「ラシードも欲しい？」と聞かれたが、あまりにも嬉しそうにキラキラした飴を眺めていたので、もらうのを遠えん慮りよした。

　もしかしたらあの飴が、毒入りか何かで──病気の原因となったのか？

「隣の国でな、今、国境を通るもん全部……人間も、動物も、荷物もみんな、軍隊が止めて『何か』しとるんやって！　その人らが飴に変なもん混ぜて、うちらを病気にさせて、弱ったところに戦争をしかけようとしとるんやないかって、皆言うとるんよ！」

「そんな馬鹿な！」

「でも、ホンマにその飴食べた人は、みんな病気になるんやもん！」

　少女は言い張り、ラシードは眉まゆ根ねを寄せて考え込んだ。

　飴が原因だということに、異議はない。

　それが、カラタス国境に駐ちゆう留りゆうしている軍が「毒物を混ぜた」せいであることに、異議があるのだ。彼らが駐留している理由は「行方不明の王女様探し」であって、飴に毒物を仕込むなどという陰険なことでは絶対にない！　カラタス国の兵士であるラシードには断言できる。

「ほんで、この話を聞いたこの西シラーズ地方の領主様がびっくりしてな、普段はバビロンにおる伯はく爵しやく様なんやけど、調査団を送ってくれたんよ。で、この辺のお医者様も神官さんも全部集めて、なんか相談しとるんやって。やから、お医者さんは誰もおらへんの」

「そうだったのか……」

「悪いこと言わんから、妹さん、薬種商人に診てもらった方がええよ。ちょっと高いやろけど、お医者さんを待ってても、一週間は戻って来きいひんと思う」

　ラシードはしばし逡しゆん巡じゆんしたが、娘に向かって頷いた。

「そういう事情なら仕方ない。薬種商人を呼んでくれ」
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　サフィーネは、どろどろとした沼にはまり込んだように、悪い夢をたくさん見た。

　悪霊に首を絞しめられたり、窒ちつ息そくさせられそうになったり、髪を引っ張られて頭が割れそうに痛んだりする不愉快な夢。

　ようやく眠りから醒さめても、頭は痛いし体中の関節も痛む。体はふわふわして、自分の体じゃなくなったみたいだ。

　辺りを見ようとしたが、粗そ末まつな宿屋のランプは薄暗すぎて、ほとんど何も見えなかった。

　知らないところで一人きりなのかと思うと、とても心細くなった。が、すぐ側に見知った顔を見つけた。ひどく険けわしい表情だったけれど、サフィーネと目が合うと、黒髪の青年はホッとしたように眉間を緩ゆるめた。

「ラシー……？」

　声を出そうとすると、喉のどが乾燥しきっていて、上う手まく発音できなかった。ラシードはすぐに気づいて、年季の入った水差しから、器うつわに水を注そそいでくれた。喉を潤うるおすと、甘くて美お味いしい水に生き返るような気がした。

「……ひどい顔色だ」

「そう？」

　自分ではまったく分からない。ものすごく心配そうな顔のラシードが逆に心配で、サフィーネは目一杯明るく言った。

「ごめんなさい。川に落ちて風邪ひくなんて、私、とんでもない間抜けよね」

　やっと出るようになった声は、掠かすれておばあちゃんみたいだった。ラシードは返事に困ったような顔をした。

「サフィ、あなたの病気は、風邪じゃありません」

「私、病気じゃないの？　じゃあ、疲れただけかしら？　……それとも知恵熱……？」

「──飴、食べたでしょう」

　ラシードが急に話題を変えたので、サフィーネは驚いた。

「食べたけど、それがどうかしたの？　とても美味しかったわ」

「何なに色いろを食べたか、覚えていますか？」

「そんなのいちいち覚えてないわ。とにかく全部食べたわよ」

「全部!?」

　急に大声を出すラシードに驚きつつ、サフィーネは頷いた。

「ええ。赤いのも黄色いのも、緑のも紫のも、白いのもあったかしら……」

　そういえば、「青い飴」がないのを不思議に思ったのだ。サファイアみたいな青があったら、もっと綺麗だったのにと、残念に感じたのを覚えている。

　ラシードは悲ひ愴そうな顔をした。

「サフィ、その飴、毒入りだったようなんです」

「うそっ、毒飴!?」

「毒というか、病気の元になる悪霊が入っていたみたいです。薬種商人が言っていました。赤い飴を食べた子供は猩しよう紅こう熱ねつになり、黄色い飴は黄おう熱ねつ病びよう、緑の飴は天てん然ねん痘とう、黒い飴は黒こく死し病びよう、白いのは回かい帰き熱ねつで、紫は粟ぞく粒りゆう熱ねつ──」

　サフィーネは震え上がった。どれもこれも、それ単体で命を脅おびやかすような病魔だ。

「そんなの今更言われても困るわよ！　誰がそんな酷ひどいことしたのっ！」

　ラシードは、怒って興奮し始めるサフィーネを宥なだめた。

「──まだ噂うわさだから、証拠はありません。とりあえず薬をもらったので、スープを飲んで今夜はゆっくり休んでください」

　安心させるようにラシードは言って、少し明かりを強くした。油代をケチっていたのではなく、眠るサフィーネが眩まぶしがらないように暗めにしていただけらしい。

　手渡された深皿には、野菜の浮いた質素なスープが入っていた。枕元には葡ぶ萄どうパンもある。そしてその隣には、嫌になるほど大量の薬やく包ほうがあった。

　……とても強烈な匂いがしている。きっとものすごく苦くて、まずくて、うえっとするような最悪の味に違いない。

「こんなにたくさんお薬飲むの？　……せめて半分にならない？」

　上目づかいで頼んだけれど、ラシードは眉一つ動かさず、却きやつ下かした。

「飴、全部食べたんでしょう？」

「うぅ。半分ラシードにあげればよかった……」

　飴を独ひとり占じめしたことを後悔しつつ、サフィーネはスープを飲んだ。パンも少し齧かじった。薬は嫌だったけれど、ラシードがとても心配そうな目をしていたので、我慢して苦い薬も全部飲んだ。眠くなる薬も混ざっていたのか、サフィーネはすぐにまた眠くなった。

「朝になって良くなっていたら、数日休んでからまたバビロニアに向かいましょう。もし、悪くなるようであれば──」

　ラシードはその先を口にしなかった。サフィーネは重くなってきた瞼まぶたを上げて視線で続きを促うながしたけれど、彼は首を振った。

「とにかく今夜はゆっくり休んでください」
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　──やはり大国バビロニアは、何かにつけカラタスよりも発展しているらしい。

　眠りに落ちた王女の苦しげな寝顔を眺めながら、ラシードは考えていた。

　文化や医術学術だけでなく、策さく謀ぼうを操あやつる術も、だ。

「たぶんこの事件は、あの提案と関係してるんだろうな」

　もしもラシードがただの旅人なら、宿の娘の言葉をそのまま信じ、国境に駐留したカラタス国の軍勢が「悪意を仕掛けた」と信じていただろう。

　けれど、カラタス人であり、王城に知ち己きを持つラシードは知っている。カラタス軍は無実であることを。そして、この事件に関連すると思われる、ある機密情報を。

〝バビロニア国王は、無む償しように近い馬鹿馬鹿しい値段で、銅を寄よ越こせという親しん書しよをカラタスの愚ぐ王おうに送った〟

　おそらく、宰さい相しよう閣かつ下かはこの命令を断ったのだ。その返答にバビロニア王は立りつ腹ぷくし、カラタス国を侵略して銅を奪おうと考えた。

　──ここからが、策謀の始まりである。

　他国を攻せめるには、それなりの理由が必要だ。わけもなく突とつ然ぜん、友好関係を結んでいたはずのカラタスに攻め入れば、バビロニアの名めい誉よは地に落ちる。同じように同盟を結んでいた周辺の国々も、いつ協定を破られるか警けい戒かいして軍備を強め、国際的な信頼は失われる。先制攻撃された哀あわれな小しよう国こくの味方につく国も、出てくるかもしれない。

　……だが、相手に非があれば、話は全然違う。

　もし、同盟国のはずの隣りん国ごくから仕入れた食物に毒が入っているという事件が起きたら？　それが相手国の軍がやった卑ひ怯きような行為で、子供や女性が次々病気になったら？　甘いものを好むのは一般的にか弱い女子供で、男たちが怒りに拳こぶしを振り上げても誰も非難しないだろう。

「先に我が国に危害を加えたのは、カタラスではないか！」と。

　バビロニア王はそれを大たい義ぎにして軍を動かし、国境周辺だけであった紛争はやがて侵略戦争へと拡大していく。カラタスの銅をすべて奪い尽くすまで戦いくさは終わらないだろう……。

「困ったな」

　ラシードはまた部屋の明かりを弱め、苦く呟つぶやいた。

　自分の使命は、王女をバビロンまで連れて行き、無事に祖国に連れ戻すことだと考えてきた。けれど、このままでは仕事を終えて祖国に戻ったとき、カラタスはもしかしたら戦場になっているか──最悪、滅ほろぼされている可能性さえある。

　それを考えると、ぞっとした。

　帰る国が、なくなる。仲間や家族が、みな惨ざん殺さつされて、故郷が焼け野原になる。

　そんなことにさせてはならない！　絶対に！

　まず第一に、王女様は、なんとしても守らなければならない。この重い病気を治す手立ても見つけなければならない。そして、この緊迫した状況を知らずにいるカラタスの国王陛下や宰相閣下に危険を知らせ、戦に至る道を閉ざすべく、手段も講じなければならない。

「……一兵士には荷が重すぎる」

　破は天てん荒こうな王女様を守るだけでも、充分荷が重いのに。

　ラシードはため息をつき、兄に手紙を書こうと、使い古した宿屋の羽根ペンを取り上げた。悩みながら綴つづっていると、王女の意味不明な唸うなり声が聞こえた。

「……うや……！」

　何か、悪い夢を見ているようだ。ラシードは、その額ひたいに浮かんだ汗をぬぐってやり、返してもらったばかりの魔除けの首飾りを、枕元に置いた。

　少しでも、彼女を苦しめる悪霊の力を弱めたくて。

「……強欲な薬種商人が、噓うそをついたんだといい」

　心からそう願った。一つの飴に一つの悪霊だなんて恐おそろしい言葉は、真っ赤な噓だといい。たくさん薬を売りつけるために、ごうつくばりの商人が誇こ張ちようして言っただけの。

　明日にはすっかり熱も下がっていて、また王女様が元気になって、しょうもない歌を楽しそうにうたえるくらいになればいい。

　──その願いに反して、真夜中に近づくにつれ、ますます王女の熱は上がっていった。







「しばらくここで黒牛を預かってくれないか？　妹を連れて、アグラバーの街まで戻って神官を探そうと思うんだ」

　ラシードは、夜明けと共に起きて働いている下働きの娘を見つけると、世話代として銀貨を渡そうとした。朝食用の大根を井戸端でごしごし洗っていた昨日のバビロニア娘は、ラシードの差し出す銀貨を見、驚いたように目を開いて首を振った。

「いらんよ、お金なんて！　牛の世話なんて、ついでみたいな仕事やもん。妹さん病気で、これからお金もかかるやろ？　牛はあたしがちゃんと面倒見とくで、安心して行ってきて！」

　迷わず申し出てくれた田舎いなか娘むすめの純粋さに、ラシードは驚いた。

　一枚の小銭に執着し、それを手に入れるためなら他人にも嚙かみつく、あの高貴な──はずの王女様とは、なんと違うことだろう。新鮮な感動だった。

「……やから、妹さんようなったら、また戻ってきてえな」

　恥ずかしそうに微笑む黒い瞳の少女の顔を見て、ラシードははっとした。

　──昨夜は、卑怯な戦略でカラタスを陥おとしいれようとするバビロニアに苛いら立だっていた。バビロニア人というだけで、敵視してしまいそうになった。

　けれど、同じバビロニア国民でも、謀ぼう略りやくにはなんの関係もない優しい少女もいる。

　本当に悪いのは、一部の利己的な支配者や貴族層であって、末まつ端たんの村人は関係ない。「バビロニアは敵だ！」と盲もう目もく的に憎しみを抱くのは、戦争をしたがる貴族たちの思うつぼではないか。

　──風ふう聞ぶんに流され、安易に憎むな。

　己おのれに言い聞かせ、ラシードも少女に向かって笑みを浮かべた。

「ありがとう。君のように親切な人なら、安心してアスガールを任まかせられる。──一枚だけ、受け取ってくれないか」

　なかなか手を出そうとしない内気な娘の手を取り、少し価値の高い銀貨を握らせる。バビロニア人らしい栗色の髪の乙女は、頰を染めて、ぎゅ、とその小銭を握った。

「……ありがとう」

　もしも王女様のことで頭が一杯でなければ、少女のはにかむような笑顔を美しいと思ったことだろう。けれど今はそんな余裕もなく、ラシードは手早く疾風に朝食を食べさせて、馬小屋から引き出した。

　飴玉に押し込められていた小さな悪霊は、宿主の苦痛や心痛、怒りや恐れを啜すすって、どんどん大きくなっていくという。汚けがらわしい悪霊どもが、庶民的だけどか弱い王女様を殺してしまう前に、大きな街で悪あく霊りよう祓ばらいの力を持つ青目の聖者を探さなければならない。

　薬種商人は「神殿」に行けばその治療が受けられると教えてくれたが、果たしてそれがなんなのか、外国人のラシードにはよく分からない。カラタスの街によくいる「拝おがみ屋」のような気軽な個人営業の悪霊祓い師ではなく、国家権力で支配された集団だそうだが……。

「とにかく、行ってみるしかない」

　この先も山さん積せきしているように思える問題を今は考えないようにして、ラシードは高熱の王女を毛布にくるみ、馬を走らせた。







　王女の命が危ないということは親友の馬にも分かるのか、疾風は熱心に走ってくれた。

　照りつける太陽の下、木こ陰かげもまばらな悪路だというのに、ほとんど休みもなく駆け続ける。通り過ぎる風景は、少しずつ岩山ばかりの不毛な国境地帯へと移り変わり、やがて、神殿には必ず付ふ随ずいしているという小さな塔の姿が見えてきた。

　大きな神殿を有するアグラバーの街に着いたのは、翌日の午後だった。

　乾いた瓦が礫れきばかりの景色の中、砂漠のオアシスのように、突然現れた林に囲まれてその街はあった。行きがけに傭兵隊長に聞いたところによれば、アグラバーを囲む林は人工林なのだそうだ。国王に派遣された神官たちの力によって地下水が汲くみ上げられ、木を植え畑を作りやせた土ど壌じようを呪文で補おぎない、強固な外壁を築きずいて国境第一の街とした。つまりこの街自体が、多くの神官の力によって維持されているのだという。

　外壁よりも高い塔を持つ大神殿を遠目に眺め、ラシードは街に足を踏み入れた。

　ここならばきっと、王女の病気をなんとかしてくれる神官がいるだろう。

　野宿を含めて二日間、あまり休みもとれず馬に揺られ続けた王女は、一気に体調が悪化していた。顔は赤い発ほつ疹しんだらけになり、寒いと言ったり熱くて死にそうと言ったりを繰り返す。食事もほとんど喉を通らず、時折、わけの分からないことを言いながら腕を振り回している。

「サフィ、大丈夫ですか？　悪霊祓い師のいる街に着きましたよ」

「……う……」

　聞いてみたけれど、瞼まぶたを震ふるわせるだけで眼を覚ますことはなかった。

　どう贔屓ひいき目めに見ても、体調は最悪だ。ラシードは塔を目印に、神殿目指して馬を進めた。

　十日前には賑やかだった街は、妙に殺さつ伐ばつとした空気が漂っていた。まるで枯れた花だ。行ゆき交かう人は減り、その表情もどんよりと暗い。家の窓はすべて閉ざされ、戸口には魔除けの印いんらしきものが描えがかれている。まだ昼ひる日ひ中なかだというのに店も半分ぐらい閉店し、以前はうるさいくらい響いていた売り子の声も、しんと静まり返っていた。

　……ここでも、毒飴の患者が発生しているのだろうか？　悪い予感を胸に押し殺しながら、ラシードは閑かん散さんとした大通りを通り抜ける。道端で、小柄な野良猫が死んでいた。

　大通りを抜けて神殿が通り二ふた辻つじほど先に見える広場に着くと、そこには想像を絶する光景が待っていた。

「なんて数の病人だ──」

　子供を抱いた母親や、老人、既すでに事こと切きれて埋まい葬そうしてくれる人もなく路ろ傍ぼうに眠る人々の姿が所狭しと並んでいた。

　神官の特権を見せつけるように、広場には手入れされた低樹が植えられ、中央からは美しい噴水が流れているというのに──、すえたような肉の腐ふ敗はい臭しゆうがし、生せい気きを失った人々と対照的に元気なハエが飛び交っている。下級の役人らしき男たちが、景観を維持すべく遺体を次々に片付けてはいたが、増えていく数にまったく追いついていない。

　病気の治療を願って、仮設テントの前に並ぶ人たちの行列は軽く百人は超えており、いつ終わるとも思えない長ちよう蛇だの列が出来ている。見るだけで、ラシードは気が遠くなりそうだった。

「この列に並べば、悪霊祓いが──神官の治療が受けられるのか？」

　ラシードは、一番後ろに並んでいる貧しい身なりの母親に問とうた。やせ細った娘を腕に抱き、自分自身も顔色の悪い母親はラシードを見上げ、暗い表情で頷いた。

「そうだよ。あんたの恋人も、飴にやられたのかい？」

「これは妹だ」

　ラシードは生き真ま面じ目めに言ったが、母親は信じていなさそうな顔をした。

「うちの子と、アタシも飴でね……。仕事でちょっと忙しくって、お祈りをサボってたら、あっという間に悪霊が育っちまってこの有あり様さまさ！　ちゃんとお祈りをしていた上の子は、無事だったんだけど──ゴホゴホッ！」

　喋しやべりかけた母親は盛大に咳せき込み、憎にく々にくしげに呟いた。

「それもこれも隣の国の奴らのせいだ！　食べ物に悪霊を混ぜるなんて、隣の国はなんて酷いことをするんだろう！　アタシらが一体何をしたって言うんだい！」

「それは誤解だと思う。毒飴の噂は俺も聞いたが、カラタス国の民にも、……貴族の姫君にも被害者は出ている。悪いのはカラタスではない」

　ラシードがきっぱりと言うと、母親は驚いた顔をした。

「おや、あっちの国のお貴族様にも、病気になっちまった人がいるのかい？」

「ああ。しかもかなりの重症らしい」

　貴族といっても、それは目の前のサフィーネのことなのだが。

「うーん。じゃあ犯人は隣の国じゃないのかねえ……？」

「それより、さっきから列がちっとも進まないんだが、こんなものなのか？」

　ラシードは、一向に進まない行列に苛いら立だって訊きいた。首を伸ばして神官がいるらしきテントを見てみても、ちっとも進んだ気配がない。娘を抱いた母親は、また険けわしい表情になった。

「こんなもんだよ。アタシら庶しよ民みんの病気をタダで診てくれるのなんて、一番下したっ端ぱの、見習いみたいな神官様ばっかりだからね。昔、上の子が病気になった時なんか、『それホントに青目かい？』って聞きたくなるような、ほとんど灰色の目をした若い神官様が出てきてね。悪霊も、怯えるどころか馬鹿にして、逆に神官様にとり憑ついちまって大変だったんだから！」

　ラシードも不安になった。いくら治療が無料とはいえ、それは酷い。

「もっと能力のある神官はいないのか？」

「金持ちしか診ないよ」

　凍りついたような冷たい声で、母親は言った。やっと行列が一人分前に進んだ。

「どのくらいの金があればいい？」

　訊きくと、粗そ末まつな身なりの母親は、立派な馬を引いたラシードを急に蔑さげすんだような目で見た。

「ああ、あんたも金持ちの仲間かい！　三タラント以上だよ。金を持ってるんなら、直接神殿に行きな！　ここはアタシら貧乏人のための診療行列だ！」

　母親は横おう柄へいに、街並みの先に見える高い塔と、美しい緑に囲まれた荘そう厳ごんな建物を示した。

　三タラントといえば、シュケルにして一万以上の大金である。ラシードは出しゆつ立たつの時、魔術師から旅費としてそれなりの金額を預かっていたが、一万シュケルにはとても及ばなかった。

「そんな大金は持っていないから、ここに並ばせてもらう」

　睨にらむ母親に向かって、ラシードは言った。疾風を噴水脇の木陰に繫つなぎ、じりじりとした列が進むのを待った。母親は何も言わず、鼻を鳴らして前を向いた。

　──もし三タラントもの大金を持っていたら、迷わずそちらに行っていただろう。

〝金を持っている人間だけは、先に治療してもらえる〟

　そんな特別扱いは、本音を言えば不愉快極きわまりない。貴族の暮らしを垣かい間ま見みることはできても、そこに入ることは決して許されない身分に生まれついたラシードにとって、貴族や金持ちを優遇する政策ややり方は好きになれないし、自分のためにその選択をしたいとは決して思わない。

　けれど、腕の中のこの王女様のためなら。

　卑怯だと誰かにそしられてもいいから、一刻も早く治療を与えてやりたい。

　焦あせるラシードの思いとは裏腹に、治療行列は遅ち々ちとして進まない。西に沈んでいく太陽を横目に見ながら、この長い行列が順調に進むことを祈った。







　二時間ほどして日没の角つの笛ぶえが鳴ると、敬けい虔けんなバビロニア人たちは熱心にお祈りを始めた。

　ゆっくりとではあったが進んでいた行列は、ぴたりと動きを止めてしまった。お祈りが済めばまた動き出すかと思ったが、日が落ちて止まった行列はもう動くことはなかった。

　前方に目をこらせば、仮設テントで治療にいそしんでいたはずの神官の姿も見えない。死体を片付けていた役人たちも、ねぐらに帰るカラスのように忽こつ然ぜんと姿を消している。武装した兵士に囲まれて広場を出ていく神官の後姿がちらりと見えた。

　今日の治療は、これで終わりなのだ。

　その代わりというように、辺りを大量の悪霊たちが漂ただよい始めた。

　不気味な、そして胸が悪くなるような光景だった。

　星空を覆い尽くすほどの数の凶悪そうな悪霊が辺りをさ迷い、散さん発ぱつ的てきに襲われた人の悲鳴が上がる。貧しい人々は、並んだまま寄り集まって悪霊避けの香を焚たき、あるいは澄んだ響きの鐘を鳴らし、翌日の施せ療りようを待とうとその場に座り込み始めた。

「──まさか、こんな悪霊だらけの道端で、病人を野宿させるのか？　信じられない……」

　ラシードは啞あ然ぜんとした。いっそ国境を越えて祖国に戻り、駐留軍の援助を受けた方がマシなのでは、と脳のう裏りにちらりと浮かんだ。

「だが、魔術師ファールーンの庵は遠すぎる」

　せわしない呼吸をしている王女の頰に手を当てると、異常なほどに熱い。

　強行軍の旅は、王女の体力をみるみる奪い、余計に死に近づけるだけだろう。

「ここに並ぶしかない……」

　絶望感が湧いてくる。無力な自分への悔くやしさとぶつけようのない怒りを抑おさえて、ラシードも並んだ場所に座り込んだ。広場を囲むレンガの壁に背をもたせかけ、もう一枚の毛布を敷き、流れを止めて池になった噴水の水で王女の額を冷やした。

　やがて月の出の角笛が鳴り響くと、バビロニア人たちは一斉にまたお祈りを始めた。日没の時よりもさらに熱心に「慈じ悲ひ深き月の女神シンよ、その清らかなる光で、家族の病気を治してください」と、天に向かってひれ伏している。

　ラシードも一緒にお祈りした。さっき婦人は「ちゃんとお祈りをしてた上の子は無事だった」と言った。神に祈ることで王女の病気が良くなるならと、心を込めて女神の名を讃たたえた。

　夜が更けていくにつれどんどん悪霊の数は増え、それと同時に王女は突発的に暴れるようになった。とり憑いた悪霊が活性化しているのだろう。顔色は昼間よりもはるかにどす黒く、脈も不規則になっている。いつもは艶つややかだった唇くちびるも乾いてひび割れ、目元は落ち窪くぼんでいて……見ているだけで辛つらくなる。

　明らかに、前後十数人の患者と比較しても、サフィーネの症状が一番悪い。

　ラシードは、不安と焦しよう燥そうで一杯になった。

　王女様は、今夜を……無事に越せるのだろうか？　この悪霊だらけの闇の中で？

　もしも、朝を待つうちに死なせてしまったら──。

　背せ筋すじに、ゾクリと冷たいものが走った。

「こんばんは。病気なのは、そちらのお嬢さん？」

　王女の容よう態だいにばかり気を取られていたラシードは、若い男が近づいてきたことに気づかず、突然声をかけられて驚いた。

　カンテラを手にした白衣の男だった。柔にゆう和わな顔つきに眼鏡めがねをかけ、髪を後ろで一つに束たばねている。年の頃は、二は十た歳ちを少し過ぎたくらいだ。

「そうだが、お前は何者だ？」

「この街の研修医なんだ。列の前の方から、先輩三人と分かれて診てきてるんだけど、気づかなかった？」

　割と目立つ服装だと思うんだけど、と男は白衣を揺らしてみせる。言われてみると確かに、医者っぽい顔つきの男だった。

「僕らは、昼間はヴェニエル医療所で先生の手伝いをしているんだけれど、今は非常事態だから、夜の自由時間に治療の手伝いができないかと思って巡回診療をしてるんだ。悪霊を取れはしないけれど、ちょっとした薬の処方と相談くらいならできるから、何か力になれるかなと思って。……まだ無免許だし、ヤブ医者と言われたら仕方ないけれど」

「妹を診てくれ。悪霊に弱い体質で熱が高いんだ。どうしたらいい？」

　ヤブでも卵でも、この際、医者の一種ならなんでもよかった。

　研修医は、眠るサフィーネの目を覗き込み、毛布越しでも火がついたように熱い体温を測はかった。それから、鼻先に魔除けの香こう草そうを近づけた。

「ぎゃああっ！」

　この世のものならぬ悲鳴が響き、サフィーネは無茶苦茶に両腕を振り回して暴れた。ラシードは慌てて、医者に危害を加えないように王女を捕つかまえ直した。

「サフィ！　しっかりしてっ！」

「まずい……もうほとんど、血ち肉にくを穢けがされきっている──」

　緊張した医者の顔に、ラシードはぞっとした。まるで、王女の死の宣告のように聞こえた。

　医者は空を見上げ、三日月がまだ低いところにあるのを確かめた。

「真夜中に向けて、どんどん辺りの悪霊たちは狂暴になっていく。夜中に月騎士シン・ヒルドが通る頃には少し減るんだけれど、それまで保もつかどうか……」

「サフィが死ぬと言うのか!?」

　ラシードはかっとして医者に食って掛かった。

「──すまない、無神経なことを言ったね。これを」

　眼鏡の研修医は、懐ふところから二つ薬包を取り出してラシードに渡した。

「解げ熱ねつ剤だ。高熱が続くと体力が奪われるから、飲ませて熱を下げた方がいい。それからこれは……モルヒネだ。苦しみを取り除いてくれる」

　その言葉が暗に示すものを、ラシードは呆ぼう然ぜんと聞いた。役に立てなくてすまない、と小声で非ひ力りきを詫わび、自称ヤブ医者は一歩進んで、次の病人に話しかけた。

　ラシードには、受け取った二つ目の薬包が魔物のように思えた。

　まるで「安楽死させてやれ」と、医者に言われたような気がしたからだ。

「ラ……シード……？」

　微かすかな声がした。まる一日ぶりに、淡あわい紫むらさきの宝石のような瞳を潤うるませて、王女は目を開いた。

「サフィ。お願いです、もう少し待ってください。明日になればきっと、神官の治療が受けられますから！」

　死なないでほしい──今夜死ぬなんて早すぎる！　鬼き気き迫る表情のラシードに、王女はふわりと微笑んだ。その言葉を信じたというより、そう思ってくれることが嬉しい、というように。

「ラシード……ありがとう……」

　力を振り絞った王女の声は、まるで最後の挨あい拶さつのように聞こえた。

　ラシードは、焦りに胃が焼けるような気がした。馬の背に乗せた荷袋から、果物と水を取り出す。ナイフで林りん檎ごを割り、解熱剤を水と一緒に飲ませようとする。

　王女はどちらもとても無理というように、弱々しく瞼を閉じた。

　こんな悪霊だらけの空気の悪いところにいるから、病気はますますサフィーネの体を蝕むしばんでいくのだ！　なんとかしなければ……なんとか。なんとか！

「ラシード、あのね……、言わなきゃいけないことが、あるの……」

　息も絶たえ絶だえのか弱い声で、王女は呟いた。

「後にしてください」

「きいて……お願い」

　小さく震える指を伸ばして、サフィーネはラシードの手を握った。その爪は茶色く濁にごっていて、体の隅々にまで悪霊が入り込んでいることが分かる。

「私……あなたに謝らなきゃいけないことがある……。本当は知ってるの、あなたの秘密」

　どんなに小さい声でも、その内容にラシードはギクリとした。

「秘密って──何を」

　国王を、あなたの父を殺す刃やいばを持っていることを？　──ずっと王女は知っていたというのか？　いつから……。

　ラシードの胸の中が、急に冷えた。秘密を手の中に隠すように、力一杯手を握って、動揺を抑えようとした。が、王女が続けたのは、彼の想像とはまた違う言葉だった。

「お城に、あなたのお父さんが、いるでしょ……。王おう弟ていの、ハーフィズ・ディルダリヤ様。砦とりでで、あなたの話、聞いちゃった……」

「ああ……そのことですか」

　少しホッとした。彼女が秘密と思っていたのは、父親のことなのだ。

「ラシード、悔しく……ないの？　正式な奥様の子供は、自由にお城に入れるのに……あなたは入れない。犬みたいに、外に追い出されて……ひとりぼっち」

　潤うるんだ瞳で王女に同情されると、ラシードは妙に心が波立つのを感じた。

　思い出したくもない。──子供の頃、父を追って城に入ろうとし、殴られた日。父の本当の子供として認められない自分に、悔しくて泣いたなんて。

「悔しくはありません。当然の規則です、俺は下げ賤せんの民たみですから」

　心を鎮しずめて言うと、王女は儚はかなく微笑んだ。

「すごい。ラシードは、強いのね……。私なら、すごく悔しいわ。もう一人の子供が、すべてを手に入れて、自分は奪われる側だったら……泣いて、耐えられないわ。どうして私は──本当の子供に生まれなかったの……かしらって、とってもひがむわ」

「──王女様。もう黙ってください。そんなことは、今はどうでもいいんです！」

　熱で潤んだ王女の瞳は、焦しよう点てんが合っていない。ラシードの言葉を聞いていないのか、それとも熱で聞こえていないのか、うわごとのように呟き続けていた。

「……でもね、会った時に、仲良くなれたらいいなって、思うの……。あなたと一緒に旅をしながら……そんなことを考えてた……。あのね、ラシード、私の秘密は──」

　王女は言いかけて、派手に咳き込んだ。呼こ気きが途切れて、苦しそうに顔をしかめる。陸おかに上がって死にかけている魚みたいだった。

「サフィ！　もういいから黙って！」

「だ、め。今夜のうちに話さなきゃ……。今夜で、あなた、とお別れかもしれない、から──」

「何を馬鹿なこと言ってるんです！」

　ラシードはカッとして大声で叫んだ。

「最後なわけないでしょう！　あなたは勘違いしている！　そんなの俺の本当の秘密じゃないし、まだ喋りたくもない！　だから──黙ってろ！」

　サフィーネを見ていられなくなり、ラシードは手にした薬を投げ捨てた。さっきのヤブ医者を探すと、すぐ二、三人後ろに白衣の男はいた。

　辺りに響いた怒ど声せいに驚いた顔をしているヤブ医者を引きずってくると、朦もう朧ろうとしているサフィーネの体を押しつけた。

「悪いが、少し看みていてくれ。すぐ戻る!!」

「あ、ああ。構わないけれど」

　人のいいヤブ医者が頷くのを待たず、ラシードは疾風に飛び乗った。兵士たちに守られている神殿に向けて馬を走らせる。

「ラ……シド」

　王女が、行かないでというように手を伸ばしたのも、無視した。

　あの男が腐くさっても医者ならば、サフィーネを死なせたりするはずがない、だからその間に探すのだ──神殿内に殴り込んででも！　脅きよう迫はくしてでも！　青目の神官を引きずり出し、サフィーネを治療させる。自分には金も権力もない、でも剣の力だけはある。

　睨みつけるように見み据すえた先には、暗闇に沈む大神殿と、神聖な明かりを灯した高い鐘しよう塔とうがあった。





[image: ]






　一人で神殿の扉を守る兵士を殴り倒すことは簡単だった。しかし、両開きの大きな扉は内側から固く閂かんぬきをかけられているのか、力一杯押しても引いても開く気配がない。

「開けろ！　出て来い、神官ども！」

　仕方なく、大声で叫んで閉ざされた扉を叩いたが、手が腫はれるほど叩いても、そこから聖者たちが出て来ることはない。番兵の衣服を探さぐったが、鍵を持ってはいなかった。

「お前たち、人を救うのが仕事だろう！　そのための特権階級だろう！」

　叫びすぎたせいか声が掠れた。困った時に庶民を救うためでないなら、奴らはなんのために日ごろ贅沢をしているのか。税を集め、こんな立派な建物に住んでいるのか。

　いくら叫んでも、罵ば倒とうと嫌悪の声こわ音ねに辺りの悪霊が喜んで肥こえ太るばかり。聖職者が、彫刻入りの豪ごう奢しやで厚い扉の付近にいる気配も感じられない。

「──くそ！」

　ラシードは再び疾風にまたがり、悪霊だらけの陰いん鬱うつな夜や気きの中、神殿をぐるりと囲んだレンガ製の外壁に沿って、何か侵入の手がかりになるものを探した。

　別の入り口が、きっとどこかにあるはずだ。人目につきにくい場所に、通用門か秘密の扉が。

　必死に目を配って馬を走らせていると、群れをなして飛び交う毛糸玉のような悪霊の一つと目が合った。

　──サフィーネが死ぬ？　死んだらどうなる？　……こんな風に、真っ黒い塊かたまりになるのか？

　考えるとぞっとした。死んだからといって悪霊になるとは限らないが、未練を残して死んだ王妃だって悪霊になってしまったのだ。若くして死んだサフィーネも、そうなるかもしれない。いや、きっとなる！　一シュケルにすら激しく執着する人なのだ、残り何十年の人生に執着しないはずがない。

　嫌だ──そんな姿、絶対に見たくない！

　剣を抜いて、近くに漂っていた悪霊を切り捨てた。まったく切れなかった。悪意を向けられた悪霊は、大喜びでラシードにつきまとおうとしたが、魔除けを見ると震え上がって逃げて行った。

　こんなによく効く魔除けがあっても、すでに血肉にまで入り込んだ悪霊を追い出して王女を救うことはできない。

　サフィーネを死なせたくないのに……！

　あの笑顔を失いたくない。一緒に旅をして、いつもキラキラ輝いていたあの明るい紫色の瞳が閉じて、二度と開かなくなったら──想像すると、胸が張り裂けそうになる。ずっと昔、母が死んだとき以来の熱いものが、腹の底からこみ上げそうになった。

　これ以上、愛する人を失いたくない──！

　ラシードは狼のように絶ぜつ叫きようしたくなった。そのとき前まえ触ぶれもなく、前方の焼レンガの壁の一部が奥に沈んだ。狭せまい隙すき間まを潜くぐり抜けるようにして、黒い人影が出てくる。明かりを手にした、帯たい剣けんした大男だ。馬ごとぶつかりそうになり、ラシードは慌てて手た綱づなを引いた。

　驚いた馬のいななきと、男が剣を抜く小さな金属音が響いた。

　馬から飛び退すさって身構えるその機き敏びんな動きから、男がかなり熟じゆく練れんした武ぶ人じんだとラシードは感じた。鞘さや走ばしりの音に誘われるように、ラシードも剣に手を伸ばす。

　無言で男たちが睨み合う中、武人の後ろで別の影が動いた。

　後から神殿の外に出てきた少し小柄な人影が、はしゃいだような声を上げた。

「うわあ、すごく立派な馬だね！　国王陛下がお持ちのタラゴナ産の特等馬にそっくりだ!!」

　変声期を過ぎたばかりの少年の声が響く。それに続いて、第三の人物が裏路地へと現れた。

　武人の後ろの二人は、すっぽりと外がい套とうで身を覆っていて、顔立ちも体つきもまったく分からない。けれど、ラシードは直感した。

　──神官だ！　一番後ろの、無言の男は！

　ラシードはとっさに剣から手を離し、馬から飛び降りて膝ひざを地面についた。

「突然の無礼をお許しください。そちらにいらっしゃるのは、位くらいの高い神官殿では……」

「──」

　最後の人物は応こたえない。真ん中の少年の面白そうな声が、再び響いた。

「すごいな！　どうして分かったの？　この人すごいよ、イーサー・ビン・ラディーク！」

　神官らしき男は、少年に向かって軽く会え釈しやくした。ラシードは話しかける相手を間違えたことを悟った。この一いつ行こうの主人は、真ん中にいる少年なのだ。

「重ね重ね失礼をいたしました。あなた様が、ご主人であらせられますね。高貴なご身分のお方とお見受けいたします」

「うん、そうだよ」

「突然のぶしつけなお願いをお許しください。我が主君が重病にかかり、神官殿の助けを必要としています。高貴なるお方の慈悲をもって、お力添えを頂きたく──」

「ああ、だめだめ。それは地元神官の仕事でしょ。僕らは、この毒飴事件の調査をしなくちゃいけないんだ。街に着いてすぐ神官長から報告に次ぐ報告でさ、まだ夕食も食べてないんだよ。もういい加減にしてほしいね」

　我わが儘ままに慣れた少年貴族の声が拒絶する。ラシードは必死に食い下がった。

「どうかお願いです！　明日神殿が開くのを待っていては、我が主は死んでしまうのです！」

「死ねばいいじゃん」

　サフィーネと同い年か少し年下に思える少年の軽い言葉に、ラシードは凍こおりついた。

「不信心の隣国から毎晩流れ込んでくるせいでこの街は悪霊だらけだし、いまさら一匹くらい増えたってたいして変わらないよ。それに、この飴の被害者ってお祈りをしょっちゅうサボってた人ばっかりでしょ。ちゃんとお祈りしなかった自分が悪いんじゃないか」

「俺たちは外国人で、そんな風習に馴な染じみが──」

「そんなの知らないよ、うるさいなあ！　僕、もうお腹なか空すいて死にそうなんだ。こんなの放っといて行こう、イーサー」

　少年貴族は足早にラシードの前を通り過ぎ、先頭の筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした武官が、ラシードの前に立ちふさがった。

　その後ろを、主人についてイーサーという名の神官らしき男が、通り過ぎていく。「申し訳ない」と言うように小さく会釈したとき、フードが揺れて顔が見えた。男は茶髪の壮年男性で、藍あい色いろにも思える神聖な青色の瞳をしていた。もっと黒味が薄ければ最高だっただろうが、それでもかなりの地位と経験、それに知識を持った立派な神官に思えた。

　──拉致するしかない。ラシードは立ちふさがる武官を睨み、長剣を抜こうと手をかける。

「ヒヒ───ン！」

　その時、悪霊に尻でも齧かじられたように、疾風が大きな声でいなないた。その美しい前足を高たか々だかと振り上げ、少年貴族は驚いて振り返った。

　若く美しい、サフィーネの高級馬に目を細めて呟いた。

「──すごいや。まるで聖獣ブラークみたい……」

　ブラークというのがなんなのか、ラシードはまったく知らなかったが、胸に稲いな妻づまが走った。これは切り札だ。サフィーネはいつもいつも、こう自慢していたではないか。

「私の疾風はね、歩く宝石なんだから！　宝石箱三つ分くらいの価値があるのよ！」と。

　間違いなく三タラント以上の価値がある、この馬を売ればいいのだ。

　そうすれば、サフィーネの命は助かる。

　閃ひらめくと同時に、彼女が目を真っ赤にして泣きはらす姿も思い浮かんだ。

　親友として何より大事にしている愛馬を勝手に売られたら、どんなにあの人は泣くだろう。

　命がけの大騒動で給料を奪い取り、真っ先に買ったのも馬用ブラシだった。それ以来、毎日楽しそうにこの毛並みをブラッシングしながら、日々の出来事を話しかけては楽しそうに笑ったりしているのを、ラシードは知っている。

　知っているが……。

　──憎むなら、憎め。

　それさえも、生きている証あかしなのだから。

　あの金髪の愛らしい娘が冷たい骸むくろになり、二度と目を開かない──そしてその魂が悪霊に成り果ててこの街を永遠にさ迷う呪われた未来に比べたら、何も怖くはない。

　ラシードは手馴れた剣から手を離し、従順な「歩く宝石」の手綱を引いて少年貴族の前に進み出た。

「では、この馬はあなたに差し上げます。代わりに、どうか我が主の治療にお力添えを──」







　ラシードと共に広場に駆けつけた神官は、応急的に数匹の悪霊をサフィーネの口から引っ張り出し、消えかけていたサフィーネの命を救った。

　高位の神官の存在に気づき、患者たちが騒ぎだす前に、三人は場所を移動した。通りにはうじゃうじゃと悪霊がいたが、神官がひと睨みすると素直に道を開けて彼らを通した。ラシードは、まだ二十匹近い悪霊にやられているサフィーネを抱きかかえ、神官の案内で少年貴族の別べつ邸ていへと向かう。疾風はあのジャラール・アルバスリーという名の少年貴族が、早速大喜びで乗って帰っていた。

　サフィーネの顔色はひどく悪いものの、呼吸はさっきよりずっと楽になっている。彼女が死ぬことは、もうないだろう。

「サフィ……あなたが無事でよかった……」

　腕の中で眠っている美しい宝物をきつく抱き締めて、そっと囁きかける。

　どんなに顔色が悪くて発疹だらけでも、生きている顔を見れば喜びと安あん堵どで胸が一杯になった。信じられないほど愛いとおしかった、その存在が。

　愛しているのだ。腕の中の、この女性を。

　一兵士が、一国の王女に抱いだいて許される類の感情ではないと知っていたけれど、抑えられない。今は抑える気もない。

　いつから？　……分からない。おそらく、この人が身分なんか気にしない人だと知った頃から、少しずつ惹ひかれていったのだろう。

　無位の兵士を見下さない、少し変わったお姫様に。

　自分は、もっと素朴な女の子が好きなのだろうと思っていた。少しくらい不器用でも、人の痛みの分かる優しい庶民の女の子とか。

　それなのに、気づいてみればこれだ。突とつ拍ぴよう子しもない性格の、元気で高貴な王女様。

　手が届くはずもないお姫様に本気で惚ほれるなんて、自分の馬鹿さ加減にあきれてしまう。想いを抱いたところで、一生叶かなわぬ片想いなのに。

　分かっているのに、この人が愛おしくてたまらない──。

　ラシードは眠る王女を胸に抱き締めたまま、自分に言い聞かせた。

　今夜気づいたこの想いは、このまま葬ほうむろう。

　朝になったら元どおり、ただの兵士の気持ちに戻るのだ。悪霊が日の光にさらされてあとかたもなく消えるように、この恋れん情じようもなくなる。こんな風に、特別の想いで見つめたりすることはない。兵士などに本気で焦こがれられても、王女様は困るだけだろう。もしかしたら、下げ劣れつだと軽けい蔑べつされるかもしれない。

　──今夜だけだ。

　互いの鼓こ動どうが聞こえるほど強く胸に抱き締めて、少し熱い柔らかな肌を両腕に感じるのは。

　眠る面おも影かげを独占して、頰をかすめる金髪に唇を寄せ「愛してる」と囁くのは。

「サフィーネ……あなたを愛している……」

　少し開いた無防備な唇に口づけしたくなる衝しよう動どうをこらえ、ラシードは永遠に捕とらわれそうになる視線を外はずす。

　大丈夫、明日になれば忘れられる。

　初めて人を愛した喜びに、高らかにうたうように跳ねている自分の心臓に言い聞かせる。

　忘れることはたやすいはずだ。──なぜって次に目が合うとき、サフィーネは自分を憎むだろうから。大切な疾風を勝手に売り払った目め障ざわりな従者として。あるいは、他に彼女を救う方法を見つけられなかった愚ぐ鈍どんな男として。

「見えてきましたね。あちらに見える建物が、アルバスリー家の邸てい宅たくです」

　神官が言った。そこには、神殿に勝るとも劣らない贅沢な邸やしきと高い塀へいに囲まれた頑丈な門があった。
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　青白い頰ほおをして眠る金髪の少女の顔を見て、ジャラールは息を吞のんだ。

「なんて母上にそっくりなんだろう……」

　広いベッドに、長く散らばる髪。ジャラールの母も、こんな風に少しうねった長い髪をしていた。色はもっと濃い茶色だったけれど、髪を散らばらせて眠るやつれた姿はそっくりだ。

　父に愛人がたくさんいたせいか、いつも寂さびしそうな横顔をしていた母。

　ほくろのない口元や少女らしい鼻はな筋すじなんかに少し違和感はあるけれど、青白い肌をして深く眠っている小さな顔を見ると、大好きだった母のことを思い出して胸が一杯になる。

　そっと少女の金髪の端を触ってみる。ふわふわで、仔猫の毛のように柔らかかった。

　懐なつかしい手触りに、とても嬉しくなった。

「ねえ二人とも、お願いがあるんだけど」

　ジャラールは、後ろに控ひかえる二人の侍じ女じよに語りかける。

「この娘こに最上のもてなしをしてあげて。僕のことが大好きになるように。それから、あの従者の男とは絶対に会わせちゃ駄目だ。この娘が、また旅に出たいなんて気持ちにならないように──全部言わなくても、僕の言いたいことは分かるよね？」

　都から連れてきた有能な侍女たちは、一いつ対ついの女神のように美しい顔に微び笑しようを浮かべて頷うなずいた。

「はい、お任まかせください」

「お嬢様が若君だけをお好きになるよう、最高の舞台を演出しましょう──いつものように」

「うん、任せたよ」

　心得た侍女たちの返事にジャラールはにっこり笑って頷き、思い出したようにつけ加えた。

「ああ、都にいる僕の婚約者には婚約破は棄きの手紙を出しておいて。もっとお母様にそっくりな人を見つけたから、もうあの子はいらない」





[image: ]






　意識が戻ってきた時、サフィーネの体はすっかり楽になっていた。

　窓から差し込む明るい太陽の光に迎えられて、サフィーネはそうっと体を起こした。

「お目覚めですか？」

　小鳥のさえずりのような明るい女性の声がする。

　声の主を探すと、首元でハニーブラウンの髪を切りそろえた、サフィーネより少し年上の少女がいた。可か愛わいらしいメイドのお仕着せを着ている。

「まあ、お嬢様はとても綺麗な目の色をしていらっしゃるのですね」

　微笑ほほえむような感嘆の声が、今度は反対側から聞こえた。こちらは黒髪の、やっぱりサフィーネより少し年長の少女だ。

　二人はそろって高貴な花のように美しかった。手入れされた肌に、綺麗に磨みがかれた爪。言葉遣いもきちんと教育を受けた少女たちだ。

　宿屋の女中や下働きの娘とは違う──お城の侍女や小間使いと同じ雰囲気をしている。

　周りをよく見てみれば、華やかな調度品で統一された室内も、贅ぜい沢たくなビロード張りのソファや装飾の入った窓まど枠わくなども、どう見ても古ぼけた宿屋の一室とは思えない。

　お城か、別荘か、大だい邸てい宅たくだ。間違いない。

「お水はいかがですか？」

「神殿の井戸から汲くみ上げて、神官様にご祈き禱とうしていただいたとても澄んだお水なんですよ」

　サフィーネが欲しそうな顔をしたのを察して、ひやりとした錫すずのグラスに水差しから新鮮な水が注そそがれる。渇かわききった喉のどには、とても冷たくて美お味いしく感じられた。

　力を失った体が、生き返るような気がした。

「ありがとう。あの、ここはどこ？」

　弾力のある柔らかなベッドに、手触りのいい毛布、上品な薔ば薇らの香りのする上うわ掛がけ。少し開いた窓からは新鮮な風が部屋に吹き込み、テーブルには切ったばかりと思われる香り高い花が飾られている。

　自分の着ているものもよく見れば、女性用の薄いナイトドレスに着替えさせられている。この艶つやめいた肌触りは、下ろしたての絹きぬに間違いない。まさかラシードがしたとは思えないから、この二人の侍女たちが着替えさせてくれたのだろう。つるりとしたすべらかで高級な手触りは、サフィーネに強い懐かしさと、「大切にされている」という安心感を覚えさせた。

「ここは、シャルカーン・アルバスリー卿きようの別邸でございますわ」

「アルバスリー家といえば、国王様より伯爵の位を頂き、西シラーズ地方の領主として統括を命じられている高貴なお方」

「お嬢様は、二日前にアルバスリー家に仕つかえる神官イーサー様のお手により、このお部屋に運ばれてきたのですわ」

「二日前!?」

　ということは、丸二日間も意識不明だったのだろうか。驚いてサフィーネはベッドを抜け出そうとしたが、すっかり力を失った手足がふらついて転びそうになった。

　体が枯れ木になったみたいな感覚だった。黒髪の侍女が、すぐに支えてくれた。

「急に動かれてはいけませんわ。お嬢様は、二十匹もの小悪霊にとり憑つかれていたのですから」

「えっ──！」

「鶏にわとりくらいの小悪霊ですけれど、数が多ければやはり体に悪影響を及ぼしますもの」

「体力も衰おとろえていたのでしょうね。高い熱が続いて、お命も危あやうかったのですよ。けれど、我わがアルバスリー家の高貴なる神官様のご祈禱で、もうすっかり悪いものは取り除かれましたから、ご安心くださいませ」

　茶色の髪の侍女が、安心させるようににこりと微笑ほほえむ。

「その悪霊ってやっぱり……飴あめが原因なの？」

　サフィーネの問いに、二人の侍女は顔を見合わせ、少し困った顔をした。

「原因については、いま若わか君ぎみが調査中ですわ。情報を漏らすことは、禁じられておりますの。とくに旅行者の方には。お許しください」

　サフィーネは、親切にしてくれる侍女たちを困らせたくなかったので、それ以上踏み込むのはやめた。二十何匹の悪霊というところからして、原因はあの綺麗な飴に間違いないと思った。

「それより、ラシードはどこにいるの？」

「あの黒髪の従者の方ですか？　お呼びしても構かまいませんが──その前に、お嬢様はお召し替えをなさらなくては」

「いかにご信頼された従者といえど、そのままでは目の毒ですわ」

　ふふふ、と侍女たちに微笑まれて、サフィーネは自分の着ているものを思い出した。

　ナイトドレスだ。微妙に透すけているような、色香の溢あふれるデザインの……。

　借り物の衣装に文句を言ってはいけないが、あまり病人向きではない寝間着だった。

「そ、そうね。このままじゃまずいわ」

　こんな恥ずかしい格好のままラシードに会ったら、また「我が国の王女としての誇りと尊厳が……！」と長々とお説教を始めるに違いない。

　黒髪の侍女は、手伝う気満々でにっこり笑った。

「お嬢様、お好きな色はありますか？　お嬢様には、華やかな金きん襴らんを縫ぬい込んだオレンジ色のドレスが似合うかと思うのですが」

「あら、お嬢様にお似合いなのは、ふんわりした桃色のドレスに決まっていますわ！　そして帯は、優しい青色の花模様」

　もう一人の侍女が、対抗するように宣言した。







　それからしばらくの間、サフィーネはおとぎ話の世界に迷い込んだような不思議な気分を味わっていた。

「絶対に桃色よ」「いえ、暖かみのある橙だいだい色がお似合いだわ」と言い張る侍女たちに交互にドレスを着替えさせられ、ああでもないこうでもないと着せ替え人形にされた挙あげ句く、次には装飾品の山がやってきた。

　そこからがまた、長かった。

　髪の結い上げ方に、その飾り。首飾りと耳飾と手袋と靴と……何から何までつけては外はずし、また新しいものをつけて……と果てしない戦いが待っていた。

　祖国でも、ここまで身なりに気き合あいを入れることは、まずない。

「あの、そんなに派手にしなくてもいいと思うんだけど？」

　一生懸命になってくれているのに悪いかしら、と思いながらサフィーネは抗議してみた。

　窓の外から差し込む光はそろそろ正しよう午ごだし、卑いやしいかもしれないがお腹なかも空すいている。

　きゃあきゃあと賑にぎやかに宝石箱を開け、新しいのを持ってきては元に戻していた侍女たちは驚いたように首を振り、きっぱりと宣言した。二人とも美人な分、とても迫力があった。

「いけませんわ！」

「わたくしたち、お嬢様には『最上のおもてなしをするように』と言いつかっておりますもの」

　この途と方ほうもなく親切な屋敷の主あるじが出したという「最上のおもてなし」命令のおかげで、サフィーネの身み支度じたくが終わる頃には、すっかり午後を回っていた。

「じゃあそろそろラシードを──」

「次は、お食事ですわ!!」

「栄養のあるものを、たっぷり召し上がっていただかないと！」

「……そうね」

　この調子では、ラシードに会えるのは、日暮れ近くになってしまいそうだった。

　けれどお腹が空いていたのは事実だったので、サフィーネは侍女たちの給仕に任せた。

　次々と目の前に並ぶ料理は、「さすがは、噂うわさに聞く大国バビロニアだわ」と感嘆するような豪華なものだった。彩いろどりも豊かに手の込んだ料理の数々は、とても病人食とは思えない。

　時間をかけて柔やわらかく煮込んだひき肉のクーフテに、スパイシーなカルダモンの味つけの鶏とり肉にくとアスパラガスの炒いため物。ふわふわの卵で包んだジャガイモ料理、ぱりぱりした皮の美味しいガチョウ肉。香りの素晴らしい茸きのこと鹿肉のシチュー。ライムと塩を振りかけた、新鮮なだけでなく色彩も華やかなサラダとフルーツもたくさんあった。

　──これに、ニジマスのトマトソースがけでもあれば最高なんだけど。

　と思ってしまい、サフィーネは慌てて否定した。まったくの親切でこんなに丁てい重ちように扱ってもらっておきながら、好物の魚料理がないと文句をつけるなんて、とんでもない。

　侍女たちは優秀で、サフィーネのフォークの動きが緩ゆるんできたのを目にすると、次には甘い焼き菓子やクリームののった菓子を運んできた。黒髪の侍女は優雅な手つきで茉まつ莉り花かの香りのお茶を淹いれ、茶髪の侍女は「我が家の自慢の農園で取れた最高の蜂はち蜜みつです」と嬉しそうに説明しながら、小さな瓶びんから蜂蜜を贅沢にスプーンですくってプディンクの上にかける。

　すっかり夢中になって甘いデザートとお茶を楽しんでいると、扉を叩く音がした。

「あら、どなたでしょう」

　茶色の髪の侍女が澄ました顔で応対しに行った。もしかしてラシードが会いに来てくれたのかしら、だとしたらこの美味しいお茶を一緒に飲めるわ、と楽しみにしていると、

「さあお嬢様、お薬の時間ですわ」

　にこにこともう一人の侍女に、とても毒々しい色の薬やく液えきを注がれた。

「……こんなまずそうなの、飲むの？」

「悪霊に穢けがされたお身体からだを回復させる、特別のお薬ですわ。お忙しい神官様が、心配して調合してくださったのですから、飲んでいただかなくては」

　そう言われては断れず、サフィーネはため息をついて薬を一気飲みした。思ったほど、まずくなかった。苦味の中にもほんのり甘さがある。

「うわあ、すっかり元気になったんだね！　よかった」

　突然、どう聞いても侍女の声ではない少年の声が響きわたる。

　驚いてサフィーネは、二ふた間ま続きの部屋の入口を振り返った。そこには、侍女に案内されてきた、栗色の髪の身なりのよい少年がいた。年はサフィーネと同じくらい。少し青みがかった灰色の瞳をしている。もしも髪を伸ばしてドレスを着たら、サフィーネよりも美人になるんじゃないかと思えるような綺麗な顔立ちをしていた。
















「あのう、どちら様……？」

　青い目だけれど、神官様というには若すぎると思いサフィーネは小首を傾かしげた。少年は無む邪じや気きな笑顔でサフィーネのそばに駆け寄り、その手を握り締めて熱烈に挨あい拶さつした。

「僕はジャラールだよ。本当に君のこと、心配してたんだ！」

　近くで見ると、長い睫まつげが綺麗に反そり返り、蝶ちようの化け身しんかと思うような美少年だった。思わずサフィーネはその顔かたちをまじまじと見つめてしまった。

「こちらは、アルバスリー伯爵家の若君でございますわ」

「倒れていらっしゃるお嬢様を助けようと、手を差し伸べてくださった心優しきお方」

「えっ！　それはどうもありがとう。あなたのおかげで、本当に助かったわ」

　サフィーネは慌てて礼を言った。勝手に部屋に入ってくるからには、もしや家や主ぬしの縁えん者じやかとは思ったが、まさかサフィーネを拾ってくれた本人だったとは！　失礼にならないよう急いで立ち上がろうとすると、笑顔で止められた。

「堅苦しくしないでいいよ。まだ身体だって本調子じゃないんでしょ？」

「ありがとう。あなたはとても優しいのね」

　サフィーネが言うと、ジャラールはとても嬉しそうな顔をした。サフィーネの向かいの席に座り、有能な侍女が即座にお茶を準備する。

「だって、ずっと心配してたんだよ。丸々二ふた晩ばんも目を覚まさないから」

　伏せた睫の下から、ひたむきな眼まな差ざしがサフィーネを見つめる。

「そんなに心配してくれたの。ありがとう。私、悪霊に弱い体質だから、自分でもどうしようもなくて困っていたのよ」

「悪霊に弱い体質？　すごいな。そんなところまで僕の母上と一緒だなんて！」

　ジャラールは目を丸くしたが、サフィーネもまた驚いた。

「まあ、あなたのお母様も？　もしかして、目の色が紫むらさきだったの？」

「ううん、黄色だよ。どうして目の色なんか聞くのさ？」

　青せい灰かい色しよくの瞳をしたジャラールは、不思議そうにサフィーネの紫の瞳を見つめた。

「悪霊は紫の目が大好きだって聞いたから。お母様は黄色の瞳なのに、どうして悪霊に弱かったのかしら……何か他の特徴が、悪霊を呼び寄せたの？」

「ああ、父上に疎うとまれていたからだよ」

　なんとも思っていないような軽い口調の言葉に、サフィーネはぎょっとした。

　父親に疎まれたから、母親が悪霊に弱い……。それはつまり、ジャラールの母親は、人じん為い的てきに悪霊をけしかけられていたということ……？

　なんということだろう。もしそれが本当なら、バビロニアの夫婦喧嘩はとんでもなく陰険だ。

　絶句するサフィーネの前で、ジャラールは無邪気に微笑みかけた。

「それより、君の名前を教えてよ！」

　サフィーネは少しだけ考えて、念のために短い方の名前を答えた。

「……サフィよ」

「サフィ。可愛い名前だね、サフィ！」

　小さな太陽のような輝かしい笑顔を向けられ、サフィーネも笑顔を返した。

「ありがとう、あなたも素敵な名前よ、ジャラール」

「じゃあこれからよろしくサフィ！　早く元気になってね。中庭を一緒に散歩しようよ！」

　キラキラした青灰色の瞳に見つめられ、サフィーネは「本当にいい人に拾ってもらってよかったわ。なんて幸運だったのかしら」と心から思った。







　毎日、美味しいものを食べ、贅沢な薬やく湯とうに浸つかったりしてのんびりしているうち、サフィーネの体調もどんどんよくなっていった。やせた体重も戻ってきたし、傭よう兵へい部ぶ隊たいにいた頃に切った睫まつげも、元のとおりに生はえそろった。発ほつ疹しんだらけで傷いたんでいた肌も、元どおり、いや前以上にすべすべになった。鏡を覗き込んでも、肌も顔の線も、目元も、全部元の自分に戻れた。

　耳元で輝く宝石や、丁寧に手入れされた金髪がキラキラ輝くさまは、カラタス城でお姫様をしていた頃と何も変わらない。

　この生活で不満なのは、ただ一つ──ラシードがお見舞いに来てくれないことだけだ。

　最初の日は、ジャラールと話しているうちにだんだん眠くなってしまい、気がつけば翌朝になっていた。失礼なことをしたと反省したけれど、ジャラールは笑顔で許してくれた。

　翌日、今度こそラシードを呼んでもらうと、街に行っていて不在だと言われた。なんでも、神官様の護衛をしながら毒飴事件の調査をしているらしい。ラシードらしいといえばらしいけれど、サフィーネは少し寂しくなった。

　サフィーネが生死の境をさ迷っていたこの数日間、ラシードはサフィーネのことを心配してずっと側にいてくれたわけではなく、侍女たちに看病を任せて頭の中は毒飴で一杯だったのだ。

　男の人の頭の中はそういうものだからしょうがありませんわ、と侍女たちは交互に慰なぐさめてくれたけれど、あまりにも冷たい。冷たすぎる。

「ラシードの意地悪……。お父様なら、絶対、毎日様子を見に来てくれるのに」

　毎日どころか日に何度もやって来て、部屋中を花とぬいぐるみとお守りだらけにしてしまうのに。宰さい相しようの叔お父じ様だって、気にして絶対に来てくれるのに。

　倒れてからもう一週間近くになる気がするのに、「明日の午後こそ来てね！」と侍女に伝言を頼んでもらっているのに、ラシードはただの一度もサフィーネに会いに来てくれないのだ。

「はぁ……」

　窓辺から美しく咲き乱れる春の庭を見下ろしても、ため息をついてしまう。

「まあお嬢様、退屈されているのですか？」

　耳ざとく聞きとがめた茶髪の侍女が言った。

「それは大変ですわ！　わたくしたちで、何か楽しくなるような曲を演奏いたしましょうか？」

「二人とも、楽器が弾けるの？」

「ええ。笛も弦げんも歌も、踊おどりも詩し篇へんの朗ろう読どくも」

「古い英えい雄ゆう譚たんから切ない恋語りまで、なんでもわたくしたちにお申しつけくださいませ」

　かわるがわる笑顔で言われ、サフィーネは途端にわくわくしてきた。

「歌も竪たて琴ごとも好きだわ！　でも異国の英雄譚も聞いてみたい！」

　美しいだけでなく賢かしこくて、さらによく気もつく侍女たちに囲まれて、サフィーネは幸せを感じた。年長の黒髪の侍女は、にこりと微笑んで言った。

「では、まずはわたくしがバビロニアの古い英雄譚を語りますわ。その間に、妹にキタラの準備と調ちよう弦げんをさせましょう」








　遠い昔──バビロニアの大地は、戦争や悪霊、飢き饉きんなどでひどく荒こう廃はいしていた。

　国を救う力と叡えい智ちを求め、深い青色の瞳の若者が長い苦難の旅に出た。

　神の門バーブ・イールと呼ばれる古い小さな町にたどり着いた夜、美しい四よつ足あしの獣けものが青年の前に現れ、背中に乗れと促うながす。若者がその聖獣ブラークの背に乗ると、彼はみるみる天上の世界へと導かれた。

　若者は、夜を司つかさどる一人の美しい女神に出会う。

　争いの絶えぬ地上に哀れみを覚えた慈悲深き女神は、青年に悪霊を祓はらう呪文や、とり憑かれた人を救う呪文、水を清めたりする呪文などを教えた。

　次の日になると、輝かしい男神が現れ、傷を癒いやす呪文や、植物を育てる魔法の言葉、喜びや勇気を胸に呼び起こすための強力な呪文を教えてくれた。

　天上の神々は、代償として地上の人間に礼れい拝はいを求めた。

　その数、一日につき五十回。

　若者は、人間の一生は神々より遙かに短いことを説明し、日に五回の礼拝で済むように神々に取り成した。

　七日に及ぶ天界旅行の後、若者はブラークに乗って地上に戻り最初の碧へき眼がんの神官となった。

　──以後、バビロニアでは天に見回りの騎士たちが姿を見せる頃、日に五回の礼拝をすることが義務づけられた。若者は、その英雄的行為ゆえに「尊敬されし者ムハンマド」あるいは「神に選ばれた者ムスタフア」と呼ばれ、永遠に讃たたえられることとなった……。






　サフィーネはこの昔語りを聞いて、バビロニア人がお祈り好きな理由を理解した。

　次に侍女たちは約束どおりキタラと歌を披ひ露ろうし、それがとても美しい旋せん律りつだったので、サフィーネも教えてもらって一緒に歌った。

　ひとしきり歌って、少し休憩しましょうかと侍女がお茶の準備をしてくれている間、サフィーネはバルコニーから綺麗な中庭を見下ろしていた。

　その時、眼がん下かを見覚えのある黒い頭がよぎった──気がした。

　ラシード!?

　あのピンと伸びた背筋や、きびきびした歩き方は絶対にラシードだ。

「ラシード───っ！」

　垣根の角を曲がって厩きゆう舎しやの方に消えていこうとする背中に、大声で呼びかけた。彼に会うのは、四日ぶり？　……ちがう、もう六日ぶりだ！

　はっとしたようにその背中は立ち止まり、サフィーネの方をゆっくりと振り向いた。サフィーネは彼に会えたことが嬉しくて、バルコニーの手すりにつかまって身を乗り出し、思い切り手を振った。

　緑の瞳と貴族的な顔立ちは、間違いなくカラタスから一緒に旅してきたラシードだ。旅の間に伸びてきた髪を切ったのか、さっぱりしている。

「ねえラシード、なんだかすっごく久しぶりね──っ！　元気にし──……え？」

　こちらを振り仰あおいだラシードは、驚いたように眼を丸くしたかと思うと、なんと。

　脱だつ兎とのごとく逃げ出したのである。

　瞬く間にその背中は生いけ垣がきの向こうに消えてしまい、サフィーネの視界から消えた。

「どうして……？　いまの、ラシードよね？」

　呆然として、人ひと気けのなくなった中庭を見下ろす。髪が短くても、着ていた服が見慣れないものでも、あれは絶対に間違いなくラシードだったのに。

　逃げ出すなんて──どうして？

　信じられない。しかも「まずい」と言わんばかりに顔を歪ゆがめていたような気もする。

「どうして逃げるのよ……？」

　サフィーネが大声を出したことに気づいて、二人の侍女たちが寄ってきた。

「お嬢様、あまり風に当たられてはお体に障さわりますわ」

「さあ、中へお入りください」

「さっきそこに、ラシードがいたの！　ねえお願い、彼を呼んで来てくれない？」

　優しい侍女たちは、顔を見合わせて困ったような表情を浮かべた。

「早くしないとラシード、またどこかに行っちゃうわ！　──いいわ、自分で探しに行くから！」

　走り出そうとしたサフィーネの肘ひじを、黒髪の侍女が素早くつかんで止めた。

「お待ちください。お嬢様、あのお方は……お嬢様にお会いになりたくないのですわ」

「え──？　どうして？」

　きょとんとするサフィーネに、二人の侍女は、困った顔をして目め配くばせし合っている。サフィーネの胸に、悪い予感が浮かんだ。

　そういえばラシードは、もともと王女様の面倒を見るのなんか嫌だ、早くお城に帰りたいと言っていた……。主に命令されたから、サフィーネのお守もりをしているだけだと。

「もしかして、私の面倒見るのがもう嫌になったの？　──もうっていうか、最初からそうだったけど……」

　だんだん声が小さくなっていく。俯くサフィーネを、二人の侍女たちは、なんとなく哀れむような顔で見ている。まるで何か知っていてわざと黙っているみたいだ。

「どうしてラシードは逃げるの？　理由も分からずに無理矢理外国まで連れて来られたから？　私が飴なんか食べたせいで病気になって、手がかかるからうんざりしてるの？」

「──お嬢様、そんなことはありませんわ。さあ、中に入りましょう」

　侍女たちに気遣わしげに腕を引かれるまま、サフィーネは部屋の中に入った。けれど、姿が見えなくなってもまだ、心はラシードのことで一杯だった。
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「あの人、やっぱりお姫様なんだな……」

　ラシードはとっさに逃げ込んだ厩きゆう舎しやで、外出時によく借りる黒馬に話しかけていた。

　神官イーサーに呼ばれて会いに行くところだったのだが、近道になるだろうと思って通り抜けた中庭で、偶然、王女様に見つかった。

　もう忘れた想い人。……だと、思っていたのに。

　毎朝、侍女たちに追い返されると分かっていながらもサフィーネの部屋にご機き嫌げん伺うかがいに向かう時は、一応覚悟を決めている。王女様に心揺さぶられたり、奪われることがないようにと。

　けれど、さっき光の中で笑顔を浮かべていたサフィーネは、本当にお姫様だった。

　太陽のように輝く金髪と、高貴な宝石のような瞳で、真っ白い手を振っていた──眩まぶしいくらいの笑顔で。たくさんの宝石のきらめきが、目に痛いほどだった。

　鼓こ動どうが、止まりそうなほど強く鳴った。

　病気で気落ちしてやせているかと心配していたが、正反対だった。

　淡い恋心なんて忘れようと決めたラシードの無駄な努力をあざ笑って、取り繕つくろった心を全部また奪っていった。嵐のように、残酷で無邪気に。

　胸には、混乱と敗北感だけが残って、出口を見つけ出せずに今も渦うずを巻いている──。

「幸せそうだったな……」

　それはとても嬉しい。今にも死にそうだった横顔が、あんなに幸福そうな笑顔に変わってくれたことは。

　これがただの従い兄と妹こだったら、なんの文句もない。きっとあの時も、笑顔を浮かべ返して、話ができただろうに。

　名を呼ばれて、いつもカラタス城を見上げていたようにバルコニーを見上げた時に感じたのは、この輝く人には決して手が届かないということ。

　自分は兵士で、相手は王女様。

　そう思ったら、彼女の視線から逃げ出していた。

　どうして自分は半貴族フアキールなどに生まれたのか、と詮せんのないことを考えそうになる。

　もしも本当に、あの兄の正式な弟であったら。王女様の従い兄と妹こだと、胸を張って名乗れる貴族の名があれば。きっとこんな惨みじめな想いをすることもなかった。

　疾風を売ることもなかっただろうし、あのとき逃げることもなかった。

「──今更考えたって、どうしようもないってのは分かってる……」

　生まれつきなんて。

　逆に、本当にただの一兵士なら、それはそれで諦あきらめもついたと思う。

　中途半端に半分貴族だから、心の底で期待してしまうのだ。例えば兄が急死して自分が父の家か名めいを継つぐことになれば、王女の隣に立てる資格が得られるのではないか──などと。

「やめろ、馬鹿なことを考えるな！」

　ラシードは馬ば房ぼうの壁を叩いた。

　音に驚いて、むしゃむしゃとカラスムギを食べていた黒い雌めす馬うまは顔を上げた。

　獣医の診察を受けた疾風は、体調に異変があるとのことで、すぐに西シラーズ領で最も空気のいい牧場に送られてしまった。王女の宝物は、もうここにはいない。

　そのことも、サフィーネに告白しなければならないのに。

　懐ふところから、以前この街を通った時うっかり買ってしまった女物の小物を取り出し、眺める。

　サフィーネにと買った品だが、王女様にこんな安物を渡すのもどうだろうと思っているうちに、彼女は倒れて、お姫様に戻って、とてもじゃないがこんな物はいらなくなった。

「──はっ。馬鹿みたいだな。あの人はお姫様で、俺は、ただの兵士なのに」

　投げ捨ててしまおうかと思ったけれど、──できなかった。

　ラシードはため息をついて、今度こそ神官の部屋に向かおうと歩き始めた。神官イーサーは公正な人物で、ラシードがカラタス出身の外国人だと知っても「目的が同じなら共同調査すればよい」と言ってくれた。アルバスリー家の遠縁ではあるが、どの貴族にも肩入れせずに中立の立場で調査を進めている心強い味方だ。待ちぼうけをさせることはできない。

　もう王女様に会うことがないよう、ラシードは遠回りの道を早足に進みながら、あの輝くような笑顔を忘れようと首を大きく振った。







　翌朝。

「そろそろいつもの時刻ですわね」

　お嬢様が目覚める前に朝の支し度たくをしていた茶髪の侍女は、姉に言った。

　直後に扉が鳴った。音に気づいてお嬢様が目を覚ます前にと、侍女は素早く扉を開ける。

「おはようございます。わが主人の様子はいかがですか？」

　現れたのは、お嬢様の従者であるラシードだ。侍女は魅惑的な笑みに少しの残念さを浮かべ、いつものように丁てい重ちように断りの文句を述べた。

「サフィお嬢様は残念ながら、まだお休み中ですわ。昨夜、軽い頭痛を起こされて、お薬を飲まれたのです」

「そうですか。ではこれを我が主にお渡しください」

　茶髪の侍女が四つ折りの手紙を受け取ると、ラシードは一礼して部屋を去っていった。

　侍女は手紙を開き、内容に目を走らせる。

〝昨日は申し訳ありませんでした。例の毒飴事件、もう少しで手がかりがつかめそうなんです。国交問題も絡からんでいるので、解決に協力したいと思っています。ここでゆっくり療りよう養ようしていてください、ご迷惑はおかけしませんから〟

　護衛や兵士には読み書きのできない者も多いが、そこには書き慣れた流りゆう暢ちような文字が並んでいる。内容はあたり障さわりがなく、ご機嫌伺いといった程度だが──。

「姉様、この手紙はどういたしましょう？」

　文面を見せると、黒髪の姉は迷わず答えた。

「無論、わたくしたちの主人にお渡しなさい」

「はい」

　笑顔で、妹の侍女は主君ジャラール・アルバスリーの部屋へと向かった。
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「ねえサフィ、この頃すごく寂しそうじゃない？」

　顔が見えなくなるくらいたくさんの花を腕に抱えてお見舞いに来たジャラールは、テーブルを見つめて俯うつむいてばかりいるサフィーネを見、心配そうに言った。

　その手がすっと伸びて、サフィーネの額ひたいに触れる。

「熱は……ないみたいだね。僕の家は、居い心地ごこち悪い？」

「そんなことないわ！　ここの居心地は最高よ！」

　サフィーネは親切なジャラールに余計な心配をかけたことを反省した。侍女は優しいし、料理も美味しくお風呂も快適だ。相変わらず魚料理は出てこないけれど、物足りないなんて言える立場ではない。

　青灰色の瞳をした少年は、それでもまだ心配そうにサフィーネを見つめてくる。

「でも、すごく悲しそうな顔をしてる。何か困ったことがあるなら、僕に話してみて。君の力になりたいんだ」

「あの……実は私、二、三日前にラシードを見かけたんだけど」

　一番の従者に、会うなり走って逃げられた、なんて恥ずかしくて誰にも言いたくなかったけれど、ジャラールの青い瞳の優しさにほだされて、サフィーネは話し始めた。

「あの従者の男だよね？」

　ジャラールは紅茶を飲みつつ、冷静に言った。

「ええ。すぐに逃げられちゃって……私、ここに来るまで我わが儘まま三ざん昧まいだったし、一緒に旅をするのがもう嫌なのかしらって思って悲しくなったの……。ねえ、ラシードは本当に毒飴事件の調査をしてるの？　前に、旅行者には関わられたくない、とか言ってなかった？」

　サフィーネの質問に、ジャラールは「しまった」というような顔をした。

「ジャラール、隠さないで本当のこと教えて!!　ラシード、本当は私に会いたくなくて、何か噓ついてるんじゃないの？」

　聞くのは怖い気もしたけれど、そ知らぬ振りはできなかった。

「──」

　ジャラールは言いにくそうな表情で黙り込む。茶髪の侍女が、おずおずと声をかけた。

「若君……もうそろそろ、あのことをお嬢様にお教えした方がよろしいのでは？」

「でも、サフィが落ち込むといけないから……」

「あのことって何!?」

　サフィーネは大きな声で食いついた。ジャラールは、眉をひそめてサフィーネを見た。

「どうしても聞きたい？　あんまり……聞いて楽しい話じゃないよ。気落ちしてまた病気になるといけないし、やめといた方が──」

「教えて！　知らないほうがずっと気持ちが悪いわ！」

　ラシードが何を考えているのか、知っている人がいるなら少しでも教えてほしいと思った。穴が開きそうなほどじっと見つめるサフィーネに、ジャラールは少しずつ話し始めた。

「実はさ……彼からもうちょっと秘密にしてくれって言われてたんだけど。──君のお付きの仕事を辞めたいから、新しい仕事を紹介してくれ、って頼まれたんだ」

　想像を超えた発言に、サフィーネは頭の中が真っ白になった。

　ラシードは、サフィーネに従うのをもう辞めたいと思ってる……？

「君が見かけたとき、彼はアルバスリー家の制服を着てたんじゃない？」

　ジャラールが気遣わしげに言う。そう言われてみれば、ラシードは見慣れない服を着ていた。

「どんな仕事でもいいから、僕に雇やとってほしいって頼まれてさ。『我儘女にはうんざりだ』って言ってたよ。──あっ、でも僕はそんなこと思ってないからね！　サフィのこと我儘だなんて!!　それどころか、そこらの街娘とは思えないくらい品があって可愛いなって思ってるんだから！」

　褒ほめ称たたえてくれるジャラールの後半の言葉は、頭の中を素通りしていった。

　我儘娘にはうんざり……、その言葉だけが、脳のう裏りに焼きつく。

「ほんとうなの……？」

　潤んだ瞳で、二人の侍女の顔を見る。二人は気まずそうに顔を見合わせた後、コクリと頷いた。サフィーネは、死刑宣告を受けた罪人の気分になった。

「はい。それで、アルバスリー家の従者として、毒飴の調査をしてもらうように制服をお貸ししたのですわ」

　サフィーネは、もうこれ以上聞きたくないと思った。

「泣かないでよ、サフィ！　君はとっても魅力的で悪霊に弱いところも可か憐れんだし、ふわふわの髪も素敵だし、僕はずーっと側にいてほしいって思ってるんだよ！」

「──ごめんなさい」

　失礼とは分かっていたが、それ以上耐えられずにお茶の席を立った。掠かすれる声でそれだけ言い残し、部屋を飛び出す。つくりのよく分からないお邸やしきを階下に向かって走った。

　ラシードに、そんなに嫌われていたなんて。

　考えたこともなかった──。

「疾風……！」

　猛烈に、愛あい馬ばに会いたかった。

　泣きそうな想いをこらえ、サフィーネは厩舎を探す。

　こんな時に慰めてくれる、たった一人の親友を求めて。







　邸の裏手に作られた馬ば房ぼうはとても広く、清潔だった。新鮮な藁わらが敷き詰められ、いい匂においもする。

　何十頭もの馬が、多くの馬丁に世話されていた。ジャラールは普段はバビロンに住んでいると言っていたのに、別邸に常時これだけの数をそろえているとは、すごい。

「もしかして、ジャラールもかなりの馬好きなのかしら？」

　こんなにたくさん馬がいたら、疾風を見つけるのも大変そうだ。

「──それも否定はしませんが、本当の狙いは国境守備だと思いますよ」

　突然背後から聞こえた男性の声に、サフィーネはどきりとした。

「ここにいるのは、半分以上が軍用馬です。ここは国境第一の街。他国からの急襲に備そなえて、いつでも騎き兵へいを用意できるようにとの最低限の備えに思われます」

　二頭の馬を引き、今まさに街から戻ってきたという姿でサフィーネに話しかけたのは、──他の人間が見たらアルバスリー家の兵士としか思えない青年。

　だけど、サフィーネには誰より懐かしいラシードだった。

　違和感のあるバビロニア風の深緑の制服を身に纏まとって、無造作に伸びていた髪もさっぱりと整え、冷たい赤の他人のような顔をしている。

　──我儘女はもううんざりだ。

　ラシードが言ったという台詞せりふが、サフィーネの胸に蘇よみがえる。

　どうしても彼が離れたいなら、サフィーネには止められない。けれどせめて、面と向かってそう言ってくれたらよかったのに……。もうあなたに命令されるのはうんざりです、いい加減にしてください、と。それさえも言ってもらえず、陰でコソコソ新しい仕事を探されていたのかと思うと、胸が引き裂かれるように悲しい。

「……」

　なんと言えばいいのか分からずに、ただ悲しみを押し殺してその姿を見つめる。

「ああ、この服ですか？　アルバスリー家の紋もん章しようがある方が調査に有利になるだろうからと、侍女たちが貸してくれたんです。……同じ兵士の服なのにカラタスとは大違いだ。やたらと派手で、落ち着きませんね」

　そんな言い訳をして、ここで新しい仕事をもらったとまだサフィーネに隠したいのだろうか。

「──ラシード、あなた私に何か隠していることない？」

　ラシードの顔が、目に見えてぎくりとした。

「どうなの！　コソコソしないではっきり言いなさいよ！」

　緑色の瞳を睨にらみつけると、ラシードは顔を歪ゆがめた。引いていた馬たちを近くの空あいた馬房に入れると、無言でサフィーネの前に跪ひざまずいた。

「サフィーネ様。──お許しください」

　その先に続いた言葉は、サフィーネの想像とはまったく違う言葉だった。

「俺は、あなたの愛馬を売りました」

　愛馬を……うった？

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉にサフィーネは驚いて、ぱちぱちと瞬まばたきだけを繰り返した。

「毒飴で倒れたあなたに最良の治療を施すことと引き換えに、この邸の主に、あなたのタラゴナ産の名馬を売りました。俺たちには──俺には、神官や貴族の援助を受ける力がなかった。あなたが今受けている待遇も、何不自由ない贅沢な生活も、すべて疾風の代価なんです。もしもあなたがここに疾風を探しに来たのなら──あの馬はもういません。探しても無駄です」

「──はやては、いない──？」

　サフィーネは、今度もほとんど理解できなかった。

「あなたおかしいわ。疾風は私の馬なのよ……私、売ってもいいなんて言ってないわ」

「だから、俺が勝手に売ったんです。越えつ権けん行為なのは承知しています。──まだ理解できないなら、こう考えてください。『あなたの愛馬は、あなたが倒れている隙に従者に盗まれ、売られてしまった』と」

「──うそ」

「本当です。あなたは、命を助けてもらい、心ゆくまで贅沢な暮らしをさせてもらえる代償に、愛馬を失ったのです」

「いやああああ！　馬鹿なこと言うのはいい加減にして！　私、そんなことしない──疾風は絶対売らないわっ!!」

　ようやく事態を理解し、サフィーネは絶叫した。胸の中が真っ暗になった気がした。綺麗なドレスを着た自分が、道どう化け師しになったように思えた。

　そんなの嫌だ！　サフィーネが美味しいものを食べて宝石で着飾り、歌をうたって心地よく過ごしている間に──妹のような愛馬は売られて、世界の果てへ連れて行かれた──。

　頭がぐるぐるして倒れそうになった。疾風を探さなきゃ、と思った。

「──疾風！　疾風、どこよ!?　返事してーっ！」

　サフィーネは、広い厩舎の中を駆け回って愛馬を探す。一つ一つ馬房を覗き込み、つっかえ棒から身を乗り出して、中の馬の顔を確かめる。黒毛、青毛、白馬にぶち、葦あし毛げの馬もいたけれど、その顔は疾風じゃない！　頭の模様が疾風じゃない！

「疾風えええ……！　どこに行ったのよ──っ！」

　隅から隅まで厩舎を走り回り、額に冠かんむりのような菱ひし形がたの紋章をもつ葦毛馬を探した。

　けれど、どんなに探しても疾風はやっぱり見つからなかった。

「サフィーネ様、諦めてください。疾風は、もうここにはいないんです」

　追いかけてきたラシードに腕を取られると、サフィーネはかっと頭に血が昇った。

「どうしてっ！　私の一番の親友なのよ!?　どうしてこんな酷いことするのよっ！」

　サフィーネは既に二度も説明されたことに食って掛かった。疾風が売られた。ラシードに。

　体が重くて動けないときに、ラシードは一度もサフィーネの様子を見に来てもくれず、手紙の一つも言ことづけてくれずに、こっそり馬を売っていた！　サフィーネの一番大事なものを奪うばった……!!

「なんてことするのよ！　信じられない……！」

　サフィーネの両目に涙が溢あふれた。ラシードは三度目の説明をしようとはせず、無言で頭を下げた。煮るなり焼くなり好きににしてくださいというように。

「信じられない───っ！　噓だって言って！　言いなさいよ！　そうしたら許してあげる！　早く言いなさいっ！」

　新品の立派な制服を手に入れたラシードの両肩をつかんで、思い切り揺さぶる。ラシードは無言を貫つらぬいた。その仕草にサフィーネは癇かん癪しやくを起こして、泣きながら叫んだ。

「返して！　今すぐ疾風を返しなさいっ!!」

「できません」

　その声はあまりの苦しみに掠れていたが、サフィーネはそんなことに気づく余裕はなかった。

「どうしてできないのよ、あなたがやったんでしょ、あなたがなんとかしなさいよーっ！」

「──」

「なんとか言えって言ってるのよ！　黙ってないでー!!」

　ラシードは頭を上げ、傷ついたような瞳で──しかし毅き然ぜんとサフィーネを見て言った。

「俺には、あなたの命が何より大事だった。売れるものなら、目玉でも心臓でも売った。けれど、買ってくれる人がいたのは、あの馬だけだった」

「なにその言い訳!?　信じられない！　あなたが大事なのは自分のことでしょ！　──こんな我儘娘が死んだって、せいせいするって本当は思ってるんでしょ！　いっそ死んじゃえばいいのにって思ってたんでしょ！」

「そんなことはありえない！」

「嬉しそうに他の家の制服を着て、──そうやってジャラールに取り入るために、疾風を盗んだんだわ!!」

　病気になるたび、両親に甘やかされてちやほやされてきたサフィーネにとって、一番辛い時にそばにいなかったラシードを信じることは難しかった。

「違う！　この服は、毒飴事件の聞き込みのために──」

「噓つき！　それならあの時、どうして逃げたのよ！　何も悪いことしてないなら、逃げることなんかないじゃない！　何か後ろめたいことがあったから私から逃げたんでしょ！」

　ラシードは、苦しみを抑えるような表情になった。両手を握り締め──でも何一つ、弁解することはない。サフィーネに説明できる、まともな言葉はないらしい。

「あなたなんか、本気で私が心配だったわけじゃないわ！　返してよ、私の友達……！」

　座り込むようにして、サフィーネは泣き崩れる。慰めようとしたのか、ラシードは迷いながら手を伸ばした。

「サフィーネ様……俺は──あなたが」

　そっと肩に触ふれかけた指を、思い切り振り払った。

　緑色の瞳が傷ついたような色をしているのが目に入り、さらに怒りが二倍になった。

　悲しくて泣きたいのはサフィーネなのに、酷いことをされて傷ついているのはサフィーネなのに、どうしてラシードの方が辛そうな顔をするんだろう。むしゃくしゃして、その顔を引っぱたいた。ラシードは避よけずに、厩舎に乾いた音が響いた。

「最低よ、ラシード！　もう知らない！　あなたの顔なんか二度と見たくないわ、勝手に新しい仕事でもご主人でも見つけたらいいじゃないっ!!」

　もう一緒の空気を吸うのも嫌だったので、サフィーネはラシードに背を向けた。溢れて止まらない涙をぬぐいつつ、まっすぐに館に戻り、自分の部屋へ飛び込んだ。

　誰もいなくなった厩舎で、最後にラシードが告白した言葉が耳に届くことはなかった。

「サフィーネ様……。俺は、あなたが好きなんです──」
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　夜中まで、サフィーネはじめじめと泣き続けた。夕食の準備ができたと侍女たちがやって来ても、決して扉を開けなかった。

　辺りが真っ暗になる頃には、サフィーネは泣き疲れて脱力しつつ、ラシードの行動の意味を少しだけ理解できるようになっていた。

　……サフィーネが、他に宝石やお金を持っていなかったから、ラシードは馬を売って治療費にあてた。そうしなかったら、きっとサフィーネは死んでいた。

　だから、ラシードが助けてくれたことには違いない。

「だからって、私の一番大切な親友を売るなんて……！」

　サフィーネは、ハンカチを縛しばって作った小さなお財布から大事な貯金の三シュケルを取り出した。疾風を買い戻したいけれど、たったこれだけじゃ、馬は買えないだろうというのはサフィーネの無知な脳にも見当がついた。きっと、何百枚も集めないといけないのだろう。

「……もう嫌ぁ……」

　心の底から思った。

　旅に出て、従者には裏切られ、愛馬を売られ、サフィーネは独ひとりぼっち。側には誰もいない。大切なものは皆、なくなってしまう。

　旅なんか嫌いだ。シャリーヤ姫としてお城で暮らしていた頃は、時々は病気になったり母も亡くなってしまったりして辛つらいこともあったが、父や叔父や家族に愛されて幸せだった。

　なのに、カラタス城を離れるごとに、大切なものがどんどん失われていく。

　自分の身を切り刻まれるように痛い。苦しい。

　寂しい──。

　これが、シャリーヤ王女をやめて、サフィーネになるということなのだろうか。

「どうして私ばっかり、こんな嫌な目に遭わなくちゃいけないの……！」

　これ以上何かをなくすのには耐えられない──。

　一度は泣きやんだ顔が、また涙に埋うもれていく。

　旅なんかもう嫌だ！　貧乏も嫌だし、病気になるのも嫌。サフィーネが死にそうな苦痛に唸うなっている間にも、健康な他人はサフィーネから大事なものを盗んでいく。信じていた人に裏切られて泣くのも嫌。他人なんかのために努力するのももう嫌だ！　シャリーヤ姫なんて、どうなろうが知らない。勝手にすればいいのだ。

　時間を元に戻したい。カラタス城で幸せに、父と疾風と暮らしていた頃に。

「誰か助けてぇ……」

　膝に頭を埋める。唐突に、ふかふかのベッドの上にいるのがとても嫌になり、硬い床に降りてうずくまった。親友を売ったお金で、贅沢するなんて嫌だった。

　──トントン、と扉が叩かれた。

「サフィ？」

　ジャラールの、心配そうな声がした。

「少し話があるんだけれど、開けてくれない？」

　サフィーネは、もちろん無視した。

「……困ったな。じゃここから言うから、聞いてくれる？　──あの馬、ハヤテだっけ？　君にとってそんなに大切なものだったとは知らなかったんだ」

　サフィーネは耳を塞ふさいでやろうと思ったけれど、疾風という単語を聞いて、顔を上げた。

「君をそんなに泣かせるとは、思ってもみなかった。欲しいなら、返すよ」

「！」

「──僕と、結婚してくれたなら」

　友人だと思っていた少年の突然の言葉に、サフィーネは息を吞んだ。

　結婚？　ジャラールと？

「君のことが好きなんだ。一目見たときから恋に落ちて、大好きになった。君はずっと、気づいてくれなかったみたいだけど」

　友情ではなく──サフィーネに恋していたというのか？

「お願いだよ。もう旅なんかやめて、ずっと僕の側にいて。君がいなかったら、僕はもう生きていけない！　誰よりも大事にするって誓う。もう病気で苦しませたりしない。行きたいところがあるなら、一緒にどこでも連れて行ってあげる。どんな悲しみからも君を守るって誓うよ。だからこの扉を開けて……」

　心のこもった誠実な声に、サフィーネは仔猫のように音もなく立ち上がった。

〝誰よりも君を大事にする。もう旅なんかやめてればいい〟

　それは、傷ついたサフィーネにとって、蜂蜜入りの紅茶よりもずっと甘い誘ゆう惑わくだった。

　サフィーネは細く扉を開け、片目で外にいるジャラールを見つめた。

「……本当に、あなたの花嫁になったら、疾風を返してくれる？　……誰よりも愛して、私のことを幸せにしてくれる？」

　サフィーネの涙の残る薄紫の瞳を見つめ、ジャラールは真剣な顔で大きく頷いた。

「うん。太陽の神と月の女神に誓って、約束する。君だけを、世界一大事にするって誓う」

　サフィーネはその言葉を信じ、扉を大きく開け放った。

「あなたと結婚するわ、ジャラール」
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　二人の婚約をお披ひ露ろ目めする祝しゆく宴えんが開かれたのは、美しい満月の晩だった。

　満月の夜は月光が強いため悪霊が少なく、お祝い事といえば満月と決まっているらしい。──といっても今、この街では悪霊が増えすぎて、少ないとは到底言えないそうだけれど。

　婚約の宴うたげは急ごしらえだった割に賑やかで、着飾った貴人たちで溢れていた。街の有力者や神官、豪ごう商しよう、近隣に住むアルバスリー家の親戚、著名な芸術家や詩人など、宴を彩いろどる偉人や才さい媛えんたちが集まっている。まだ若い侍女たちの手て際ぎわも素晴らしい。まるで、何度もこうした宴を経験しているかのようにてきぱきと采さい配はいしていく。

　優雅な音楽が奏かなでられ始められると、サフィーネは結婚の約束をした女神様のように綺麗な顔立ちの少年に手を取られ、最初のダンスを踊り始めた。

　着飾った来客の中でも、ジャラールの華やかな礼装はひときわ目を引いた。あと五年もしたら、ものすごい美青年になるに違いない。その人と一緒に踊り、他の同じ年頃の令嬢たちから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられているというのに、サフィーネの心は今ひとつすっきりしない。

「すごく綺麗だよ、サフィ。そのドレスも、今までの誰より君に似合ってる」

　情熱的な言葉を耳元で囁ささやかれているのに、ちっともドキドキしない。それどころか、

「今までの誰より？　……私を誰かと比べてるの？」

　機嫌を損そこねた恋人のように、相手の言葉尻を捕とらえて、つい意地の悪いことを聞いてしまう。

「ん？　バビロンで見た、すべての貴婦人とご令嬢だよ！」

　飛び切りの笑顔でジャラールに言われた。なんだか少し噓っぽい気もしたけれど、バビロンという言葉に、少しだけ──あの人を思い出した。

　黒い髪に、貴族じゃないくせに貴族的な顔立ちをした緑の瞳の青年。

　一緒にバビロンまで行くはずだった、カラタス兵の従者を。

　ちがう！　彼はもうサフィーネの従者ではないし、赤の他人なんだから思い出す必要もない！　サフィーネはその面おも影かげを振り払い、婚約者と優雅にダンスを踊った。

　ジャラールお薦すすめのこのドレスは、胸むな元もとがやたらと涼しい。髪を全部結い上げて肩を露出し、襟を大胆に開いたデザインだからだ。どちらかというと結婚後のご婦人が着るもののように思えたけれど、婚約したのだからこれくらいでちょうどいいのだろう。

　ジャラールの大おお叔お父じだという紳士も、踊りながら褒ほめてくれたのだから。

「今度のお嬢──ゴホゴホッ！　こちらのお嬢さんはとても美しい」

　と。突然咳せき込んだので、もしかして毒飴病かしらと心配になったが、年のせいじゃよ、優しいお嬢さん、と首を振っていた。けれど、少し困ったようにサフィーネを見つめている瞳が印象的だった。

「サフィ、あと少ししたら君は先に部屋に帰るんだよ。僕はその後、こっそり会いに行くから」

　時刻は夜や半はんに近づき、宴もたけなわの頃、踊りに疲れたサフィーネにジャラールが耳打ちをした。

「えっ──な、何をしに？」

　サフィーネは驚いた。

　今夜、婚約したことと関係あるのだろうか。もしこれが結婚式の後なら──二人きりで新婚の夜を過ごすのだろうけれど。

　もしかして、先進的なバビロニアでは、婚約のあとにすぐ、〝夫婦の契ちぎり〟を交わしてしまうしきたりなのか──!?

　サフィーネが動揺しているのを面白そうに眺ながめてから、ジャラールは言った。

「誓いの口づけをするんだ。バビロニアでは、婚約式の真夜中、ちょうど天空の騎士が通り抜ける頃に、愛する人と二人きりのキスをするのが慣ならわしなんだ！　満月の渡りが終わるまでの間、誰にも見つからなければ、その二人は結ばれて、ずっと幸せになれるんだって！」

「えっ……。でも、渡りって時々すっごく時間かからない？　悪霊が多い夜には、半時間もかかっちゃうでしょ？　そんなに長い間なんて──」

「何言ってるのさ！　僕らは結婚するんだよ？　半時間でも一時間でもいいじゃないか。本当を言うと、そのあと、君のそのふわふわの髪を枕にして一緒に眠りたい気持ちもあるくらいなのに」

　それを聞いたら、サフィーネは心臓が止まりそうなほどドッキリして、すっかりあたふたしてしまった。とても宴を楽しめる気分ではなくなった。ちょうどよく侍女たちが探しに来たので、そのままもう、二階の自分の部屋へと引き上げることにした。

「は、初めてのキスがちょっと長いくらい、どうってことないわよ！」

　部屋に戻る間、ついうっかり口に出してしまい、侍女たちにくすくす笑われた。サフィーネは真っ赤になり、それからしっかり口をつぐんで有能な侍女たちに寝間着に着替えさせてもらった。──今夜は来客に備えてか、いつもよりは透けていない、可愛らしいリボンのついたナイトドレスだった。

「では、わたくしたちは失礼いたしますわね」

　侍女たちは微笑んで部屋を辞し、サフィーネは一人で寝室に取り残された。

　なんだかそわそわして、バルコニーに出て月を見上げる。

　渡りの時間まであと少しだ。

　遠くから、華やかな弦楽器の音色が聞こえてくる。まだ、皆は宴を楽しんでいるらしい。

「──結婚をやめさせたい人たちは、必死に男の足止めをするんだ。逆に、結婚を応援する人は助けてくれる。必ず真夜中より前に会いに行くから、待っていてね、僕のお姫様！」

　そうジャラールは言っていた。ちゃんと渡りの前にたどり着けたら、きっと二人は幸せになれるだろう。サフィーネもきっと、彼を愛することができる……。

　婚約者の訪れを待ちながら見上げた月神は真ん丸く、煌こう々こうと明るい光を放っていた。

「そうだわ。今夜は満月だから、空にはいつもより、悪霊は少ないのね」

　渡りにそう時間はかかるまい、と思うとホッとした。きっと月騎士たちは、三分とかからずに夜空を駆け抜けていくことだろう。

「二、三分くらいなら……我慢できるわよね」

　その後の生涯の幸せのためなのだから。

　と思ったとき、まさに扉が鳴った。

　──来た。

　サフィーネのドキドキと緊張は、頂点に達した。

「サフィ？」

　低く抑えた男の声に、ちょっぴり震えてしまった。開けたくない──気がする。

　だって、ここを開けたら本当に婚約が完了して、ジャラールと結婚することになってしまう。

　いいんだろうか。本当に彼と結婚して、自分は後悔しない？

　魔物を見つめるように扉を見つめて動けずにいると、急せかすように、また扉が叩かれた。

「サフィ、早く！」

「い、いま開けるわよっ！」

　覚悟を決めて、サフィーネは扉を開ける。途中から外側から押され、一気に大きく開いた。押し込み強盗のように、明かりも持たない影が飛び込み、大きな手がサフィーネの口をしっかり押さえてしまう。

　そこまで急いで口を塞ふさがなくても！

「驚かないで。俺です。──ラシード・ファキール」

　密着し、耳元で聞こえた声は、ジャラールの明るい少年風の声ではなかった。

　──ラシード？

「手を離しますが、悲鳴を上げないでください。話がしたいだけです。……どうしても俺に復ふく讐しゆうしたいというなら、悲鳴を上げて婚約者に助けを求めても構いませんが」

　自じ嘲ちよう的な声だった。ふっとサフィーネの腕や口を押さえていた手が離れ、情緒的に揺らめくランプの明かりに、魔術師に借りたいつもの服を着たラシードの姿が浮かび上がった。

　──ラシードは、特別の雰囲気を持っている。以前、傭兵隊長が言っていたのを唐突に思い出した。久しぶりに間近で見るからだろうか。本物の貴族以上に貴族らしい気品を持っている。階下のパーティで出会った誰よりも、人を魅ひきつける不思議な力を持っている……。

　ぼうっと見み蕩とれていたせいで、こちらを──ナイトドレス姿のサフィーネを見るラシードの緑の眼差しがとても苦しげなことにも、気づかなかった。

「サフィーネ様。あなたに、最後のお話があります」

　ラシードなんかに見蕩れていたことにはっとして、サフィーネはくるりと背中を向けた。

「私はないわ！」

「あなたにはなくても、俺にはある。……今夜、あなたが、恋人と『特別の夜』を過ごされると聞きました」

　ラシードの声は暗かった。

　特別の夜……と聞くと、まるでもっとものすごいことをしてしまうみたいだ、とサフィーネは思った。初めてのキスだって、もちろんとても特別なのだけれど！

「そうよ、おめでたいでしょ！」

　サフィーネは恥ずかしさを隠すように声に力を入れて答えた。

「……」

　話をしに来たというのに、ラシードは何も言わない。後ろを向いてしまったから彼の表情は分からないけれど、何を考えているのだろう。

「い、言いたいことがあるならさっさと言いなさいよっ！」

「サフィーネ様、バビロンに行くのではなかったのですか。王妃様の悪霊は？　遺ゆい言ごんを無視して、本当にあの若君と結婚するおつもりですか」

　一番痛いところを突かれた。もう母の悪霊のことは思い出したくないのに。他人のことなんか考えない、自分の幸せだけを考えて生きると決めたのだから！

「当たり前じゃない。もう辛つらい旅なんかしないわ。私はここで幸せになるの！」

　伯爵家の妻になれる幸運なんて、二度と巡めぐってこないだろう。ここでジャラールと結婚すれば、サフィーネは本物の貴族になって、一生大切に守ってもらえるのだ。その幸せを犠牲にして他人のために頑張るなんて、愚おろかな人間のすることだ！

　──必死に自分にそう言い聞かせる。目の奥に、消しても消しても浮かんでくる、黒い塊になった母の姿を消し去ろうとする。

「そんな風に変わってしまうほど、あなたはアルバスリー卿きようと恋に落ちたのですか……？」

　ラシードの声は苦々しくて、拷ごう問もんを受けている人のようだった。まるで全身を貫つらぬく無数の刃やいばに耐えているように。

「俺だって、恋をしたことはあるからその気持ちは分かります。他のすべてがどうでもよくなるほど、一人のことしか考えられなくなる……あなたも、そんな想いを知ったのですか？」

　苦しげな声に、イラッとした。ラシードは恋人がいたのだろうか──カラタスのお城に？　だからあんなにも帰りたがっていたのか。きっと、そうなのだろう。

　くるりと振り返って、真正面から食って掛かった。

「あなたの恋なんか知らないわよ！　勝手に誰でも好きになればいいじゃない！　ジャラールは、あなたと違って私のことをとってもとっても大事にしてくれるんだからっ！」

「俺？　どうしてそこで俺が出てくるんです。俺のことや、アルバスリー卿の気持ちなんてどうでもいい。俺が知りたいのは、あなたの心だけだ。あなたが、本気でアルバスリー卿を愛しているのかどうか」

「愛なんか、後から湧わいてくるわ。だって彼、結婚したら疾風を返してくれるって言ったもの！」

　サフィーネの返答にラシードは目を大きく開いた。馬鹿にするように大声で言った。

「また馬！　あなた、馬のために結婚するんですか!?」

「馬じゃないわ、親友よ！　──大事な妹を売り飛ばすのを取り消して、自分を売ることにしたの！　それのどこか悪い!?」

　叫んだ時、それが真実なのだと気づいた。裏切り者のラシードに勝手に売られた疾風が可哀想で、そのお金で治療だけでなくたっぷりと贅沢をしてしまった自分が嫌で、だから自分も身売りして償つぐなおうと思ったのだ。

　ラシードは、信じられないように呟いた。

「馬好きにも程がある……」

「あなたに何が分かるのよ!?　もう私のことは放っておいてよっ！」

「放っておけません。彼を愛しているのではないなら。──そんなに馬が好きならお訊きしますが、この状況を疾風が喜ぶと思っておいでですか？　本気で愛してるわけでもない男と、身売りも同然に結婚するあなたを見て。しかも、母親との約束を破って？」

「そ、それは……」

「こんな馬鹿なことをさせるために、疾風はここまであなたを乗せて旅してきたんじゃない。俺だってそうだ。あんな男に渡すために、ここまであなたを守ってきたんじゃない！　あなたが大切な人のために頑張る姿を放っておけないから、兄に嚙みついてでもあなたと共に行くことを選んだんだ！」

　ラシードは叫んでから、言い過ぎたというように口をつぐんだ。声を荒らげたことを後悔するようにサフィーネから視線を外し、冷静さを取り繕つくろって言った。

「王女様、毒飴事件の犯人が分かりました」

「えっ！」

「お尋ね者の魔術師ハーギブという男です。その背後に、幾人かのバビロニアの高位貴族と、武器商人が関わっています。神官のイーサー殿と共同で調べた報告書の写しが、これです」

　ラシードは羊よう皮ひ紙しの報告書数枚を取り出した。

「この街は、もう反カラタス色しよくに染まっていて、我が国にとって情勢はかなり不利です。イーサー殿は真実をバビロニア王や大臣に報告してくれるでしょうが、途中でそれが握り潰され、非はカラタスにありと捏ねつ造ぞうされる可能性もある。俺は、これを持ってできるだけ早く国に帰らねばなりません」

「国？　……帰る？」

　何か話が違うな、とかすかにサフィーネは思った。アルバスリー家の手先になって仕事を欲しがったラシードが、国に帰ると言うなんて、どういうことだろう？

「ええ。カラタスの、ディルダリヤ卿の下もとに。この書状があれば、もし捏造事件が起きても、諸外国に向かってカラタスの潔けつ白ぱくを証あかし立だてすることができます。バビロニアの横暴を許さぬ周辺国は、きっと我が国の力となってくれるでしょう」

「──？」

「最後に覚えておいてください、お姫様。ここは外国──もはや敵国です。あなたが結婚する相手も、敵国の貴族です。真の味方はどこにもいません。親切な侍女たちも、あなたの侍女ではなく、伯爵の侍女です。いつかあなたが『馬鹿な選択をした』と後悔して泣いても、俺ももう、助けてあげられません」

　敵国に嫁とつぐことの恐ろしさなんて考えもしなかったサフィーネは、不吉な脅おどし文句に胸騒ぎがした。が、今更引っ込みもつかないので、お守りのように婚約者の名前を呟いた。

「私には、ジャラールがいるわ。彼が私を守ってくれる」

「愛情が冷さめるまでの間はね」

「そんな簡単に冷めたりしないわ！　彼は優しいもの！」

　ラシードはあざ笑うように言った。

「──何も知らないんですね、綺麗なお姫様。あなた、十四人目の婚約者ですよ」

「!?」

　サフィーネは聞き捨てならない言葉に顔色を変えた。十四とは、まともな数字ではない。

「イーサー殿からの聞きかじりですから、俺も事情はよく知りません。でも、幼い頃に母を亡くしたジャラール殿は、少しでも母に似た女性を見ると好きになってしまうとか。髪が長いとか、歩き方が似ているとか、喋しやべり方や声が似ているとか……」

「そんな些さ細さいな特徴、山ほどいるじゃない！」

「だから婚約者も、山ほどいるんでしょう」

　サフィーネは絶句した。

　そういえば、悪霊にとり憑かれやすいところが、ジャラールの母上とサフィーネは似ていたと言っていた。だけど、そんなことで恋に落ちたりするだろうか？　そんなのおかしい！

「そんなの噓、信じないわよ！　もうお披露目のお祝いもしちゃったし、私の決意は、岩のように固いんだからっ！」

「──本当に、彼を選ぶのですか？」

　それは最後の質問に思えた。ラシードのまっすぐな視線は、サフィーネの決意を突き壊してしまいそうだった。目を合わせていられなくなって、思い切り首を振った。

「もちろんよ！　私はジャラールと結婚する!!」

　そのとき、遠く上空から、狩りに出る騎士たちを集めるような角つの笛ぶえの音色が聞こえた。

　──ああ、ジャラールは間に合わなかったのだ、とサフィーネは頭の片隅で思った。この時間までにきっと来ると彼は約束してくれたのに。せっかく決意を言葉にしたばかりなのに、残念だけれど二人の結婚には女神様の祝福は得られない。

　ラシードは寂しそうに微笑んだ。

「分かりました。ではこれ以上あなたの前にいて無ぶ様ざまな台詞せりふを言わないように、あなたの幸せを壊してしまわないように──お暇いとまします。今までお世話になりました。サフィーネ様……どうか、お幸せに」

　名残なごり惜おしげにサフィーネを見つめ、几き帳ちよう面めんに深く頭を下げた。これまで散々お世話してもらっていたのはサフィーネの方なので、少しおかしな気がした。

「……勝手にしなさいよ」

　ラシードなんか、さっさと恋人の待つカラタスに帰ればいい。もう二度とその貴族じみた顔なんか見たくない。本当は貴族じゃないサフィーネからしたら、ものすごく嫌いや味みで鬱うつ陶とうしいのだから！

「────」

　もう話は全部終わったのに、ラシードは動こうとしない。そのままじっとこちらを見つめている。固く握り締めた右手が物言いたげだ。

　何をしているんだろう？

　ふっとその時、サフィーネの脳裏に傭兵隊長のジャアファルの姿が閃ひらめいた。

　──もしかして、お給料？

　こういうとき、主君は「今までご苦労だったな」と言って、部下に褒ほう賞しようを与えるのだ。それで兵士の労働に対する労ろうはねぎらわれ、二人は主君と部下の関係を終える。

　図ず太ぶといサフィーネとは神経の出来が違うラシードは、「最後にお給料が欲しいんですが」と言い出せなくて、もじもじしていたのだろう。

「ちょっと待って」

　サフィーネは、侍女たちが宝石箱をしまう棚たなに近づき、宝箱を取り出して開けた。この宝石は全部ジャラールにもらったものだから、妻になるサフィーネが自由にしてかまわないはずだ。

　輝く宝石たちを、不思議そうにしているラシードの目の前にさらした。

「どれでも好きなのをあげるわ。今までご苦労様。あなたのお給料よ。欲しいだけ持っていきなさい」

　ラシードは驚いたようにサフィーネの瞳を見つめ、意を決したように大きく踏み込んだ。

　両腕を伸ばしてつかみ取ったのは、透き通った高貴な石ではなくサフィーネ自身だった。

　いきなり両肩をつかまれて、サフィーネは驚いた。

「俺が欲しいのは、あなただ」

　熱い吐と息いきとともに低い声が囁ささやいたかと思うと、ぎゅっと折れそうなほど強い力で抱き締められた。突然自由を奪われて、サフィーネは驚きよう愕がくした。

「ずっとあなたが好きでした。この一カ月の旅の思い出は、千金に値あたいする」

　触れるほど側でその唇が囁ささやいた直後、想いを重ねようとするように二人の唇が重なった。
















「っ!!」

　覆おおい重なる胸を押しのけて逃げようとしたけれど、遊び半分ではない本気の口づけに、捕らえられて身動きもできない。暴あばれてもびくともしない。

　手にした宝石箱がこぼれて、服や足元に輝く宝石が散らばった。

　強引に重ねられた吐息が熱かった。苦しいくらいだったけれど、ラシードも同じくらい、苦しい感情を抱えているような気がした。瞼まぶたを上げると、その目は最後の姿を焼きつけるように、情熱をたたえてサフィーネを見つめていた。

　頭が恐きよう慌こう状態になった。どうしてこんな目で──他の男性と婚約したサフィーネを見る？

　カラタスに置いてきた大切な恋人がいるんじゃないの？　だってさっきそう言った。

　とても好きな人がいると、この唇で言っていた！

　なのにどうしてそれを、サフィーネに重ねる？　もっと触れたいというように熱く、唇を探るように──。

　細く開いた目に、天頂に輝く満月と、駆け抜けていく天空騎士のたちの影が映る。

　どうしよう。こんな姿、ジャラールに見られたら。

　今にも、彼は部屋にやって来るかもしれない。婚約したその日に、別の男性と口づけするなんてとんでもない浮気女だ。許されることではない。

「やっ……！」

　早く離れたいのに、手首を捕らえられて、暴れることさえできない。人形になったように、軽々と押さえつけられてしまっている。さっきサフィーネが「欲しいだけ持っていけ」といった言葉そのままに。

　どうして私なんか欲しがるのよ！　そう叫びたいのに、だんだん酸さん欠けつで朦もう朧ろうとしてきた。ふっと体の力を抜き、なすすべもなく嵐に身を任せる。

　そのとき、口づけは苦しいだけでなく、甘い陶とう酔すいをもたらすことに気がついた。

　そうして影を一つに溶け合わせていたのがどのくらいの時間なのか、サフィーネにはよく分からない。でも、短くはなかった……と思う。

　ぬくもりが離れたのに気づいてそっと目を上げると、ラシードはどこか寂しそうに、手の届かないきらめくものを見るようにサフィーネを見つめ、目を細めた。

「綺麗だ。宝石に囲まれて──輝いてる」

　目が合うと、サフィーネの背せ筋すじに、怖いようなときめくような、奇妙な震えが走った。

　どうしてこんなにドキドキするのだろう。胸が切ない……息苦しい。

　変態ラシードなんか睨みつけて「あっちへ行って！」と言ってやればいいのに、もっと見つめてほしいと、心の中で思っている変な自分がいる。

「怖がらせてしまった？　……すみません。結局、思い切ろうとしても、できなかった。厄やつ介かいなお姫様への恋心を忘れることは」

　ラシードは困ったように笑って、同じ過あやまちを犯すことを恐れるように、サフィーネから手を離し、代わりに小さな塊を手に押しつけた。

　闇やみに目をこらすと、綺麗な塗ぬり細工の櫛くしだった。

「輝く髪飾りに囲まれた今はもう必要ないでしょうけど、あなたに」

「ど……どうして──？」

　初めての口づけを知った唇は、まだ震えていた。ラシードの甘い感触が残っていた。

「あなたが馬のブラシを買って、自分のを忘れたから。その後、やけにもの悲しそうな顔で俯うつむいてたので、つい」

　サフィーネは首を振った。その「どうして」じゃない。「我儘女にはもううんざり」って、ジャラールに陰口を言っていたラシードが、どうしてこんな行動をしたのかだ。

　一生忘れられないようなキスをしたり、サフィーネ好みの贈り物をくれたり。

「使ってくださいとは言いません。一生、女物の櫛を持って歩く俺を哀あわれと思うなら、あなたが捨ててください──それでは」

　今度こそ、未み練れんもなくなったように、ラシードは背を向けた。

「待って！」

　叫んだけど、ラシードは立ち止まらなかった。

　サフィーネは手元の櫛を見た。金銀宝石細工には及ばないけれど、職人の手で丁寧に作られた櫛だった。裏を向けると、美しい絵が鮮やかに描かれていた。

　跳ねる錦にしき模様の鯉こい。

　魚だ。

　このお屋敷に来て初めて、魚を見た。櫛に描かれた魚を「美味しそう」と思ったわけじゃないけれど、胸に幾つもの思い出が蘇ってきた。

　ラシードはいつも川があれば魚を釣ってくれたこと。一緒に釣りに挑戦して、川にはまったこともあった。旅して一緒に食べたたくさんの魚料理と、笑顔の時間が思い出されて、それがとても楽しかったと痛いほど心を締めつける。

　豪華な料理を、侍女に給仕されて食べるより、あの日々の方が幸せだった……！

「どうしてよ！　だってあなた、私に会いに来てくれなかったじゃない！　一度も──！　私が死にかけてぼろぼろの時に、見捨てて、新しい主人のために働いてたんでしょ!!」

　出て行こうとするラシードの背中に飛びついて、重おも石しのようにぶら下がるサフィーネに、ラシードもしぶしぶ歩みを止めた。

「新しい主人？　何を馬鹿な。俺は血の楔くさびから離れられません。あなたもご存知の、父や兄を裏切るわけにはいきません。それが、俺の母の遺言ですから。──父のどんな命令にも従い、己おのれの分ぶをわきまえ、命を捨ててでも兄を助けてディルダリヤ家を支えよ、と」

「うそっ──噓よ！」

「噓だと思うなら、この手をお離しください」

　冷静に言われたけれど、サフィーネは首を振ってますます強くその背中に抱きついた。

「ラシードの大噓つきいっ！」

「噓じゃありませんよ。その分じゃ知らなさそうだけれど、俺は毎朝あなたに会いに行きました。まだ体調が良くないとか、まだ寝てるとか、朝食中だとか着替え中だとか、ありとあらゆる言い訳で侍女たちに追い返されるのを承知で」

「そんなの知らないっ！　侍女はそんなの、一ひと言ことも言ってなかったわ！」

「では、俺かあなたの侍女か、どちらかが噓をついているんでしょう」

　その言葉に、ふっとサフィーネは肩の力が抜けた。美しい、一いつ対ついの猟犬のような有能な侍女たちを思い出した。

「サフィ、俺を信じますか、お邸の侍女を信じますか」

　ラシードは真剣な眼差しでサフィーネを振り返り、静かに訊いた。

　その瞬間、気づいた。自分がずっと夢を見ていたこと──見させられていたことに。

　なんて馬鹿だったのだろう。よく知りもしない人の言葉を真に受けて、本当に親しい人の真ま心ごころを見抜けなかったなんて。

「──あなたを信じるわ」

　ジャラールやその侍女にどんな下心があって、あんな噓をついたのかは分からない。でも、ここは今や準敵国バビロニアで、簡単にその言葉など信じてはいけなかったのだ。

「ラシード、私──我儘かもしれないけれど、バビロンに行きたい。疾風がいないなら、歩いてでいいの。文句なんか言わない。だから国に帰らないで！　あともう少し、私を先導して」

「……本気ですか？」

「本気よ！　結婚なんかしないわ。あなたと一緒にここを出て行く！　お母様に誓って、バビロンへ行くわ！」

　新たな決意を固めて叫んだとき、──トントン。入り口の扉を叩く音がした。

「サフィ？　ごめんね、なんか色々と足を引っ張られちゃってさ……大叔父上が説教しはじめたり。もう渡りは終わっちゃったけど、入れてくれるかな？」

　扉の外から聞こえる、婚約者のすまなさそうな声にサフィーネは驚いて飛び上がった。

「どっ、どどどっ！」

　どうぞ、ではなく、どうしよう、だ。非常事態に困ってラシードの顔を見上げると、その腕が守るようにサフィーネを抱き寄せた。

「過ごさせませんよ、あんな子供と特別の夜なんて。百年早い。お守りは持っていますね？　服は──まあ肌まで透けてないから、それでいいか」

「どうするの!?」

　不敵に笑って、ラシードは言った。

「正面から突とつ破ぱします」
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「待てぇっ！」

　後ろから、兵士たちの足音が響いてくる。

　あの後、サフィーネが扉を開けると「ごめんね」と謝あやまりながらジャラールが部屋に入室した。直後に、ラシードは当て身を食らわせ、二人で手を取り合って館の中を駆け抜けた。

　その姿を侍女に見とがめれられ、宴を守る兵士たちに追いかけられる羽目になったのだ。

　ラシードに手を引っ張られ、サフィーネは息を乱して邸の中庭を走り抜ける。

　裏門に着くと、ラシードは門を守っていた兵士を殴り倒し、錠を開けにかかった。サフィーネは追ってくる兵士たちが気が気ではなく、倒れた門番の槍やりを両手に二本も握り締め、臨戦態勢をとった。いざというときは自分が戦おう、と肩をいからせて。

「──すごいな……」

　開門に成功したラシードが、魔除けの文もん様ようの描かれたぶ厚いオークの木の門を開き、感嘆したように呟つぶやいた。

「何がすごいのよ！　今はそれどころじゃないでしょ！」

　叫びながらサフィーネも先を覗き込み、目の前の光景に絶句した。

　──地獄の一丁目だ。

　神官による悪あく霊りよう避よけの術が施ほどこされていない邸の外には、大量の大きな悪霊たちがうじゃうじゃと、我が物顔に通りを漂っていたのだ。

　まるで幽霊の街だ。本来、人じん馬ばが通る大通りも、狭い裏路地も、辺りの家屋敷の屋根も戸口も、真っ黒い大小様々のお化けたちに占せん拠きよされている。人の代わりには小さい悪霊、馬車の代わりには獰どう猛もうな顔の巨大な悪霊。街路では、ネズミのように群れた極小悪霊たち、大きいのの肩に乗っかって獲物を探しているずる賢がしこい小悪霊もいたりする。縄張り争いでもしているのか、悪霊同士で喧けん嘩かしている姿も見える。

「噓でしょ……こんなにお化けだらけなんて……！」

　サフィーネはその場に座り込みそうになった。ここを突破しないと、絶対に外には逃げられない。今にも兵士たちが追いついてくる。だが──足がすくんで、とてもじゃないが歩けない。

「行きますよ、サフィ！」

「む、無理……。私、行けないわ……」

　お守りを胸元で握り締めてみたけれど、牛五頭分もある怪物のような悪霊が平然と街路を行き交っているのを見ると、吐き気と頭痛でくらくらする。こんな中に平気で「行きますよ」と言うラシードのほうがおかしいんじゃないかとさえ思う。

「私、とり憑かれちゃう……」

　サフィーネの紫の目を見たら、絶対に奴らは一斉に襲ってくる！　ファールーンの魔除けは強い力を持っているけれど、さすがにこの数の大悪霊には立ち向かえないと思う。

「早く！　行くしかないんですよ!!」

　ラシードが、焦あせった顔で手を引っ張る。ぐずぐずしている間に、二人はすっかり兵士たちから半円状に追い詰められていた。黒髪の侍女の指揮で、じりじりとその輪が狭せばまってくる。

　兵士も怖いが、外の悪霊の方がもっと怖い。サフィーネは外に飛び出そうと急がせるラシードの手をもぎ離し、絶対に出るものかと門柱に抱きついた。

「絶対無理なんだから───っ！　こんなところに飛び込むくらいなら、愛のない結婚をした方が百倍マシよ！　死んじゃうってば!!　ラシードの非常識───っ！」

　この二週間の間に住民の恐怖や悲しみを啜って大きく育ったのだろうが、満月だっていうのにこれほどの大悪霊がいるなんて、この街は地獄だ。

「何を言ってるんです！　あなたをあんな男の妻にするくらいなら、飛び込んで玉ぎよく砕さいした方がずっとましだ！　俺は死んだって後悔しない！」

　ラシードは、自分の分の魔除けの首飾りをサフィーネに押しつけた。これをやるから行くぞ、と本気で思っているらしい。

　しかし、ラシードとサフィーネの間には、海よりも深く大きな価値観の相違があった。

「いやあ、絶対いやあぁ！　死にたくない～～～っ！」

「──サフィ、行かないで……！」

　ジャラールの苦しげな甲かん高だかい声がし、侍女に肩を借りて精一杯早足で追ってくる。その傍かたわらには、お付きの神官もいる。

「大好きなんだ！　君が欲しいものはなんでもあげる、そんな悪霊だらけのところへ行かないで……！」

　殴られた腹が痛むのか、声がか細い。横でラシードが「手加減しすぎたか」と呟いている。サフィーネはそんな元婚約者を見て罪悪感が湧いた。

「ジャラール……あの、私──」

「君の髪の手触りは、本当に母上そのものなんだ！　それに今夜の形見のドレスだって、母上が生き返ったのかって思うくらいによく似合ってた！　君はこれまでの誰よりも母上そっくりなんだよ……さあ、そんな下品な槍やりなんか母上には似合わないよ。早く僕のそばに戻って来て！　君が、世界で一番大好き──」

「……それ、私が好きなんじゃなくて、お母様が大好きなだけなんじゃない？」

　うっかりほだされそうになっていたサフィーネも、母上母上と連れん呼こされて、目が覚めた。

「私はあなたのお母様じゃないわ！」

　これじゃ愛のない結婚どころか、おままごとだ。

　サフィーネは悪霊街道を見つめ、大きく息を吸い込んだ。

「あーあー……テスト中ー……」

　あの奇妙な歌詞を思い出そうと、そこから始める。金髪のお気楽騎士に教えてもらった「悪霊がいなくなる歌・特別版」を。

「ギュルル!?」

「キュンッ～～」

　歌を聞き、邸の門の側にいた悪霊たちが、一匹また一匹と妖あやしげな仕種で舞い始めた。皆、サフィーネの歌をもっとよく聞きたいらしく、門の側に群がって押し合いへし合いしながら、ぐるぐると渦うずを巻くように辺りを飛び交っている。

「あれはなんだ!?」

　二人を取り囲む兵士たちが、異様な光景に顔色を変えた。

「まるで赤子のように悪霊どもを操あやつっているぞ！」

「信じられん、あいつは魔女だ！」

「サフィが、魔女──？」

　少し震えたジャラールの声も聞こえた。

　群れをなして旋せん回かいする悪霊たちの真ん中で、金髪をたなびかせてサフィーネは元婚約者を振り返った。

「ばれちゃったら、しょうがないわね」

　サフィーネは、にっこり微笑んだ。
















「しょうがないから、本当のことを教えてあげるわね。──私、実は悪霊の国からやってきた悪霊王女だったのよ！」

「ええっ……!?」

「成人式をする前に、一年だけこの人間の世界を体験するために旅をしていたんだけれど、時は満月。お迎えの悪霊大臣と悪霊兵たちが来てしまったから、もう悪霊の王国へ帰らなくてはいけないの！　どうしてもこの世界に居残るには、恋人──つまりあなたの命を悪霊たちに捧ささげなくてはならないわ！　ねえジャラール……私のために、その命、くれる？」

　サフィーネが甘えた声で言うと、侍女たちが真っ先に守るように彼の前に立った。少年は、青ざめた顔でかすかに首を振った。

「い、やだ……帰れ、この魔物女ジンニーヤ！　よくも今まで、母上ぶって僕を騙だましたなっ！」

　手のひらを返したように罵ののしられ、サフィーネは怒るよりもあきれて笑った。

　こんな簡単に、人は騙されるのだ。

「あなただって噓をついていたじゃない。これでおあいこよ！　いいこと、私の愛馬を世界で一番大事にするのよ！　もし粗そ末まつにしたら、百代後まで祟たたってやるんだから！」

　とどめに脅しをかけると、サフィーネはまた奇妙な悪霊避けの歌を口ずさみながら、門の外へ足を踏み出した。ラシードに手を差し出し、繫いで先導してもらう──悪霊たちを刺激しないように、紫の両目をしっかりと瞑つむっていたから。

　悪霊街道を歩くことは、もう怖くなかった。

　──大丈夫、悪霊たちは襲ってこない。

　何かあっても、ラシードが絶対に守ってくれるから。

　不安になりそうな心を、繫いだ手の温あたたかさで満たして、悪霊大通りを進んでいく。兵士たちもジャラールも、神官も、誰一人として追ってくる人間はいなかった。

　歌を聞きたくてぞろぞろとついてくる巨大な悪霊の群れを引き連れながら、サフィーネは堂々と夜の街を歩き続けた。







　夜明けの角つの笛ぶえと共に、街を守る外壁の門は開かれ、旅人の通行が始まった。

　昇り来る朝日が、神殿側の壁の内側に座り込んだ二人の顔を照らし始める。

「朝日……なんてありがたいのかしら」

　あんなに大量にいた悪霊も、朝日が近づくとだんだんと数が減っていき、とうとう一つもいなくなった。

　一晩中歌っているわけにもいかないので、サフィーネたちは悪霊が一番少ない神殿のそばで香こう炉ろを焚たいている治療行列に交じり、じっと夜明けを待っていた。

「──そろそろ行きましょうか」

「うん」

　ラシードが差し伸べた手を取り、二人で街の外へと向かう。

　大きなアーチの街がい壁へき門もんを抜け、眩まぶしい朝日を背に受けながら、西へと向かって自分の足で歩き始める。──一度は牛馬に乗って通り過ぎた道を、再びバビロン目指して。

　岩石だらけの街道はとても歩きにくくて、サフィーネは何度も転びそうになった。すぐにラシードが腕を差し伸べて、支えてくれた。

「すみません──。王女様にこんな悪路を歩かせたりして」

　疾風がいれば。

　言葉に出さなくても、彼がそう考えているのが分かった。可愛い葦毛の愛馬を思い出し、サフィーネは胸が痛くなったけど、悲しみを押し殺してきっぱりと首を振った。

「もう言わないで」

「でも──」

「いいのよ。……ジャラールって、そんなに悪い人じゃなかったわ。命も助けてくれたし、贅沢もさせてくれた。……ちょっと噓もつかれたけれど、あそこでの暮らしは楽しかったわ。だから──きっと疾風も大事にされてるはずよ」

　アルバスリー家の厩舎は綺麗で、どの馬も健康そうだった。別れはとても寂しいけれど、連れて行かれたどこかの農場で、疾風が幸せに生きているなら、もうそれでいい。

「これは神様のご意思なのよ。『王女であった時に私が手に入れたすべてを手放して、聖バビ都ロンに来い』って言ってるの。バビロンって、もともと神の門バーブ・イールって意味があるって侍女に教えてもらったわ。都はもうすぐよ。馬なんかなくても行ける。──あの子の役目は、もう終わったの」

　昇ったばかりの朝日に長い影を作りながら、サフィーネは自分に言い聞かせるように言う。

　親友だった馬と、さよならも言えずに別れたことは辛つらいけれど、もともと疾風はサフィーネのものではなく、王女シャリーヤのもの。

　どうせバビロンで本物の王女様に返さなければならなかったのだ。

　別れる未来が待っていたのは同じこと。

　予想より早すぎて、びっくりしただけ。

　サフィーネは、仲良く繫いだままのラシードの手をぎゅっと握った。

　サフィーネがなくさなきゃいけない、王女としての最後の持ちもの──。

　お城の兵士、ラシード・ファキール。

　この人も、本物の王女様を見つけたら返さなきゃいけない。

「あのねラシード、もうすぐだから聞いてほしいんだけど、バビロンに着いたら、私と同じ金髪の女の子を探して。年も私と同じくらいで、とっても王妃様に似てる……と思うわ」

「人探し？　あなたそのためにバビロンを目指してたんですか？」

　とうとう明かされた旅の目的に、ラシードはとても驚いた顔をした。

「そうよ。彼女は、バベルの塔の上の方にある神官さまの町にいるはずなの。十年以上前のことだし、塔の完成前のことだから、少しは移動してるかもしれないけど──一目見れば、絶対に分かるわ。私よりもずっと濃くて、とても素敵な紫の瞳をしているから」

　これだけ言えば、ラシードは馬鹿じゃないから、きっと意味が分かるはずだと思った。

　金髪に、紫の瞳、よく似た年回りの女の子。

　──それに、サフィーネが「サフィーネ」と名前を変えて、「シャリーヤ王女」と呼ぶのを嫌がったこと。二つを足せば、答えは簡単だ。〝本物の王女様は、バビロンに預けられていたのだ〟と。頭の切れる宰さい相しようの息子でもあるラシードに、分からないはずがない。

　ラシードは、はっとしたような顔をした。

「もしかしてサフィ、あなた、バビロンで双ふた子ごの姉妹を探すおつもりですか？」

「……えっ？」

「王妃様とのお約束って、もう一人の王女様を見つけ出すことだったんですね！　双子は古くから不吉だと言われているし、将来、王権争いが起きないようにと、王妃様は後から生まれた娘を秘ひ密みつ裏りに異国に逃がして──」

　妄想を繰り広げるラシードに、サフィーネは困った。

　彼はどうしても、サフィーネを王女様だと信じていたいらしい。もう一人王女様がいてもいいけれど、サフィーネのことも、自国の王女として取っておきたい。

　ずっとそばで守り仕えてきたのが、偽にせ者もので名もない孤児の娘だとは思いたくないのだろう。

　逆の立場になって想像してみれば、その気持ちはサフィーネにも分かる。──だから本物のシャリーヤ姫に引き合わせるまで、王じ女ぶ様んの出しゆつ自じは秘密にしておかなくてはならない。

　サフィーネは、偽りを胸に隠して小さく笑った。

「答えは、彼女を見つけたら教えてあげるわ！　それまでは秘密！」

「いや、ちょっと待ってください。秘密なのは構いません。もう一人の王女様を探すのも。だけどあなたは、その後どうするつもりなんです？　双子がそろって王国に戻るのは不吉だからって、もう一人の王女に玉ぎよく座ざを譲って、どこか遠い所に行くつもりじゃないでしょうね？」

　鋭い。どうしてラシードは、何も言わなくてもサフィーネの心の奥底が分かるのだろう。

　ドキッとして視線を泳がせるサフィーネの心の奥底まで見透かすように、ラシードは緑色の瞳でじっと見つめた。

「まさかとは思いますが、本気で悪霊王国を探すつもりなんですか？　どうせ行くところもないし、あの変な歌で悪霊の国の王女になってやろうと──」

「そんな非常識なこと考えないわよ！　悪霊の国なんて探しません！」

「──よかった。じゃあ俺と一緒に帰ってくれるんですね」

　ホッとしたようにラシードは笑った。サフィーネはその顔を正視できず、顔を背そむけた。

「私……カラタスには帰らないわ」

　蚊の鳴くような小さな小さな声で呟いたが、しっかりラシードは聞きとがめた。

「どうしてですか？　あなたが帰らないと皆心配します。もう一人王女様がいたって、あなたがカラタスの王女でなくなるわけじゃないんだから。……それでもどうしても、祖国に不幸が起きることが心配で帰れないというのなら──」

　突然言葉が途切れたのを不思議に思って見上げると、サフィーネは強引に手を引っ張られ、気がつけばその腕の中に抱き締められていた。

「み、道のど真ん中であなた何してるのっ！　しかもこんな朝から！」

　恥ずかしいので暴れたけれど、ラシードは離してくれない。

「優しい王女様、このまま俺と駆け落ちしませんか。アルバスリー卿ほどの贅沢はさせてあげられないけれど、きっと幸せにすると誓います」

　掠れた声が囁く。つい昨夜ゆうべの台詞が耳に思い浮かんだ。

　あなたが好きだったと──たしかにそう言っていた。まるで酒にでも酔っていたように。それから、恋人でもないのに、長い長い口づけを──。

「ちょっ、ちょっと待って！」

　サフィーネは慌あわてた。蘇ってきたあの感触に、胸がドキドキしだした。もう一度口づけされたらどうしようと思い、慌ててその両肩をつかんで、適切な距離を守った。まだそんな素振りはなかったけれど、念のために！

「か、駆け落ちはただの噂でしょ！　私たち、そういう関係じゃないじゃない!?」

「今から真実にもできます。カラタス王女が双子なら、一人は異国に駆け落ちしたって構わないはずだ」

「駄目よ、それはだめ！」

「……サフィーネ様。あなたが必要なのは、兵士としての俺、それだけですか？」

　サフィーネが強く拒絶すると、身体を抱き締める腕が、少し緩ゆるんだ。真剣だけど、切なげな目元が問いかける。

　……違う。兵士だとかそうじゃないとか、そんなことはどうでもいい。

　ラシードにそばにいてほしい。そう思っている。だけど、そう願っているのは王女様じゃないサフィーネで、ラシードが聞きたがっているのは王女様からの返事で……。

「ラシード、ごめんなさい。今は応えられないの。だって私……あなたに隠してることがあるから。だから、それを話す時まで、私の兵士のままでいて。お願い……」

「──そんな顔されたら、嫌だと言えるはずがありません。どんな形であれ、あなたが俺を必要だと思ってくれるなら」

　諦めたようにラシードは呟いた。サフィーネがほっとした時、彼はさらに呟いた。

「俺だって、あなたに隠している大きな秘密があるんだから」

　そうだった。秘密を持っているのは、サフィーネだけではない。

「こんな重大な裏切りを胸に秘めたままあなたに『愛している』と言うなんて、酷い男だと自分でも思う。俺にはそんな資格はないのに。でも──止められない。どうしても、あなたを諦められない。よりによってあの人の娘に恋するなんて、これは天罰なんじゃないかと思う。できるならこのまま秘密を隠したまま、どこか遠い異国に駆け落ちして、すべての職務を投げ出してしまいたい──。でも、そんなことは許されない……」

　ラシードの声はとても苦しそうだったので、サフィーネは、なんとか彼を助けてあげたいと思った。「あの人の娘」という言い方には、父国王に何か思うところがあるようだと感じたけれど、今はお互いの秘密を明かす時じゃない。

　ただ、今言える精一杯の言葉を口にした。

「ラシード、私、そばにいるわ。ちゃんとあなたの秘密を聞いて、あなたの生き方を見届けるまで。あの日、ファールーンの庵いおりの馬小屋で約束したとおりに。だからあなたも、私の生き方を見届けて。一緒に生きていけるかどうかは──」

　その時前まえ触ぶれもなく、脳裏を丸い月神がよぎった。

　満月の夜、月騎士シン・ヒルドが夜空を駆け抜ける間、邪魔されずに口づけを交わした二人の恋は──。

「生きていけるかどうかは？」

　ラシードが真剣な眼差しで続きを問う。

　この人と、まさにその真夜中のひととき、サフィーネは口づけを交わしていた。

　まざまざとあの時のことを思い出してしまい、全身が火ほ照てるほどサフィーネは焦った。

「そ、そんなことはどうでもいいから、もう行くわよっ！」

　目を合わせられなくなって、つんと顔を上げて足早に歩き出す。と、上を向きすぎたせいか三歩も行かないうちにまた転んだ。ラシードの腕が後ろから抱きすくめるように、サフィーネのお腹に絡みついて倒れるのを止めた。

　近すぎる距離にサフィーネはドキドキしすぎて卒そつ倒とうしそうになった。

「気をつけて」

「そ、そそうね！」

　サフィーネは言ったけれど、まだ名残なごり惜おしそうにラシードは手を離さない。どうしよう、さっさと自分の足で立って離れたいのに、魔法にかけられたみたいに足に力が入らない。この腕からずっと離れたくない、なんておかしなことを思っている。

　ラシードも同じように、昨夜のことを思い出しているような気がするのは、気のせいだろうか。

「王女様……」

　そう呟いた唇が、再び近づきそうに思えた。さっきみたいに腕を出して止めればいのに、なぜか体が動かない。澄んだ緑色の瞳に、催さい眠みん術じゆつにかけられたみたいに凍りついている。

　どうしよう、どうしよう──！　サフィーネは小さな恐慌状態に陥おちいった。

「ンモオオオオ───ッ！」

　そのとき、鈍にぶい動物の鳴き声がした。吐と息いきがかかりそうな距離で、二人して同時に顔を上げる。地平線の彼方から土つち煙けむりを上げて、黒い点のようなものが走ってくるのが見えた。

「あっ、牛のアスガールだわ！」

　サフィーネは目をこらして叫んだ。久しぶりに会う黒牛は、倒れた時に宿屋に預けてきた、立派な角つのの牡お牛うしに間違いなかった。

　気がつくと、するりとラシードは手を離していた。

　サフィーネは、仲間に会えた喜びで一杯になり、目を輝かせて黒牛に叫んだ。

「アスガールー！　久しぶり～！　元気にしてた───？」
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　一週間もしないうちにたどり着いた聖都バビロンは、噂うわさどおりに美しく壮大な街だった。

　清らかな小川が都中を流れ、せせらぎは宝石のように光を反射してきらめく。

　世界最高の彫刻家たちが作った神々の像がすべての門と柱ちゆう頭とうを飾り、バビロンを訪れた旅人に祝福を与える。星の乙女おとめたちを模もした噴水があり、一つ街路を曲がるたびに、それぞれ別の吟ぎん遊ゆう詩し人じんが「栄えあれバビロン、神に祝福されし街、永久に光あれ」と讃たたえている。また次の街路を曲がると、みずみずしく育った緑の植物が旅人を迎え、小鳥が明るく歌い交わす。

　再会した黒牛・アスガールに乗って、サフィーネはとうとうバビロンの都に足を踏み入れた。

　バベルの塔への道は、誰に聞かなくても分かった。塔の姿は、とても大きかったから。

　夕暮れまで塔に向かって進み、夕食のために入った食堂もまた広かった。

　一階部分だけでも、百人は入れる。さらに上等の席やお金持ちの人が集まる二階・特別席もあり、そこでは吟ぎん唱しよう詩人らしき歌い手が、惜しげもなく喉のどを震ふるわせていた。

　一階にいるサフィーネには、周りの賑にぎやかな声にかき消されてほとんど何も聞こえなかったが、やっぱり大バビロンはすごいと思った。

「──ああ、これであんたが娘っこなら、バベルの歌姫にだってなれただろうに！」

「男に生まれて残念だったなぁ！」

　歌い終わった詩人にかける称しよう賛さんの声が、熱烈な拍手と共に聞こえてくる。

「女装して受けてみたらどうだ？」

「いや、バベルの歌姫の公募はもう締め切ったと聞いたぞ」

　サフィーネは、バベルの歌姫ってなんだろうとちらりと思ったけれど、一口食べてみた、目の大きな魚の塩焼きがとても美お味いしかったので、そっちの名前を聞くほうが重要に思えた。

「ねえ、この魚ってなんていう名前？」

「メバルですよ。目の大きいところが、あなたに似てて可か愛わいいですよね」

　さらりと返答され、サフィーネは思わず料理を噴き出しそうになった。

「そ、そんなことは聞いてないわよ！　それより、これはいくらなの？」

「確か十シュケルくらいだったと思いますが」

「十シュケルっ!?　そんなに高かったら私、暮らしていけないわっ！」

　手のひらより少し大きいだけの魚料理一皿に、十シュケル！　信じられない値段だ。

「あなたここに住みたいんですか？　言っておきますが、バビロンの物価は高いですよ。税金もかなり高くて、払えなくて奴ど隷れいになる者も毎年多いと聞きます。男なら兵士になれば済むけど、女性はそうはいきません。悪霊があんまり出ないから、お化け嫌いのお姫様には居い心地ごこちがいいのかもしれないけれど、まさか路上生活するつもりですか？」

「それは絶対に嫌よっ！」

　反射的に叫んだ。心の奥のそのまた奥の方にある古い記憶が蘇よみがえってきて、手負いの獣けもののようにサフィーネの心を苦しめる。

　暗くてジメジメした路地で、腐くさりかけの野菜や、虫に食われて捨てられたパンを拾って食べていた。──そして病気になって、死にそうになった。身寄りがないから誰も助けてくれなかった。

　過去の記憶と、つい先日の病気の苦しい記憶が入り交じって、サフィーネは震え上がった。

「すみません、そんなに怯おびえないで」

　サフィーネが青ざめて身動きしなくなってしまったので、ラシードは驚いて慰なぐさめた。胸に強力な青い目のお守りがあることを思い出し、サフィーネは一心に自分に言い聞かせた。

　──大丈夫。魚料理じゃなければ、そんなに高くないはずよ。貯ちよ金きんだってあるわ！

　──お城の生活や、お姫様に戻りたいなんて思っちゃ駄目。ほら、周りの人を見てごらんなさい、たいていの人は、自力でここで働いて暮らしている。だから、あなたにだってできるはずよ、サフィ。

　サフィーネは、まだ心配そうに見ているラシードに笑顔を作ってみせた。

「怯えてなんかいないわよ。ちょっとびっくりしただけ！　さあ、そろそろ行きましょう。この街は夜でも明るいし、せっかくだから夜よ歩あるきしない？　あなたも早く、カラタスに戻らなきゃいけないし」

　軽口を叩きながら、兄きよう妹だいのように仲良く外に出る。

　外に出ると、真っ二つに割ったような半月が空の端はにかかっていた。

　バビロンの街は、夜もたくさんの明かりがついていて、幻想的で美しかった。あちこちの店から、昼とはまた違う、人を魅惑するような音色が聞こえてくる。煙草たばこや香水の香りが漂い、綺き麗れいにお化粧をした美女や着飾った若者たちが、さっそうと街を行きかっている。悪霊もほどんどいないためか、人々も魔ま除よけや香こう炉ろを持たずに外出しているようだ。

　都の中心部を見ると、お城よりも大きい、そしてそこらの山よりも巨大な螺ら旋せんの塔が、高く高く聳そびえ立ち、その偉い容ようをさらしていた。外周には並木道のように木々が植えられた周回道路があり、こんな時間だというのに、ひっきりなしに馬車が上ったり下りたりしているのが遠目に見える。所々に緑溢あふれる庭園が見え、これからあそこに登るのだと思うと、サフィーネはわくわくした。

「どうしてもここに住みたいなら、俺と一緒に住みませんか？　魚料理くらいであなたが釣れるのなら、毎日食べさせてあげますよ」

　ぽつりとラシードが言った。アグラバーの街を出て以来、しばしばラシードはこんな言葉を言うようになった。突然の誘惑にサフィーネはドキッとしたけれど、澄まし顔で答えた。

「魚なんかじゃ王女様は釣れないわ。魚で釣れるのは、その辺の野良猫とかよ」

「……そうですね」

　ラシードの声はため息交じりで憂ゆう鬱うつそうだ。サフィーネが言いたかったのは、野良猫のような自分でもいいなら、という意味だったのだけれど。落ち込まれると弁解したくなる。

「あの、でも野良猫だって飼ってみたら結構可か愛わいいんじゃないかって、私は思うんだけど！」

　言い訳のようにつけ加えると、ラシードは軽くサフィーネを睨にらんだ。

「俺に、あなたを諦あきらめて野良猫でも拾って帰れと？」

「ちがっ」

「言っておきますが、俺は別にフワフワした生き物に魚を与えて喜ぶ趣味があるわけじゃないんで。あなたじゃないなら、家族はいりません」

　家族？　もしかしてラシードは……私と結婚したいと思っている？

　そう考えた瞬間、サフィーネの心が大きく揺らいだ。孤児のサフィーネには本当の家族は、どこにもいない。

　けれど、愛する人と一緒に新しい家族を作ることは──できる。

　凜り々りしい夫や、可愛い子供たちに囲まれて、一つの家で暮らす。

　──この人を夫にして？

　チラリと横目でラシードを見上げると、じっと答えを待つようにサフィーネを見つめていた。

「！」

　一気に体温が上がった。胸の中の想いを見抜かれそうで、神しん速そくでサフィーネは目を逸そらした。

　だめよ！　そんなこと、できやしない。二人はこの街で別れなければならないんだから。

　サフィーネは大きく首を振り、勝手に胸に住み着いてしまいそうになるラシードとの幸せな家庭の妄想を振り払おうとした。







　モウモウとうたいながら歩く牛アスガールの背中に乗ったサフィーネと、その横について歩くラシードは塔の外周道を登っていった。

　登ってみて初めて分かったが、このバベルの塔自体が巨大な街の複合体だった。

　一つ一つの階層に別々の街があって、それが重ねたパンケーキのように何十層にもわたって上に続いている。夜が来ると、主街道である外周道路を離れ、塔の中に入って宿を求めた。そのたびに、色々な街を訪れた気分になった。

　ある階層には農民たちがたくさん住んでいて、畑を作り、羊や牛を飼っている。

　塔の内部にも馬車がすれ違えるほどの広い道があり、樹きが生え、家がある。どこから汲くみ上げているのか、井戸もあった。食堂の建ち並ぶ大通りや酒場など、人々の生活に直結した街並みもあった。

　川はなかったが、街路をまたぐように小さな橋が頭上にアーチのように架かかっていたこともある。それをくぐる時、サフィーネは上を歩いている人を見上げながら、川の中の小魚になったような気がした。

　また別の階には職人街があり、馬車や家具を作ったり、鍋や靴を加工していたりした。

　塔の中だというのに、カラタスでは見られないような珍しい食器や装飾品、造りのよい武器や珍しい楽器、美味しそうな食べ物が所狭しと店に並んでいた。

　時折心惹かれたが、サフィーネは決して買い食いはしなかった。

　高度が上がっていくにつれ、塔は日光を燦さん々さんと浴びて明るくなっていき、内部の街の姿もより美しく裕福なものに変わっていった。

　植物も生き生きと葉を伸ばし、暮らす人々も幸せそうだ。

　五日間もひたすら塔を登り続けると、とうとうその高さは雲を越えた。







「えっ……通行、許可証？」

　耳慣れない言葉に、サフィーネは目を瞬しばたたいた。

　ぐるぐる回る外壁沿いの主街道を上っていたサフィーネは、検問──国境のように大きな門の前で兵士たちに止められた。少しカーブした坂道の先に、二重に鉄てつ格ごう子しの下りた二つの門がある。一つは、馬車や軍人の行進に使うような大きな門。もう一つは、人や騎馬が通るような小さな門だった。

　その小さい方の門の前に進み出て、「上に行きたいんです」と言ってみたサフィーネは、上等の赤い制服を身につけたバビロニアの門もん衛えいたちに笑顔で言われたのだ。

　では通行許可証をお見せください、と、

「通行許可証……なんているの？」

「はい。一般の方が上がれるのは、この二百階までなのです。これより上は、神官、貴族の方々のための特別の場所」

「国の中ちゆう枢すうに関わる方々の居きよ城じようや施設があり、一般の自由民には開放されておりません。許可証をお持ちでないなら、お引き取りください」

　身なりがいいだけではなく、頭の回転も剣の腕も優れているように見える立派な兵隊たちが言った。ぴんと伸びた背筋やきびきびとした説明は、この門を守る兵士であることに、誇りを感じている様子だ。ざっと見ただけでも八名。大小の門の間には兵士たちの詰つめ所しよもあり、馬も繫つながれていた。走って突破しても、すぐに捕まってしまうだろう。

　……とても警備は固い──ような気がする。

「うーっ。どうしたらいいの!?」

　門前から少し離れたところで、サフィーネは身もだえした。

　数々の艱かん難なん辛しん苦くを乗り越え、バビロンまで来た。順調にバベルの塔にも登った！　なのに、何も悪いことをしようとしているわけではないのに、仕事熱心な門番はサフィーネを通してくれない！

「仕方ないわ。こうなったら、夜中にこっそり忍び込んで──」

「夜も見張ってると思いますよ」

　兵士のラシードは、当たり前の意見を述べた。

「じゃあ……油よ！　この辺りで火事を起こして大騒ぎにしちゃえば──！」

「あなた不器用だから、絶対自分の服に火をつけますよ」

「それなら、塔の外壁をよじ登って──」

「死にますよ」

　淡たん々たんとラシードが答える。サフィーネはその飄ひよう々ひようとした顔を睨にらんだ。

「くーやーしーいっ！　あなた本当にちゃんと考えてる!?」

「考えてますよ。通行証の偽ぎ造ぞうはちょっと時間がかかりそうだし、兵士の数が多いから、見張りの交代時間を調べたとしても突破するのは厳きびしいだろうし──」

「そうよ、交代よ！」

　サフィーネはラシードが口にした言葉に即座に飛びついた。

「夜よ更ふけになってみんな眠くなってきたところを、後ろからこっそり一人ずつ闇やみ討うちするの！　それで、兵士の服を剝はいですり替わっちゃえば、もう絶対ばれないわ！」

　最高の名案だと思ったサフィーネは、勝ち誇ほこった顔で宣言した。ラシードは、どうかなあと言いたそうな顔をしたけれど、一応頷うなずいた。

「他に策もないのでその作戦でやってみましょうか。でもあまり甘く見ないでくださいね。あの兵士たちは、かなり訓練されています。仕官級の兵八人……。万一バレた時に、俺一人で相手をするには厳しい人数だ」

「あら、一人じゃないわ。私がいるわよ！」

　傭よう兵へい部ぶ隊たい仕込みのサフィーネが胸を張って手を挙げる。ラシードはその顔をしばし見つめたあと、大変失礼なことに、深いため息をついた。







　──日が落ちて、数時間後。

　サフィーネは門の前の並木の陰かげに隠れ、じっと兵士たちの動きを観察していた。

　夜になって少し交通量は減ったが、それでも通行証を持った人や馬車の足は絶えない。さらに人ひと気けが減るだろう深夜までは、まだあと数時間はある。

　ここは忍耐勝負だ。……と、分かってはいたのだが。

　一日中門を眺め続けてすっかり飽き、そして夕食でお腹も一杯になっていたサフィーネは、なんだかとても眠くなっていた。牛・アスガールを預けた宿でお弁当を作ってもらったのだが、それがまたとても美味しかった。

　実を言うと、サフィーネは今夜こそ「魚さかな断だち」に挑戦しようと思ったのだ。魚は高価だし、質素な暮らしに馴れておかなければいけない。けれど、店主に「最高の鮭さけが手に入ったんだよ！」と笑顔で言われてしまい、誘惑に負けて鮭弁当を注文してしまった。各種のハーブとスパイスをかけ、パリパリに皮を焼いた焼鮭は、一生忘れられないくらい美味しかった……。

　幸せな気分で並木のポプラに抱きつきうとうとしていると、ラシードの小さな声がした。

「──サフィ。サフィ。起きてください」

「えっ!?　私、寝てた!?」

　飛び起きてみると、背中にラシードのマントがかかっていた。一瞬どころではなく、一時間単位で寝ていたらしい。

「ええ、とても気持ちよさそうに。ポプラが羨うらやましいくらいの表情で。どうせなら、俺にしがみついて眠ってくれたらよかったのに」

　寝起きでいきなり言われるには刺激が強い台詞せりふだ。返事に困ったけれど、ラシードはすぐに表情を変え、明かりのついた門とそこに集まった兵士たちに視線を向けた。

「それより、あれを見てください。何か騒動が起きています」

　サフィーネは寝ぼける目をこすり、魔法がかかっているように明るい白はつ光こうに照らされた門を見た。鉄格子が二重に下ろされた堅けん牢ろうな門の前で、一組の若い男女が、集まってきた兵士たちに厳しい尋じん問もんを受けている。

「くどい奴らだな！　通行証などなくとも、上から来たんだから上に帰って当然だろうが！　もう時間がない！　巡回時刻に間に合わん！」

　銀髪で長身の男が叫ぶ。目の前に並ぶ兵士は、全部で六人。昼間より数が減っている。門を通ろうとする者はもうほとんどなく、辺あたりは静まり返っている。

「通りたければ通行証を見せよ、不審な者どもめ！　さもなくば通すことはできぬ！」

「そんなものはない！　どうしても通さんと言うならば──」

　どうやら、サフィーネと同じく通行証を持たない二人組が、それでも奥に通せと悶もん着ちやくを起こしている様子だ。

　喚わめく男は見事な銀髪で、離れていてもとても偉そうな態度なのが分かる。長剣も下げているが、それより目立つのは、右手の立派な銀のスコップだ。その後ろに隠れている女性は長い髪で、貴族というほどではないが良家の子女といった身み支度じたくをしている。茶色の髪の首元に、黒い……襟えり巻まきのような飾りを巻きつけている。

「きゃあああ！」

　女の悲鳴が響いた。銀髪の男と、兵士たちの乱闘が始まったのだ。

　サフィーネは、一気に血が騒いだ。瞳を輝かせてラシードの服を引っ張る。

「ラシード、今がチャンスよ！　一緒に乱闘に参加しましょう！」

「ええっ？　まずいですよ！　もうすぐ交代の時刻だから、すぐに新しい兵士が──」

　生き真ま面じ目めなラシードの説明を、サフィーネは半分も聞いていなかった。勢いよく戦場に駆けつけ、スコップ男が殴り倒した門番から重い剣を奪い取る。

　長い金髪を後ろに振り払うと、得意の剣けん技ぎで大きく振り回し門番たちに近づいていく──多分、得意だと思っているのはサフィーネ本人だけだが。

「何者だ、お前は？」

　四人目の門番を殴り倒した銀髪のスコップ男が、突然飛び込んできて、なにやら危ないしぐさでぶんぶん剣を振り回す少女に、珍ちん獣じゆうでも見るような目線を送った。

　サフィーネもスコップ男の顔を見た。そこにいたのは、想像していたような粗そ暴ぼうで野や卑ひな男ではなく、目の覚めるような美青年だった。あの魔術師ファールーンよりもさらに鮮やかな青色の瞳をして、人間離れした綺麗な顔立ちをしている。身なりも貴族風で、かなり上等だった。スコップを持ってはいるが、庭師でも金物屋でもなさそうだ。かといって、厳おごそかなたたずまいの神官という様子でもなく、普通のバビロニア人とは違う──独特な違和感を放はなっている。もしかすると、外国人なのかもしれない。

「私も上に行きたいの、だから一緒に頑張りましょう!!」

　サフィーネが叫ぶと、スコップ男は「そうか」と短く言い、手にしたスコップでさらに一人の兵士を打ち倒した。

「さあ、そこを通しなさいっ！」

　剣を大きく振り上げ、サフィーネは最後に残った門番に襲い掛かる。敵が振り下ろす剣を受け止めようとしたけれど、それより早くラシードが横から割り込んだ。その剣を弾はじき飛ばして、最後の門番を殴りつけ、昏こん倒とうさせた。

「危ないことはやめてください。俺の寿じゆ命みようが縮みます！」
















　敵が目の前からいなくなると、ラシードは人じん馬ば用ようの小さな門を開けにかかった。サフィーネには仕掛けの分からない鉄の棒を上下左右に動かし、二重に閉ざされていた門を器用に開いていく。

　感心しながら見ているうちに、重い鉄格子の扉が上がった。

　とうとう、上層に続く道は開かれたのだ。

「やったわ！　さあ、行くわよ、ラシード！」

　持っていくには重たい門番の剣を放り出し、サフィーネは意い気き揚よう々ようと上階へと駆け込んだ。

　二百一階の空気は、これまで以上にすっきりと澄み渡り、素晴らしい味がした。大きく深呼吸し、さあこれから街道を進もうと思った直後。

「止まれ、そこの怪あやしい者ども！」

　暗い坂道のずっと前方から乱れた馬の足音が響き、厳しい制止の声が暗闇に響いた。

「交代の兵士たちか──！」

　ラシードが舌打ちした。まずいと思ったサフィーネは、とっさに後ろを振り返った。戦うしかない、と捨てたばかりの兵士の剣を拾おうとした。

　その時、ヒュンと耳元で鋭い風が鳴った。

　先頭の兵が、怪しい動きをしたサフィーネに、横に構える近距離弓を打ち込んだのだ。矢はサフィーネのうなじをかすめて、後ろにいたラシードの膝元に飛んだ。ラシードはそれを即座に真っ二つに叩き落とした。たった一いつ矢しで二人共を牽けん制せいしてくるとは、素晴らしい腕前だ。

「次は身体からだを射い貫ぬくぞ！　串刺しになりたくなければ、一歩も動くな！」

　サフィーネは、石像になったようにその場に凍こおりついた。
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「……だから、もうちょっと出てきちゃ駄目よ。この子がびっくりするでしょ？　二度も失神させたら、可か哀わい想そうだわ」

「キュウ～～～」

「後で一杯罵ば倒とうしてあげるから。ね？」

　ぼそぼそと話す女性の声で、サフィーネは気がついた。周囲を見ると、冷たいレンガ壁に囲まれた、陰気な牢ろう獄ごくに閉じ込められている。圧迫感のある狭い部屋に、明かりはない。高い窓から差し込む淡い月光が、辺りの物もの影かげをぼんやりと映し出す。

「気がついたのね？　ああ、よかった！」

　サフィーネが身を起こすと、同じ牢獄に閉じ込められていた艶つややかな栗色の髪の娘はホッとしたように言った。スコップ男と一緒にいた少女──すなわち、スコップ娘だ。サフィーネは、キョロキョロと辺りを見回した。

「今、誰かと話をしてなかった？」

「ひ、独り言よ……この後どうしようかしらって不安になって」

　スコップ娘は、誤ご魔ま化かすように胸元を押さえて言った。サフィーネは「この後」という単語を聞いて、はっと自分の立場を思い出した。

　両手をきつく縛しばられて牢獄に連行された直後、門番は牢番の兵士たちに言ったのだ。

「拷ごう問もんしてでも、こいつらの名前と出身、侵入目的を吐かせろ！」

　と。そして、非常に不気味な部屋に連れて行かれた。使用した痕こん跡せきらしき赤黒い染しみの点々と残る、恐ろしい道具の数々が並んだ部屋だった。その部屋に引きずり込まれそうになった地点で、サフィーネは悲鳴を上げて倒れてしまったのだった。

「ねえどうしよう、私たち、拷問されちゃうって!!　そんなの嫌ぁああ！」

　か細い少女に縋すがりついてサフィーネは喚いた。王女様でなくなったら、平民としてつつましく生きていく覚悟はできていたけれど、罪人は嫌だ！　残りの人生を、拷問部屋と牢獄の往復で過ごすなんて耐えられない！

「それは大丈夫。あたしが兵士の人に事情を説明したの。ものすごく疑うたがわしそうな顔をされたから、証拠を見せたら一応確認してくれることになって。きっと、もう少ししたら出してもらえると思うわ」

　スコップ娘は、サフィーネを元気づけるように笑顔を見せた。

　暗闇に目が慣れてよく見てみれば、サフィーネと年齢も近そうな少女だった。少し年上かもしれないが、琥こ珀はくの色の瞳に可愛らしい顔立ちをしている。着ているものは普通の街娘のようだけれど、長い髪を留める髪飾りは、高価な真しん珠じゆだ。

　乱闘する前には、首周りにちょっぴり上等そうな黒い襟巻きをつけていたように思ったけれど、乱闘でなくしてしまったのか、今はない。異臭の漂いそうな薄汚い牢獄なのに、上品な花の香りがするのは、少女のつけた香水のせいだろう。

　──一見ただの街娘だけど、そうじゃない。どこか高貴な雰囲気を持った少女だ。

「あなたは貴族のお姫さま？　どこかで通行証をなくして、うっかり捕つかまっちゃったの？」

　サフィーネの質問に、スコップ娘はきょとんとして首を振った。

「いいえ、あたしは貴族なんかじゃないわ。……通行証を忘れたのは、本当だけど」

「貴族じゃないなら、……とってもお金持ちな商人の娘さん？」

　絶対に、ただの街娘ではないと思った。スコップ娘はよく澄んだ美しい声で笑った。

「お金持ちだなんて！　あたし、村ではとっても貧乏で借金だらけだったのよ！」

「えっ、貧乏……？　でも、真珠の髪飾りなんてつけているから、てっきりお金持ちかと」

「これは──、あの、もらいものなのよ」

　スコップ娘は、恥ずかしそうに頰を染めて答えた。サフィーネの直感が閃ひらめいた。

「さっき一緒にいたスコップさんね？」

　俄が然ぜん好奇心が湧いてきた。あのとても不思議な感じの、外国人らしきスコップ男は何者なのだろう。確か左手に、金色の指輪をしていたように思ったけれど──。

「ええ。──あたしはルシータ。あなたはなんて名前？」

「サフィーネ。サフィって呼んで。ねえ、あの人はあなたの旦だん那な様さま？」

「ち、違うわ！　ええとそうじゃなくてね──あの、ごめんなさい。あんまり言うなって言われてて。──あたしたち、バレるとまずいのよ」

「わかったわ。不ふ倫りんね!!」

　サフィーネは気き合あいを入れて叫んだ。スコップ男の指輪はどう見ても結婚指輪だったし、ルシータはとても可愛らしい。声だってびっくりするくらい綺麗だ。既婚の男でも、ついフラフラと過あやまちを──。

「それも違うわ！」

　ルシータは赤くなって叫び、サフィーネが「じゃあなんなの？」と根掘り葉掘りしつこく聞くよりも一足早く、早口に言った。

「それよりサフィ！　あなたと一緒にいた男の人は誰？　恋人？　婚約者？　こんな時間に二人で出歩くってことは、あなたたちもただのお友達じゃないのよね!?」

　ただのお友達ではない、と言われると、サフィーネの脳のう裏りにはあのシーンが浮かび上がってくる。意識しすぎなのかもしれないが──あんなのは、ただの友達なら絶対にしない行為だ。

　サフィーネは目を逸そらしつつ、適当な答えを探した。

「……あの人は、に、兄さんなのよ！　特別な関係なんかじゃないわ！」

「まあ、そうだったの。邪じや推すいしてごめんなさい」

　人がいいのか、ルシータはサフィーネの怪しげな言葉を素直に信じた。

「それで、どうしてお兄さんと上の階へ強行突破しようとしたの？」

　ルシータの質問に、サフィーネはどこまで本当のことを話そうか、少し考えた。

　──ルシータはとても善良そうに見える。しかも、同じ釜かまの飯ならぬ、同じ牢の空気を吸った仲間だ。他にすることもないし、事情を話してみるのもいいかもしれない。

「実はね、私……隣りん国ごくから双子の姉を探しに来たの」

「お姉様を!?」

　それは真実ではなくて、ラシードの思い込みなのだけれど。

「うん。十年くらい前に、二人共を育てることができなくて、シャリーヤっていう姉がバビロンに預けられたの。私はシャリーヤのことは覚えていなかったんだけど、最近、死んだお母様の遺ゆい言ごんが見つかって、姉の存在が明らかになって……それで、彼女を探しに来たのよ」

「まあ……お母様の遺言でお姉様を……。それは大変だったわね。あたしにも兄がいるけど、家族が離れて暮らすのはとても寂しいわよね。分かるわ、その気持ち。──だから、ちょっと無茶をしてでも、関せき所しよを通りたかったのね？」

　優しい言葉に、サフィーネは頷うなずいた。

「ねえルシータ、この辺りに住んでいるなら、もしかしてシャリーヤを知らない？　私と同じ金髪に、紫の瞳をした女の子なの！　神官の街キスラにいるって聞いたけど、違う所に引っ越してるかも。バベルの塔の上の方で、そんな女の子を見たことない!?」

「──金髪に、紫の瞳……？　──あっ」

　薄うす闇やみの中、まじまじとサフィーネの容よう姿しを凝ぎよう視ししていたルシータは、突然声を上げた。

「そういえば王様の薔ば薇ら園えんで、あなたによく似た紫の瞳の女の子に会ったことがあるわ！　薔薇を世話する係で、特別素敵に紫の薔薇の花を咲かせるの」

「ほんと!?」

　サフィーネは驚きと期待に胸を震わせた。

「お願い、その子と会わせて！　ルシータ、お願い!!」

「ええと──でもね、王様の薔薇園ってそう簡単には入れなくって……王族の許可がいるのよ。実はあたし、前にその薔薇園とかに忍び込んだのが後でバレて、かなり怒られたのよね……」

　おとなしそうな外見に反して、ルシータは冒険的な性格らしい。──もっとも、今夜だって関所破りをしようとしていたくらいだから、もともとお転てん婆ばな少女なのかもしれないが。

「ごめんなさい、なんとか力にはなってあげたいんだけれど」

「そう……」

　サフィーネは急に期待した分、急にがっくりと肩を落とした。

「元気を出して。私も何か方法を考えてみるから。ね？」

　ルシータが勇気づけるように笑顔で言ってくれたので、サフィーネも微笑み返した。

　それから、ああでもない、こうでもないと二人して薔薇園侵入計画を練っていると──十分もしないうち、牢屋の外が騒がしくなった。

　ばたばたと走ってくる足音と軽やかな金属音が響く。サフィーネたちの牢の前に、青い制服の兵士たちが慌てた顔で駆けつけた。

「歌姫ルシータ様!?」

　先頭の角かく刈がりの兵士は叫び、鍵かぎ束たばを探さぐって手て際ぎわよく扉を開ける。中に飛び込んでくると、カンテラでルシータの姿を照らし出した。

「おお、やはりっ！　我らの歌姫ルシータ様がこんなむさくるしい所に……申し訳ありません！　まさか階下に行かれていたとは露つゆ知らず！」

　青い制服の兵士はすぐさまルシータの前に片膝をついて頭を下げた。その後から牢に駆けつけた青い制服の兵士たち数人も、即座にその場に膝をついた。

　サフィーネは呆あつ気けにとられた。ルシータは、貴族のお姫様じゃない、借金もあると言っていたのに……これは一体どういうことだろう？

「ごめんなさい、ザイド。あたしが悪いのよ。ちょっと急な夜歩きで、通行証のことを失念していて」

「……ルシータ、お姫さまなの？」

　半なかば存在を忘れられかけていたサフィーネが聞くと、ルシータは笑顔で頷いた。

「ええ。このバベルの塔で、神々に歌を捧げる歌姫──〝バベルの歌姫〟っていうんだけど」

　──バベルの歌姫。

　天空の神様に仕えるお姫様。

　衝撃的なルシータの職業に、サフィーネは返事も忘れて呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

「ルシータ様、もうすぐ月女神様が塔の上をお通りになります！　馬車を用意しておりますので、急ぎ階上へ！」

「そうだったわ！」

　青い制服の兵士に守られ、ルシータは牢の外に出ていく。無事歌姫を外に連れ出すと、ザイドと呼ばれた歌姫の護衛は、鍵束を牢番の兵士たちに返そうとした。

　──サフィーネを、牢獄に一人取り残したまま。

「待って！　サフィは私の友達なの。怪しい者じゃないし、身元はあたしが保証するから出してあげて」

「はっ」

　歌姫の言葉に牢番の兵士たちも敬礼し、ルシータに従う兵士がサフィーネも外に出してくれた。ようやく外に出ることができて、サフィーネはホッとした。

「そうだわ、サフィ、あたしと一緒に王宮に行かない？　あたしの部屋は王宮の一角にあるんだけれど、──薔薇園も王宮の中にあるの」

　後半、声をひそめてルシータは囁ささやいた。

「本当にいいの!?」

「もちろん」

　サフィーネの胸に希望が差し込んだ。また一歩、目的地に近づくことはできる。

「さあ、それじゃ男の人たちも迎えに行って……」

　ルシータが言いかけると、兵士頭のザイドが言いにくそうに遮さえぎった。

「申し上げにくいのですが、歌姫様。ただいま尋問室の手前で大乱闘が発生しておりまして──近づかれるのは危険かと」

「もしかして、あの人また暴れてるの!?」

　あの人とは間違いなく、恋人のスコップ男のことだろう。ザイドは小さく頷いた。

「時間が迫っております。ルシータ様だけでも、一足先に階上へ行かれるべきです」

「でも──」

「女神のお渡りに間に合わなければ、ルシータ様が罷ひ免めんされてしまうやもしれません。ご友人は必ず牢から出られるよう手配いたしますゆえ、今は階上にお向かいください！」

「わかったわ。行きましょう、サフィ！」

　ルシータがサフィーネの手を引っ張って走り始める。ラシードを置いていっていいのかな、とチラリと思ったけれど、途中の廊下から男たちの荒々しい怒ど声せいが聞こえてくると、サフィーネは身震いした。

　──乱闘はラシードに任せておこう。傭兵部隊でもそつなくやっていた彼のことだ、歌姫の兵士も残って仲裁してくれるようだし、すぐに追いついてくるだろう。そう思って、ルシータと共に立派な馬車に乗り込んだ。
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　真夜中を過ぎた王宮は、静まり返っていた。ところどころ灯ともされた張り出し燭しよく台だいが、白大理石で作られた広い宮殿を照らし出す。どんなに薄暗くても、カラタスとは比べものにならないくらい立派で、天てん井じようも高いのはよく分かった。床や壁一面に磨みがきぬかれた化粧石が使われている時点で大敗している。不気味な悪霊も、当然ながら一匹たりともいない。

「サフィ、あなたの部屋はここよ。歌姫試験に来た女の子たちのお部屋なんだけど、少し空いていてよかったわ。今から、アミーラにベッドを準備してもらうわね」

　歌姫候補生たちの宿泊する王宮の端の棟とうの三階まで来ると、ルシータはサフィーネを母親くらいの年の婦人と引き合わせ、急いで歌の仕事をしに行ってしまった。

「では、少しかけてお待ちくださいね」

　アミーラというお手伝いさんが、部屋に明かりを入れ、ベッドの準備をし、いそいそと客人を迎え入れる準備をしてくれる。もうそろそろ眠くなる時刻だろうに、とても助かる。

「あの、ありがとう。こんな夜中まで働かせてごめんなさい」

「構いませんよ。いつも、ルシータ様がお仕事を終えた後、喉のどにいい美味しいハーブティーを淹いれるのが私の日課ですから」

　にこりと笑って、婦人はサフィーネのためにもお茶の準備をしてくれる。

「ルシータは歌姫なのよね。それって何？　試験をするとか言ってたけど……」

「そうなんですよ。国王陛下のお考えで、バベルの歌姫の人数を増やすことになって、あさって選考会が行われるんです。各地から候補者が推すい薦せん状じようを持って集まっているんですよ。でも、国境の近くで疫えき病びようが流は行やったり、バビロン東南部で反乱が起きたりして、予定していた候補者が何人か参加できなくなってしまったんです。それで、お部屋が空いてしまったんですよ」

　国境周辺で病気というと、サフィーネの滞在したアグラバーの辺りだろうか。

「歌姫って、庶民の女の子でもなれるものなの？」

「ええ。名のある歌の先生の紹介状や、貴族の方のご推薦があれば。ルシータ様も、もともとは国境ギリギリの名もない寒かん村そんからいらっしゃったんですよ」

「えっ。そんなすごい田舎いなかから!?」

「はい。ご両親を亡なくされて、野菜か何かを栽培しながら、借金を返すために必死に働いておられたとか」

　その言葉に、サフィーネは強い衝撃を受けた。

　サフィーネも、両親がいない。本当の生まれはバビロンの貧民街の孤こ児じだ。

　もしここがカラタスだったら、ルシータもサフィーネも王様のいるお城になんか絶対に入れない庶民である。だけどルシータは、ここで歌姫になった。名もない寒村から来た女の子が、こんな素晴らしい宮殿でお姫様と呼ばれる地位に就つくまでになった……。

　信じられない。バビロニアという国はなんと自由で、未来に希望が溢れた王国なのだろう。

「すごいわ……」

　サフィーネが呟くと、アミーラもにっこり笑った。

「ええ、ルシータ様は、わたしたち庶民の誇りですわ」







　すぐに追いついてくるだろうと思っていたラシードは、なかなか上がってこなかった。もしかして、殴り倒されて怪け我がでもしているのじゃないかと心配して廊下をうろうろしていると、歌の仕事を終えたルシータに行き合った。

　ルシータは、とても素晴らしい真珠色のドレスに、海のように青いサファイアの宝飾品を身につけている。

　──本当にお姫様だ。サフィーネはうっとりと見み蕩とれて、ため息をついた。

「ルシータ、すごく綺麗……」

「ありがとう。着替えてから、一緒にお茶を飲もうと思ったんだけれど……」

「そのままがいい！　着替えるなんてもったいないわ！」

　サフィーネは、この素晴らしいドレス姿をもうしばらく眺ながめていたかった。布地は、本物の真珠のような光こう沢たくを放っている。こんなの、カラタスにはない。光を散りばめたような宝石のカットも最高級だ。手袋のレース編みは本当に繊せん細さいで、見ているだけでドキドキする。

「そ、そう？　じゃあ、このままでいいかしら？」

　ルシータが部屋に誘ってくれたので、サフィーネは喜んでお茶に呼ばれた。

　その部屋は、サフィーネに用意してもらった部屋と作りは大体同じだったけれど、本棚や鏡台に幾つもの楽がく譜ふが散乱していて、生活感に満ちていた。

「あの、ごめんなさいね。お客様があるとは思わなくて……」

　恥ずかしそうにしているルシータの顔を見たとき、サフィーネは奇妙なものに気がついた。

　歌姫が、首から下げたお守り袋。それが、ドレスの胸元から……紐ひもをたわめるようにして上にせり上がっている。おかしい。何かが、中でもそもそ動いている。まじまじと見つめていると、そこから何か黒いものがにゅっと小さな手を出した。

　なんだろう──黒いネズミ？　違う。イタチ？　でもない。次に、ひょいと小さな手が出た。人間に似た、五本指の手だ。

「いやあああ！　あっ、悪霊───っ！」

　お守り袋から好奇心旺盛に顔を出しているのは、小さな悪霊だった。

「キュッ！」

　紫の目と目が合うと、黒い生き物は袋を飛び出し、突然サフィーネに飛び掛かってきた。

「アルディーム!?」

「来ないでええっ！」

　青目のお守りをかざし、サフィーネはぎゅっと目を瞑つむる。

「グルルルウ……グルグルグル！」

　欲求不満そうに悪霊は唸うなりながら、サフィーネの頭の方を見つめている。青目は怖いが、紫目はそれほど魅力的なのだろう。もう紫の目はしっかり閉じているのに、恐怖と歓喜の間でサフィーネとルシータの間を行ったり来たりしている。

「だめよ、アルディーム、戻ってらっしゃい！」

「ルシータ、これ、あなたが飼ってるの……？」

　恐る恐る片目を開け、歌姫に問う。

「ええ。もうすぐ一歳になるわ。普段はこんなことしないんだけど……」

　悪霊に年齢があるんだろうか、とか、病気にならないの、とかサフィーネは疑問だらけになったけれど、それどころではなかった。

　こんな恐ろしいものが側にいると、落ち着いて話もできない。

「ちょっと待ってね。今真しん鍮ちゆうの手袋を探してくるから」

　ルシータは席を立った。悪霊と二人きりにされてしまうのかと思い、サフィーネは震え上がった。

「あ、悪霊なんか怖くないわよ……こうなったら歌っちゃうんだから！　あーテスト中……」

　サフィーネは、近頃とみに便利なあの歌をうたった。初めはアスガールの真似をしただけだったけれど、もうすっかり自分の持ち歌になった感がある。

「キュウゥ～～～！」

　独特の節ふしまわしでサフィーネがうたい始めると、悪霊は陶とう酔すいしきった表情を浮かべて両手を挙げ、テーブルの上でふわふわと踊おどり始めた。

「──まあ！」

　重たそうな手袋を嵌はめて戻ってきたルシータは、くるくる踊りだした小悪霊を目を丸くして見つめた。

「なんて可愛いの……この子にこんな特技があったなんて！」

　ルシータは、奇妙な歌をうたっているサフィーネに視線を移し、ハッと息を吞んで言った。

「そうだわサフィ！　あなた、試験を受けてみない？　バベルの歌姫の試験！　ちょうどあさってなのよ！」

「え」

　サフィーネはうたうのをやめて、突然変なことを言い始めたルシータの顔を見た。ルシータは、まだ嬉しそうに踊っている悪霊を捕まえると、お守り袋の中に押し込め、きゅっと口を縛しばった。

「キュッ!?　キュウウ！」

　夢から覚めたように悪霊袋は暴れたけれど、ルシータは無視した。

「あなたの歌は素晴らしいわ！　もしあなたが受験するなら、明日、王様にお願いしてみようと思うの！　『選考会の会場に、王様の薔薇園を貸してください』って！　急だし、難しいかもしれないけど、王様は優しいお方だし、もしかしたら快こころよく薔薇園を貸してくださるかもしれないわ！」

「すごい！」

　ルシータの計画に、サフィーネも目を輝かせた。

「あさってには、お姉様に会えるわよ！」

　ルシータは心からの善意でそう言ってくれているのだろうけれど、その言葉は、サフィーネの胸に嬉しさよりも、どうしようもない寂しさをもたらした。

　あと二日で、シャリーヤ姫が見つかる。

　旅は終わり、ラシードは本物の王女様の従者になって帰国する……。

「……」

　前から分かっていたことなのに、旅に出た頃はそんなこと全然痛くも痒かゆくもなかったはずなのに、なぜか今は、泣きそうに胸が痛い。

　彼と二人で過ごせるのは、あとたった一日だけ。

　離れたくない。できることならずっと一緒にいて、兄きよう妹だいみたいに──プロの傭よう兵へいと子分でもいいけど、ずっと、永遠に旅ができたらよかったのに……！

　ズキズキと胸が痛む。疾風はやてを失った時より、ずっと胸が痛い。

　真っ二つに引き裂かれそう──。

「どうしたのサフィ？　もしかして、人前でうたうのが嫌？」

　唇を嚙んで、急に凍りついてしまったサフィーネを心配し、歌姫ルシータが優しい声をかけてくれる。サフィーネは、こわばった笑顔を作り、ううん、と首を振った。

「違うの。……ちょっと恥ずかしいかなって思っただけ。でもせっかく姉に会えるんだし、頑張るわ。色々と考えてくださってありがとう、ルシータ様」

「あら、様はいらないわよ！」

「いいえ。だってあなたは、バビロンのお姫様だもの」

　サフィーネは微笑んで言った。

　──私は、ただの孤児だけれど。
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　どうしても、寝つけない。

　サフィーネは暗いベッドの上に起き出して、辺りを見回した。

　──一人きりの部屋に、ラシードがいるはずがない。

　真夜中にルシータが一日の最後の仕事をしに行く直前、ラシードが王宮に着いたという知らせは受けた。スコップ男と一緒に兵士たちと殴り合いの大喧嘩をした彼は、サフィーネの隣の部屋で倒れるように眠りについたらしい。

「ちょっとだけ……」

　サフィーネはベッドを抜け出し、足音を忍ばせて隣の部屋に忍び込む。

　鍵はかかっておらず、広い部屋の奥のベッドで、ラシードはぐっすり眠っていた。いつもは神経質なほど他人の気配に敏感なのに、よほど疲ひ弊へいしているのか今夜は目を覚ます気配がない。

　枕元の床に、破れかけた上着と、紐の切れた魔除けの首飾りが落ちていた。この残ざん骸がいを見る限り、とても大変な戦いだったようだ。

　サフィーネは、規則的な深い寝息を立てるラシードの顔をじっと見つめた。

　こんなに近くで、一方的に顔を見るのは初めてだった。伏せた睫や、貴族的な目元と鼻筋……、よく見ると、唇が少し父の宰相様に似ている気がする。

「もう、明日で最後なのね」

　本当に、兄妹だったらよかったのに。従兄妹でもいい。そうしたら、お姫様ごっこが終わっても、離れ離れになっても、また会える理由になったのに。絆きずなが切れることなんてないのに。

「ラシード……」

　そのぬくもりに触れたかった。目元にかかる黒い前髪をよけてあげると、我慢できなくなって上掛けを少し持ち上げ、充分な広さのあるベッドにこっそりともぐり込む。

　破れかけたシャツ越しに、暖かい体温が伝わってきた。

　人肌のぬくもりを感じたのか、ラシードは薄く目を開いた。

「あれ？　王女様……？」

　寝ぼけた声で呟く。サフィーネが答えるより早く、小さく笑った。

「──が俺のベッドにいるわけないな。また夢か……今日の夢はいい香りがする」

　サフィーネの髪に鼻を埋めて、幸せそうにぴったりと抱き寄せる。

「うん……これは夢よ。夢なの。本物の王女様が、あなたの腕の中にいるわけないわ」

　サフィーネも、答えた。ラシードの腕の中にいるシャリーヤ姫なんて、想像するのも嫌だ。この場所は、サフィーネだけのものだ。

「あなたに会いたくなって、夢の中に忍び込んできたの。一晩ここにいてもいい？」

「もちろん」

　ラシードは答えて、素晴らしい笑みを浮かべた。と思うと、前触れもなく口づけが落ちた。サフィーネはびっくりしたけれど、嫌じゃなかった。一緒に過ごせる残り少ない時間を思い、そっと腕を伸ばして、抱き締め返した。

　びりびりのシャツ一枚のせいか、ものすごく体温を感じた。素肌同士で抱き合ってるんじゃないか、と勘違いしそうなほど。──ふと気づくと、ラシードの手が、サフィーネの夜よ着ぎを脱がそうとしている。

「ん……っ！」

　突然、襟元や肩に触れられて驚いた声も、だんだん熱っぽくなる口づけに吞み込まれて消えてしまう。サフィーネの体の線を辿るラシードの手に動揺し、サフィーネは逃げ腰になった。

　大変だ、と頭の片隅で思う。何かよく分からないけれど、大変な気がする！　このまま服を脱がされたら、男性には見せられない胸のふくらみとかが丸見えになってしまう……どうしよう！

「結婚式はバビロニア風にしませんか。神殿で神々の祝福を授さずけてもらって、子供は三人くらいで」

　突然、幸福そうにラシードが微笑みかけた。サフィーネは驚いて、普通に答えてしまった。

「結婚なんかできないわよ」

　寝ぼけたラシードは、予期しなかった断りに、瞬まばたきを繰り返した。夢なのに、なんだかおかしいな……と思い始めたような、怪け訝げんそうな表情だ。

「では──このまま駆け落ちを？」

「それも無理よ。あの……今夜、夢の中で一緒に過ごしましょうっていうだけで……あとのことは約束できないわ」

　彼は目を見開いていた。

「まさか──あなたが望んでいるのは、一夜だけ同じベッドで過ごして、明日の朝になったら赤の他人という関係ですか？」

「違うわ。明後日あさつてあたりが私の希望よ」

　今やラシードの目は、零れ落ちそうに大きく開いていた。

「信じられない……」

　慄おののいたようにラシードはサフィーネから離れ、頭を覆った。

「あああぁ……信じたくない！　今なんと言った？　我が国の王女が、一晩男と過ごしてハイさようならだと？　これは俺の悪夢か？　……きっとそうだ！　俺の下げ劣れつな願望が見せた夢に違いない！　早く醒さめろ！」

　下品な夢扱いされて、サフィーネはむっとした。

「夢じゃないわ、失礼ねっ！　──ほら、しっかり手触りがあるでしょ！」

　頭を抱えてかきむしっている腕を捕まえ、自分の頰を触らせる。

　とうとう、ラシードもこれが現実だと悟ったようだった。

「夢以上に信じられない……あなたここで何してるんです？　王女様がどうして兵士のベッドにもぐり込む!?」

　嚙みつくようにそう言ってから、サフィーネの乱れた襟元を見ると、視線を泳がせた。

「一緒に寝たかったからに決まってるでしょ！　いまさら何言ってるのよ、散々私の身体を撫で回したくせに！　ちゃんと責任取りなさいよー！」

　なんとしてもここで朝を迎えてやるわ、とサフィーネはラシードの腕にしがみついて、上掛けをかぶった。

「おやすみなさい！」

「離れなさい！」

　魔物にでも襲われたかのようにぐいと突き離し、ラシードは薄い上掛けをサフィーネの上半身に投げつけて叫ぶ。

「王女様、俺はこういう遊びはごめんです！　ちょっと！　そこにお座りなさい！」

「……は？」

　睨みつけるような視線が、サフィーネに突き刺さっている。腕を組み、背筋を伸ばした鉄てつ壁ぺきのような姿勢だ。有う無むを言わさぬ強い眼光に気け圧おされ、サフィーネはベッドの上にちょこんと正座した。

「いいですか。俺は私し生せい児じとして生まれ、両親のそろわない家庭で育ったので、同じことを決して繰り返したくない！　愛する人とはちゃんと結婚したい。さもなければとっとと部屋にお戻りください！　一晩過ごしてお別れなんて、どこで覚えてきたのか知りませんが、狂気の沙さ汰ただ！」

「どこでもまだ覚えてないわ！　あなたが初めてよ！」

「それは結構。ものごとには順序というものがあります。あなたが──」

「順序を無視して勝手にキスしたのはあなたじゃない！　あの日、真夜中に忍び込んできて！」

　一方的に自分ばかり悪いように言われて、サフィーネはカチンときた。国境の街で、ラシードと最初に交わした口づけのことを持ち出すと、ラシードはばつが悪そうな顔をした。

「あれは俺の過あやまちです。もともとはそんなことのために忍び込んだんじゃありませんでした。でも、ついうっかり、あなたの魅力に負けて──」

「ついって何よ!?　それで許されるなら今も『つい』でいいじゃない！　自分はよくて相手の『つい』には付き合えないなんて勝手だわ！　……いいわ、こうなったら！」

　サフィーネは意を決し、文句ばかり言っているラシードに飛び掛かって押し倒した。

「荒くれ者ぞろいの傭兵部隊で鍛きたえたこの腕力で──っ！」

「うわっ！」

「諦あきらめなさい！　結婚するまでできませんなんて、あなた、どちらのご令嬢よ！　私はそんなお上品な生き物じゃないんだからーっ！」

　さっき散々撫で回されたお返しに、ラシードの破れかけのシャツの襟えりを引き裂いて、裸ら身しんに抱きついた。心臓が飛び出しそうに打っているのを感じて、そこに頰ほおずりする。

「王女様!?　はしたない行為はやめなさい!!」

　ひっくり返った声でラシードは叫んだ。絶対に離れまいと思ったが、力ずくで両腕をつかまれ、体重をかけられてしまえば、形けい勢せいはあっさりと逆転した。

「何するんですか！　乱闘まみれの夜の最後に、なんで王女様にまで襲われなきゃならない!?」

　闇の中でも分かるほど、顔が赤い。サフィーネは、捕まった両手首を解ほどこうとしてみたけれど、どんなに力をこめてもピクリとも動かない。やっぱり腕力で戦おうとすると、ラシードにかなわない。

「分かったわ。そんなに嫌なら……もういいわよ」

　サフィーネは、ふいと顔を背そむけた。自分が馬鹿みたいに思えて、ちょっと泣きそうだった。

「王女様、お願いですから、泣き落としだけはやめてください。男のベッドで泣くのは反則です。駄目だと分かってても、……俺の理性にも限界がある」

　そう言われても、涙は止まらない。

「ラシードの馬鹿。私の気持ちなんて、何も分かってないんだわ……」

「泣かないで。──すみません。悩みがあるなら、話してください。どうして急に、こんなことをしようと思ったんですか？」

　優しい声を出されると、ほだされそうになる。

「ねえ、ラシード、私たち約束したでしょ。本当に辛つらい時には秘密を打ち明け合って、お互いの支えになろうって。私はずっと、その日を求めながら、怯おびえながら、ここまで来たわ」

「覚えています」

「もう、終わりにしましょう。私の秘密を聞いて」

　ラシードは驚いた顔をしたが、すぐに顔をしかめた。

「……できません」

「どうして」

「俺の秘密は……まだあなたに言えない。せめて、一度帰国するまで待ってださい。もう一度あの人たちを説得して──」

　サフィーネは首を振った。

「待ってあげたいけど、私にはそんな時間がないの。いいわ、私だけ言うから聞いて。あのね、私は──」

「駄目です！　言っちゃ駄目だ！」

　ラシードは大声を出し、サフィーネの声を遮さえぎった。

「あなただけ明かすのは卑ひ怯きようだ！」

「じゃああなたも教えて。だってそう約束したじゃない！　世界中の誰にも言えなくて、辛くてもう耐えられなくなったとき、最後に助け合おうって！　今がその時なのよ！　──これ以上、私から逃げないで！」

　一晩のお付き合いを断られて逃げられるより、そっちの方がサフィーネはずっと傷つく。

　心底から拒絶されたと、悲しくなる。

　サフィーネの涙目に、ラシードは観念したように諦めの交じった声で呟いた。

「……確かに、フェアじゃありませんね。自分の真の姿を隠したまま、なんて」

　ラシードはサフィーネを引っ張り起こし、少し苦しげな瞳でじっと見つめた。

「わかりました。言いましょう。その代わり、俺に先に告白させてください。それを聞いてもまだ、あなたが俺に自分の秘密を話したいなら、お聞きします」

　サフィーネは無言で頷いた。ラシードは、罪ざい人にんのような暗い表情で小さく笑った。

「──それから、暴ばく露ろ大会が終わった後でも、もしあなたが俺と一緒に夜を過ごしたいとおっしゃるなら、お応こたえしましょう。あなたが本気で俺を求めるのなら──俺ももう、あなたから逃げない」

　今度もサフィーネは、黙って頷いた。

　しばらくの沈黙の末、ラシードは口を開いた。

　夜更けの暗闇には、二人の声を遮るものは何もなかった。

「俺の秘密は、あなたの父上であるカラタス国王を暗殺するよう、あなたの叔お父じ上うえ──俺の父でもある宰相閣下から命じられていたことです」

　ラシードの口から出た言葉は、サフィーネの想像とはまったく違っていた。

「準備はすべて整ととのい、あとは実行を待つだけだった。おそらくは、あなたが城から脱走したあの夜に。運命の歯車が狂わなければ、あなたの父上はあの日、この剣で死んでいた。あなたがずっと信頼してそばにおいてきた男は、あなたの父親を殺そうとずっと思ってきた人間だったんです」

「……うそ」

「本当ですよ」

　サフィーネは呆然として、目の前の青年を見つめ返した。

「どうして……？　そんなのおかしいわ。だってあなた、ずっとお城に勤めてきたじゃない。兵士として、王族を守る仕事をしてきたじゃない。それに──それに」

　理由はもっと一杯あるはずなのに、頭のぐるぐるしたサフィーネには言葉にできない。

「王ではなく、俺が守っていたのは、宰相閣下です。国王陛下はおまけですよ」

　そんなことを言うラシードが信じられなくて、平然と言える姿が別人のように思えて、サフィーネは息を吞んだ。

「そんなの、噓よ……。国王様は、あなたにとっても伯父様でしょ？　家族も同然の人を殺すなんて、できるはずないわ。そんなの、できたとしたら人間じゃないわ」

　ラシードは暗く微笑んだ。

「じゃあきっと、俺は人間じゃないんだろう。カラタスもその貴族制度も、俺はすべてが大嫌いだった。──王女様、初めてあなたに会った頃だって、俺はあなたなんか本当にどうでもよかったんだ。生きていくために、仕事だからそのお守もりをしていただけ」

「……知ってるわ。あなた、何度もそう言ってた……」

「そうですか。ではこれは？　『あなたを守れ』と主に命じられてそうしていたけれど、もし逆の命令が出ていたとしても──『こっそりついていって、事故に見せかけて王女を殺せ』と言われていても、俺は逆らうことなく、そうしていた。カラタスを出るまでは、俺は間違いなく、あの人たちの道具だったから。──あなたの命なんて、どっちでもよかったんだ」

「いや……もうやめて……」

　冷たいラシードの目を見ていると、無性に泣きそうだった。

「──こんな自分、永遠にあなたの前から隠していたかった。でもこれが、本当の俺。ラシード・ファキールの真の姿なんです」

　初めて、サフィーネは理解した。彼の心の奥底に住んでいる、魔物の正体。

　それは、ファキールという名前だったのだ。

　まるで悪霊そのもののような顔で、ラシードは暗く笑った。

「そしてさらに最悪なことは、カラタス国に無事戻ったとして、その夜にでも命令があれば、俺はこの剣で国王陛下を殺さねばなりません。たとえ愛した人の父親であろうと。そしておそらく俺は……その殺人を遂とげた後も、あなたに恋し続けるでしょう。身勝手な欲望のままあなたを特別な眼まな差ざしで追い続け、夢見続けるだろうってことだ。──自分でも反へ吐どが出る」

「──」

　何も言葉が出てこなかった。ただ、知らない間に涙が頰を伝って落ちていた。

　……目の前にいるのは、ラシードじゃない。よく似た贋にせ物ものだ。そう思ってしまいたかった。

「さあ王女様。あなたの番ですよ。どうしますか？　暴露大会を続ける？　それとも──」

　ラシードは腕を伸ばして、サフィーネを腕の中に引きずり込もうとする。逃げようと抗あらがうが、先刻よりも強引だ。もう一度その胸の中に捕まえ、今度こそ容よう赦しやなく組み敷しこうとする。

　これがラシードの悪霊。普段は心の奥底に押し殺しているものの正体。絶対に越えられない血の壁の下もと、「どうして」と考えることすら放棄して、押し殺し続けた苦しみの化け物。

「さっきの続きをしますか？　本音を言えば、俺もそっちの方がいいかな。俺が王女様を愛人にしたと知ったら、あの父はどんな顔をするだろう。縁談が流れてばかりの兄は？」

　魔物のラシードは捕まえたサフィーネをベッドに押しつけ、その金髪を一筋すくい取った。

「さぞや悔しがるだろう！　ああ、まったくいい気味だ！」

　悪霊じみた顔で笑いながら、引き剝はがすようにサフィーネの服を脱がせていく。

　もうサフィーネの告白など、聞くつもりもないようだった。優しさの欠片かけらもない、物を扱うような乱暴な手が胸元の素肌に触れて、サフィーネは悲鳴を上げた。

「やめてっ！　触さわらないで！」

　突き飛ばそうと暴れると、両手首を捕まえ頭の横で押さえつけられた。手首が痛い。サフィーネが苦しそうな顔をしても、ラシードの冷たい表情は少しも動かない。

　これは、いつものラシードじゃない。サフィーネのことを案じて、心から大事にして、お説教してくる男ではない。

「──ああ、楽しい夜になりそうだ」

「あっ！」

　ひやりとしているように思える唇が、サフィーネの首筋を這はった。どんなに暴れても、ラシードの方がずっと体重はあるし力も強い。壁に向かって暴れているようだ。泣いても喚わめいても逃のがれられない。こんなのは嫌だ。絶対に嫌。このまま一緒に朝を迎えたら、ラシードはもう正気に戻らない気がする。永遠に心をなくしてしまう。

「いやぁ……っ！」

　サフィーネが好きなのは、口うるさくて真面目なラシードなのに。

　嚙みついてでも突き飛ばしたいけれど、嚙みつくものがない。ラシードの唇は、サフィーネの首筋からはだけた胸元へと、小さな痕あとを残すようにしながら下りていっている。時折、罪を知らない素肌を確かめるように、ざらりとした舌が這はいながら。

「やだってば！」

　心臓のそばに近づくように、その感触がふくよかな柔やわ肌はだをじりじりと上っていくにつれ、サフィーネは夢中で首を振った。首しか、もう自由に動かせるところがないから。あと少しで膨らみを上りつめるというとき、ラシードは身動きできないサフィーネを見下ろして、満足げに低い声で笑った。

「美しい王女様、あなたは今夜、俺のもの。この痕は──もう永遠に消せない」

　餓えた唇が近づいてくる。桜色に色づいた小さな頂いただきを貪むさぼろうと。そうされたら、悪霊に心まで穢けがされてしまうような気がして、サフィーネの頰を涙が流れた。

「やめてぇ……、あなたなんか大嫌いぃっ!!」

　心が凍りつきそうに痛む。瀕ひん死しの小鳥のような声の響きに、ラシードはハッとしたように動きを止めた。

　サフィーネは夢中でその身体を押しやった。胸元を搔き合わせ、小さな赤い徴しるしの残る肌を覆い隠す。破れた上着と一緒に落ちていたラシードの青目の魔除けを拾って、投げつけた。

「あなたなんかラシードじゃない！　ただの魔物よ……！」

　溢れて止まらない涙を両手でぬぐいながら、サフィーネは薄暗い廊下へと飛び出した。







「しくしくしくしく……」

　泣きながら、サフィーネは迷路のような王宮を彷徨さまよっていた。真夜中の王宮は静まり返り、自分の足音とすすり泣く声だけが響く。

　泣きやもうと思っても、涙が止まらない。喉を震わせる嗚お咽えつも止まらない。

　薄暗い廊下を夢中で歩き続けると、そのうちどこかおかしな細い通路に入ってしまった。

　気にもせず進むと、奇妙な徴しるしのついた扉の前に辿り着いた。

「ひっ、な、なな何者だっ!?」

　青ざめた門番が、槍を構えて聞いた。サフィーネは涙をぬぐって顔を上げた。門番たちはその顔に明かりを近づけて、ホッと息をついた。

「ああ、シャリーヤ様！　驚かさないでくださいよ～。うっかり幽霊かと──」

「こら、失礼なことを言うでない！　どうかなさいましたか？」

　年上の方の青い目の門番は、サフィーネに真っ白いハンカチを貸してくれた。

「ありがとう。大丈夫よ」

　究極の鼻声で答える。門番は、何か短い魔法の言葉を唱となえて、快こころよく扉を開けてくれた。

　中から、むせかえるような薔薇の香りが漂った。

　涙でかすむサフィーネの視界いっぱいに、不思議な白い明かりを放つランプの並ぶ、幻想的な薔薇園が広がった。





[image: ]






　ルシータには、気にかかっていることがある。

　サフィーネに「スコップ男！」と呼ばれていた銀髪の青年、アルディームのことだ。

　ついさっき、今夜の最後の仕事──真夜中の月騎士たちの渡りに最上階で歌をうたってきたのだけれど、まだアルデイームの黒馬は繫がれていた。たてがみに、ルシータのあげたリボンが結ばれていたから間違いない。月神やその騎士たちの目に留まらないように神殿の裏側だったのはよかったけれど、問題なのは、アルディームがまだこのバベルの塔の中にいるということだ。

　夜半の見回りの仕事をサボってしまって──。

　アルディームが本来いるはずの隊列の先頭には、見かけるたびにルシータが「ちょっと怖い」と思う冷れい厳げんな美貌の騎士がいた。

　無断で「渡り」の仕事をサボったらどうなるのか、ルシータの胸にざわざわと暗雲が湧く。

　歌っている最中に、代理で旗を掲げる長髪の騎士と目が合ったのだけれど、その瞬間、思慮深げな青い目が、やけに冷たく細められたような気がしたのだ。

　なんだか怖かった。青年は無言で過ぎ去っていったけれど、ルシータの秘密の恋を見透かされたような──このあと悲劇が起きるような気がして。

　部屋に戻ってきたルシータは、小悪霊のアルディームを袋から出して話しかける。

「月騎士のアルディームは、どうして真夜中までに牢から戻って来られなかったのかしら？　サフィのお兄さんは王宮に着いたのに。もしかして、一人でまだ乱闘中？　それとも迷子？　……様子を見に行った方がいいかしら？」

「キュウ！」

　悪霊アルディームは、陰気な牢屋の雰囲気が気に入ったのか、戻りたそうな顔をしている。ルシータは、とりあえずドレスを脱ごうと衣い装しよう簞だん笥すに向かった。

「ルシータ、無事か!?」

　その時、気にかけていた本人が扉を開けて飛び込んできた。どんな凄すさまじい喧嘩を繰り広げていたのか、上着もシャツもボロボロだ。お気に入りのスコップもなくしてしまい、髪も悪霊みたいに乱れている。いつも堅苦しいくらいの服装をしている人が、胸元や肌を露出していたため、ルシータは目のやり場に困った。

「あ、あたしは無事だけど──あなたこそ大丈夫？」

　アルディームの胸元や顔には、打だ撲ぼく痕こんや擦すり傷きずがたくさんあった。彼はルシータに駆け寄ると、青い目でじっと見つめる。傷一つなく無事なのを確かめると、突然ぎゅっと抱き締めた。

「お前が無事ならいい。あいつらは、お前を殺すと脅したんだ……！」

　もしかして、それで彼は大暴れしていたのか？　だとすると、勝手に一人で上がってきてしまったのは申し訳なかった、とルシータは心から反省した。

「ごめんなさい。月女神様のために歌わなきゃって思って、必死で先に上がってきちゃったの。あなたもお仕事があったのに、置いてきてしまってごめんなさい。でもどうしてサフィのお兄さんと一緒に上がってこなかったの？」

「あの黒髪か。あいつは裏切り者だ！　突然、前触れもなく俺に襲い掛かってきて──背中を預けていたから、油断していた。意識を取り戻すのにしばらくかかった」

　──たぶんサフィーネの兄は、仲ちゆう裁さいに入ろうとするザイドの配下の兵士たちに気づいて、乱闘をやめる気配のないアルディームを殴ったのだろう。

「怪我はしてない？　いろんなところが痛そうだわ」

　手当てするとか、せめて水で冷やしてあげるくらいはしたかったけれど、アルディームは抱き込んだルシータを離す気配がない。

「大したことはない。俺が寝ている間に、神官が下へ手たな治ち癒ゆ呪じゆ文もんをかけたようだ。それより──真夜中に歌ったのだろう？　誰が旗を持っていた？　額ひたい飾かざりをつけた奴か？」

　ルシータは頷いた。

「ええ。長い銀髪で、あなたよりずっと神様っぽい感じの人」

　ち、とアルディームは舌打ちした。

「やはり、あいつか……」

「あの、もしかしてすごく怒られる？　こんなことしてないで、急いでおうちに帰った方がいいんじゃ……」

「──もう手遅れだ」

　短い言葉に、ルシータは慌てた。抱き締められた腕の中で、身をもぎ離そうと暴れる。

「どうしましょう！　もしかしてあなた、クビになったりするの!?」

「それはないだろう。説教されるだけだ」

　と言ったものの、アルディームの表情は険けわしい。いつも左手に嵌はめている黄金の指輪をじっと見つめると、聞いたことのない呪文を呟き始めた。ルシータが難しい旋せん律りつの歌をうたうときのように、注意深く不思議な言葉を唱となえている。

「──これを持っていろ」

　何をしているのだろうと見守っていたルシータに、彼は無む造ぞう作さに指輪を手渡した。

「えっ!?」

　その指輪は、ルシータがいつもとても素敵だと憧れていたものだった。彼が大切にしていた指輪。それを押しつけられ、ルシータは不安も忘れて、鼓動が急に高鳴るのを感じた。

「こ、これって……！」

「貸してやる。これは俺のお気に入りだから、次に会った時に必ず返せ。面倒がらずに、ちゃんと元あった場所に嵌めろよ」

「……返すの？」

　指輪といっても、結婚の約束だとか恋人への贈り物だとか、そういう甘いものではまったくなかったようだ……。ルシータは呆ぼう然ぜんとしつつ、その意味を理解しようと人間離れした綺麗な顔を見上げる。アルディームはとても真剣な顔をしていた。

「どこまで効くかわからんが、お守り程度には使えるはずだ」

「お守り……？」

　呟くと、お守り袋に住む悪霊アルディームが、耳元で「キュウ？」と鳴いた。

「──いや、保険みたいなものだ。杞き憂ゆうならいい。いかにあの兄でも、俺たちの関係を一目で見抜くことはなかろう。一度くらい仕事をサボっただけなら、なんとでも言い訳できる。……しばらく、こうして会いに来ることが難しくなるだけだ」

　名残なごり惜おしそうに、アルディームはルシータの艶つややかな髪を撫ぜた。

　──会えなくなるから、その間、彼の大切な指輪を貸してくれる？　形かた見みのように？

　形見。なんだか不吉な言葉に、ルシータの胸の奥底で得体の知れない不安がうごめいた。けれど、真しん摯しな眼差しで自分を見つめる恋人の言葉を信じたかった。

「分かったわ、これを持ってしばらくあなたを待ってる。……本当にごめんなさい。あたしが無理を言って、早い時間に来てほしがったせいよね」

　いつもは真夜中の見回りを終えてから遊びに来るアルディームだったが、今夜はルシータが望んだため、夕方から真夜中までの間、塔に降りてきていたのだ。

　──バビロンで石いし工くをしている兄のカファルに、恋人として引き会わせようと思ったからだ。残念ながら、兄は急な仕事が入ってしまい、それは果たせなかったのだけど。

「いや、それは違うぞ。誰のせいかといえば、剣もろくに使えぬ身で立ち回ろうとしてドジを踏んだあの金髪女が悪いんだ。先せん陣じんを切り開くのは俺の特技なのに、人間ごときにお株かぶを奪われた。挙あげ句くに牢屋行きだ！　あいつさえいなければ、絶対に間に合っていたのに」

　いつも月騎士たちの先頭を駆けている青年は、不満そうに言った。何なん人ぴとたりとも俺の前を走ることは許さん、と言いたげな顔つきに、ルシータは少し笑った。
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　──夜が明けて昨夜の暴挙を後悔しても、もう後の祭り。

　あの後ラシードがどうしたかと言えば、一人悠ゆう々ゆうと寝たのである。

　ぼんやりと記憶はある。女に逃げられて、追いかけるのも面倒だし身体は疲れていたから、再び倒れ込むようにして眠りに就いた。

　朝になって思い出してみれば、「疲れてたので不機嫌でした、すみません」では済まない、とんでもないことを王女にしたと気づき、愕がく然ぜんとした。

　お前を抱いて、兄に自慢するなど。

　子供でも口にしないような酷い台詞だ。挙句に、本当に押し倒そうとした。

　自分のあまりの幼よう稚ちさに絶句する。サフィーネが逃げ出すのも当然だ。

「ラシードなんか大嫌い！」

　別れ際に投げつけられた台詞が、胸に蘇よみがえる。

「最低だな……」

　枕元にあった魔除けの切れた紐を結び直し、首にかける。これを身につけていれば、あんな酷いことはしなかっただろうか？　──いや、おそらく同じだったろう。王女は彼にとってとても愛いとおしい娘で、同時に、憎い王権の頂点にいる者。その人に本気の自分の心をさらすとき、いくら魔除けを身につけていたって、己おのれの醜い憎ぞう悪おの半面を隠すことなどできはしなかった。

　でも、彼女が泣くほど嫌がる前に正気を取り戻すことは、できたかもしれない。

「──探し出して、謝らないと」

　王女に姉妹がいると聞いたとき、本気で思った。二人で駆け落ちして、共に暮らせる未来があるのかもしれないと。もちろん、そう簡単なことではないと知ってはいたが、可能性は零ゼロではないと感じた。

　だけど、そんな望みももう砕け散った。

　馬鹿な自分自身の手で、砕いた。

　王女様が、こんな野や蛮ばんな男を許すはずがない。自分でも抑えられない魔物を心に飼っている男のことなど。そうでなくとも、あの人はお化けが大嫌いなのに。

「初めて愛した人に、『大嫌い！』か……」

　細い首筋をさらして泣いていたサフィーネを思い出すと、胸に深い痛みが走る。大嫌いと言われた自分の痛みよりも、愛する人をそう言わせるほど追い詰めてしまったことへの痛みの方がずっと大きい。

　自分なんて、人を愛する資格はないのかもしれない。せいぜい、この憎しみの悪霊と仲良く一緒に、地獄に落ちる日まで生きていけばいいのだ。
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　上品な薔薇の香りに包まれて、ぐっすりとサフィーネは眠っていた。

「──王族でもない方が、この秘密の薔薇園で眠っているなんて……もしかしたらこの方は、薔薇の妖精さんかしら？」

　柔らかな女性の声が、サフィーネの頭の周りで聞こえる。

「ねえあなた、起きて。どうして薔薇の茂みで眠っているの？」

　上品に肩を揺さぶられ、ゆっくりと重たい瞼まぶたを開く。とうに日は昇のぼっていた。

　サフィーネは、薔薇園の一角、蔓つる薔ば薇らが豪勢に絡からみつく東あず屋まやの中で、大理石の長なが椅い子すから身を起こした。馥ふく郁いくと香る薔薇を背景に、長い金髪に白い肌の少女の顔が目の前にあった。

「シャリーヤ姫──？」

　直感した。夢見がちな紫の瞳は、サフィーネより少し年下のようにも見える。髪を下ろしたまま丁寧に編み込んだ艶つややかな金髪に、優美な白いドレス。

　胸が懐かしさで一杯になる。大好きな母によく似た面おも差ざしの少女は、誰に言われなくとも絶対にシャリーヤ姫だと思った。

「まあすごい！　あなた、わたくしの薔薇そっくりの紫色の目をしているのね！　とても綺麗……！　しかもわたくしの名前を知っているなんて、あなたは本当に薔薇の妖精さん？」

　無邪気な言葉と共に、鮮やかな紫色の瞳が喜びにキラキラ輝き出す。お姫様の純真さに、サフィーネは微笑んだけれど、静かに首を横に振った。

「残念だけど、私はただの人間よ。シャリーヤ様を、お迎えに来たの」

　シャリーヤはまじまじとサフィーネを見つめ返した。サフィーネは、とうとう見つけた本物のお姫様の前に立ち並んだ。

　二人は身の丈も同じくらいで、長い髪の色も同じ金髪。偶然なのか華きや奢しやな体つきまで似ている気もする。事情を知らない人が見たら、きっと姉妹に見間違えるような外見だ。

　──本当に、双子の姉妹だったらよかったのに。自分もお姫様に生まれられたらよかったのに。サフィーネの胸にチクリと痛みが走る。その切なさを隠して、王女の前に膝を折った。

「私は、ずっとあなた様の身代わりを務めていたサフィーネです。魔術師ファールーンの命令で、あなた様をお迎えに参りました。どうか、カラタスのお城にお戻りください」

「まぁ──……」

　眩暈めまいを起こしたように、ふらっと王女様は倒れそうになり、サフィーネは慌てて支えた。急な事態に驚いているらしいシャリーヤ姫に、どう説明しようかと寝起きの頭で考えていると、

「しくしくしくしく……」

　前触れもなく、本物の王女様は顔を覆って泣き始めた。

「シャリーヤ様、どうして泣くの？　私、何か傷つけるようなことを言った？」

　サフィーネはおろおろした。シャリーヤは、そっと頰の涙をぬぐい、悲しげな大きな紫の瞳でサフィーネを見た。

「帰りたくないの……」

「どうして？」

「運命の恋が、ここでわたくしを待っているからよ」

　突拍子もない答えに、サフィーネは啞あ然ぜんとした。

「運命の、こい？」

「初めてこの塔に連れてこられた時のことを覚えているわ。『一緒にカラタス城に帰りたい、お母さまの所に戻りたい。見知らぬ街に一人で置いていかれるのは嫌』と泣くわたくしに、魔術師は古いおとぎ話を語ってくださったわ……。

　悪い魔法使いによって、因とらわれの塔に閉じ込められた王女様は、やがて必ずそこから救い出してくれる王子様と、運命的な恋をするのだと。その言葉だけを信じて、わたくしはずっと生きてきたの。ああそれなのに、お迎えに来た方が女性だったなんて……！　しくしく……」

「あ、あのね、シャリーヤ様。それはきっと、ちょっとした喩たとえ話だと思うの。小さいあなたがあんまり泣くから、魔術師はそういうおとぎ話を例に挙げて──」

　いやいや、とシャリーヤは長い髪を揺らして首を振った。

「そんなの嫌っ！　わたくし、迎えにいらっしゃるのは絵物語のような素敵な王子様だと信じていたのよ！　見事な白馬に乗り、輝かしい金髪は薔薇の蔓のようにくるくると巻き、神聖な青い瞳をして、わたくしたちは一目で恋に落ちるの……」

「青い目って……これじゃだめ？」

　サフィーネは自分の首にかけた「青い目の魔除け」の首飾りを外して見せた。

「これは、その魔術師ファールーンが十年かけて──」

「そんな不気味なもの、いらないっ。……ああ神様、お助けください。帰りたくない……！」

　不気味といえば、不気味なお守りだ。普通のお姫様の反応は、こういうものなのかもしれない。サフィーネは、泣き崩れるお姫様を宥なだめるべく、必死に頭を巡らせた。

「そうだわ！　シャリーヤ様、今思い出したんだけど、お迎えは私だけじゃないの。一緒に男の人も来たのよ！　彼、真っ白い美しい馬に乗っていたわ！　王子様じゃないけれど、半分貴族の出身でね、とっても凜り々りしいの。シャリーヤ様がお嫌なら、残念だけど……」

　カラタス城を出発した当初のラシードの姿を、微妙に誇こ張ちようして言ってみる。お城を出た地点では、ラシードは間違いなく白馬に乗っていた。

　けろっと王女は泣きやんだ。

「まあ、そうでしたの!?　サフィーネ、もっと早くそれをおっしゃって！　ではその白馬の王子様が、わたくしの運命の男性ですのね！」

　朝露をのせた薔薇の花のように可か憐れんな眼差しで、シャリーヤ姫はにっこり微笑んだ。

　王子ではないけれど、そう遠くはないラシードの生まれを思い出し、サフィーネの胸がズキリと痛んだ。

「──ええ。きっと……そうだわ」

　声に出すのは、胸が痛かった。みずみずしい咲きかけの薔薇のようなシャリーヤ姫と、ラシードが運命のような恋に落ちるのかもしれないと思うと、胸がさらに痛んだ。この綺麗な本物の深しん窓そうの姫君を見れば、ラシードの心だってすぐに動いてしまうだろう。

「どんなお方なの、その方は？　見蕩れるような美男子で、ラピスラズリのような青い瞳に輝く金髪？　優しくて、心が温かくて、どんな困難にもめげない太陽のようなお方？　わたくし、歌や芸術にも秀ひいでた優雅な立ち居振る舞いの貴公子様がいいわ！　ねえ『彼』について早く教えて！」

「えー……えっと……髪の色はね──うーん……」

　サフィーネは返答に困った。

　ラシードは黒髪で、華やかな巻き毛などではない。しかも、性格は生き真ま面じ目めで、歌をうたうところなんて見たこともない。挙あげ句く、今は半分悪霊になりかけている。──正直にそれを話したらきっと、王女様はそんな人じゃ嫌っ！、とまた大泣きし始めてしまう。

　なんとか騙だましとおそうと、サフィーネは秘密めいた笑みを浮かべた。

「それは、出会ってからのお楽しみよ。さあ一緒に、その人の所に行きましょう！」

　手を差し伸べると、シャリーヤ姫は嬉しそうにその手を取った。

「──あっ、そうだわ！　サフィーネ、少しだけ待っていてくださる？　わたくし、さっきドレスに泥を飛ばしてしまって。せっかく王子様にお会いするなら、着替えをしなくては！」

　シャリーヤ姫は小さな染しみの飛んだドレスの裾すそを、上品な仕し種ぐさでつまんで見せた。

「そのくらいなら平気じゃない？　別に気にするほどじゃ……」

「駄目よ！　素敵な王子様の前では、お姫様も最高の姿でいなくては！　わたくしが大事に育てた可か憐れんな薔薇たちを見て、少しだけ待っていて。──わたくしを置いて、一人で行ってしまっては嫌よ！」

　ついさっきまで「帰りたくない」と泣いていた王女様は、正反対のお願いをすると、薔薇園を駆け抜け、その奥に造りつけられた小さな館やかたに入っていった。







「本当に綺麗な薔薇……」

　サフィーネは、赤や黄色に桃色や白、珍しい紫色に咲き誇る美しい薔薇を見つめて呟いた。こんなに美しい薔薇を育てるシャリーヤ姫はすごいと思う。

「だけど、あのシャリーヤ様と旅をするの、ラシードは苦労しそう……」

　サフィーネと違って、とても優雅な性質のようだから。

　──ラシード。

　今頃、どうしているだろう。もういつもの口うるさくて優しいラシードに戻ってくれただろうか？

「朝になって、太陽の光を浴びただろうから、元どおりになってないかしら……」

　そう信じたい。眩まぶしい太陽の光は、どんな悪霊も封じ込めてくれると。

「あ、そうだわ。あの歌をうたってみればよかったのかも。──ラシードが踊りだしたらびっくりするけど、でも逃げ出さなくてもなんとかなったかもしれないわ」

　一人になると、頭に思い浮かぶのは彼のことばかりだ。あんな酷いことをされかけたのに──ますます忘れられない。

　あんな風に心が二つに裂けるまで、追い詰められた彼のことが。

　その苦しみを減らす方法が何かないのかと、考えずにいられない。

「ラシード……」

　もし自分が本物の王女で、それを手に入れることでラシードの心が安定するのならよかったのに。ラシードの中の悪霊は、贋物王女のサフィーネなんか見向きもしないだろう。それどころか、騙されていたと知ったら怒って切り殺してしまうかもしれない。

「どうしたらいいの……」

　残り時間はあとわずか。今日一日だけ。

　その間に、どうしたら彼の心を救えるのだろう？　家族で殺し合うなんて悲惨なことをさせないために、自分に何ができるのだろう？

　咲き乱れる紫の優美な薔薇を眺めながら考えていると、小さな雷のような音が聞こえてきた。低くて深い朗ろう々ろうとした音色──天の騎士たちの角笛の音だ。

　もう正午なのだ。サフィーネは音に惹ひかれるように、塔の外周にあたるテラスに出て、晴れ渡った素晴らしい青空を見上げた。

　ふっと好奇心が湧いた。

「こんなに高い所にいるんだから、もしかしたら噂の天空騎士の姿も見えるんじゃない？」

　彼らはそろって、見るだけで得した気分になるような超絶美形だという。せっかくここまで旅してきて、バベルの塔に登ったのだ。それくらい見たって罰ばちは当たるまい！

　サフィーネは身を乗り出し、東の空から列を作って駆けてくる、雲のような白と太陽のような黄金を纏まとった五人の騎士たちを凝ぎよう視しした。

　先頭にいるのは、豪ごう奢しやな黄金の旗を掲かかげた騎乗の青年だった。翼のない真っ白い天馬の上できりりと背筋を伸ばし、美しい角度で旗を掲かかげて、先陣を切って駆け抜けていく。少し遠いが、とても華やかな笑顔に、生きる喜びに溢れた眼差しはびっくりするようなハンサムだった。騎士たちが乗っている白馬も皆、愛馬だった疾風に優るとも劣らぬ立派な体つきをしている。

「悔しいけど、とっても魅力的な馬たちだわ。あんな素敵な馬なら、疾風のお婿むこさんにしてあげてもいいくらい」

　馬好きのサフィーネも唸うならせるような名馬だった。その後ろにいたのは、贅沢な金細工で飾られた戦車を操る青年で、こぼれるような金髪の巻き毛に長ちよう槍そうを握っている。甘い顔立ちに微笑を浮かべ、下界に手を振るようにして──……。

「うそっ！」

　サフィーネは叫んだ。──二人目が不細工だったから、ではない。

　その男の顔を、サフィーネはよく知っていたからである。

　かつて、カラタス国で出逢った黒牛の騎士・アスガールだった。天上においてなお輝くような金髪巻き毛に、へらへら笑った顔。自称・微笑の貴公子。

　絶対に間違いない、大国の使者だというのに地図も読めないあの金髪青年だ！

「アスガール──っ!!　ちょっとあなた、何してるのよ──っ!?」

　サフィーネは、肺から息を振り絞るようにして怒ど鳴なった。アスガールは辺りを見回し、バベルの塔から思い切り手を振っているサフィーネを見つけると、先に行くようにと仲間に合図し、白馬と戦車を操って軽やかにサフィーネの目前まで降りてきた。

「これはサフィーネ様！　お久しぶりですね。あー、今日も大変ご機嫌麗うるわしく～、らららー」

「なんであなた、こんなおかしな所にいるの！　しかもこれ、シリウスじゃないっ！　私、ヘンな夢見てるの!?」

「ああ～～人生は夢～、儚はかなくぅそして美しき～、ひと時のーるるるー」

　サフィーネは、満面の笑みの青年の顔を思い切りはたいてやりたい気分になった。

「あのねアスガール、私はとっても真剣に訊いているのよ……」

「まあそう驚かずに。わたくしは毎日ここにおりますよ。サフィーネ様こそ、よくここまでいらっしゃいましたね。──はっ!!　もしや、やはり我が太陽王にお輿こし入いれしたいと思い直されて、塔に登っていらっしゃったのですか!?」

「え？　……太陽、王？」

　そうだ、確か、彼の仕える主は、太陽王と呼ばれる実にお天気な王様だと聞いていた。けれど、もしや……、その「太陽王」という名称は、いわゆる比ひ喩ゆ的表現ではなくて、本物の──。

　サフィーネは、眩まぶしすぎてその実際の姿を見ることもできない、輝く太陽神を見上げた。

「あなたもしかして、あそこにいる、た、太陽の神様にお仕えしているの……？」

「はい」

　金髪の騎士は、にこにこしながら頷いた。サフィーネはその返答に腰が抜けそうになった。

　かつてアスガールが誇らしげに言った言葉が胸に蘇った。

　──我が王は、この世に存在しているだけでありがたいのです！　大気は澄み渡り、水面みなもはきらめき、植物はすくすく育って、小鳥は喜びを歌う。どんな絶望した人間でも、その輝くお姿を一目見るだけで生きる希望が湧いてくる尊いお方なのです──。

　噓ではない。というか、いっそ噓であってほしかった……。

　サフィーネに求婚していた相手が、地上の人間ではなく、大国の王どころか、神様だとは！

　気が遠くなって倒れかけたサフィーネを、アスガールが逞たくましい腕でしっかりと抱きとめて、少し心配そうに聞いた。

「貧血ですか？　足元がふらついていらっしゃいますが──」

「説明してよーっ！　私と結婚しようとしてたのって、神様なの!?」

「はい。あー、では一曲、我が王を讃たたえる歌を捧げましょう。わーれーらが、輝くー光の王ー。世界を照ーらーす……」

「いやあああっ！」

「あ、ご心配なく。我が王は、サフィーネ様とのご結婚を白紙撤回されました。地上の人間の純真な心を弄もてあそんで悪かった、と反省しておいでです。ですからどうぞ、ラシードとの甘い駆け落ち生活をこれからもお楽しみください！」

　サフィーネは、返事に詰まった。

　ラシードと、駆け落ちなんてしてない。──それどころか、今日でお別れなのだ。

「この数カ月で、我が主の恋もどうやら一歩前に進まれたご様子なのです！　とっておきの贈り物をなさったところ、愛するお方がほんの少しですがお優しくなりまして……それで、今日もあのように笑顔で、世界を照らしてくださっておいでなのです」

　アスガールは、眩しすぎて白はつ光こうにしか見えない丸い太陽を振り返る。目が痛くなるばかりのあの丸い光の中心に、上機嫌で微笑んでいる貴人がいるのだろうか。

　サフィーネは、もう自分の足で立っている気力を失った。アスガールの腕に身を任せ、呆然と呟いた。

「やっぱりね。何かおかしいと思ったのよ。絶対、ヘンな人と結婚させられるって思ったんだから……」

　ヘンという分類に入るのかどうかはともかく、やはりまともな縁談ではなかったのだ。

　脱力するサフィーネの耳に、喜びに満ちた少女の声が響いた。

「──運命の出会いを神様に感謝するお祈りをしていたら、すっかり遅くなってしまったわ。サフィーネ、どちら？　テラスなの？」

　明るい空色のドレスに着替えたシャリーヤ王女が、最高の笑顔を浮かべて薔薇園の奥から現れた。サフィーネを軽く抱きとめていたアスガールは、何なに気げなく声の主を振り返った。

「ああっ！」

「まぁ！」

　二人は同時に声を上げ、アスガールは手にした槍やりを落とし、シャリーヤ姫は目を見開いた。

　サフィーネは、抱きとめているアスガールの胸が、打たれたように大きく跳ねたのを感じた。

「おお、なんと美しい女性だろう……まるで光の化け身しんのようだ……」

「いま、わたくしの胸に雷いかずちが走ったわ……。神秘的な青い瞳に、心を縛りつける鎖くさりのごとき見事な巻き毛……間違いないわ、この方こそわたくしがずっと探し続けてきたお方よ！」
















　二人は、瞬きも忘れたようにじっと見つめ合った。サフィーネはアスガールの腕から離れ、火花を散らすような熱い眼差しの男女に、お互いを紹介した。

「アスガール、あのね、こちらは本物のシャリーヤ姫。カラタス国の王女様なの」

「おお、お二人はご姉妹でしたか！」

　それは違うと説明すると長くなるので、サフィーネはとりあえず否定しなかった。

「シャリーヤ姫、この人は、太陽の神様の従者をしてる騎士で、アスガールっていうの」

「神様の──？　ど、どういうこと？　カラタスからのお迎えではないの？」

　シャリーヤはまた泣きそうな顔になった。

　──うっかり間違った人に恋をしてしまったと、悟って。

「そう、言いにくいんだけど、この人じゃないのよ……。この人は、ただの通りすがりで」

　サフィーネが説明しかけると、王女様の美しい両目に涙がみるみる溢れた。

「なんてこと！　残酷な運命！　ああどうしましょう、サフィーネ！　わたくしが恋してしまったのはこのお方なのに……！」

「今、なんと言いました？　わたしの空耳ですか？　あなたも、わたしに恋をしたと……？」

　初めて見るような真剣な顔つきで、太陽騎士アスガールはシャリーヤ姫を見つめた。

「はい、そのとおりですわ」

　アスガールは感動したかのように王女に向かって腕を差し伸べ、ひしと抱き締めた。

「おお、奇跡のようだ！　わたしも、あなたの美しさに心を奪われてしまいました。こんな気持ちは生まれて初めてだ──。神の怒りを買い、地の底まで逃げてもいい。いや、どこかの愚かな男のように、落馬して下界で死んだことにしてしまえばいい！　神王に噓をつき、焼き殺される羽目になったとしても、わたしはあなたと共に生きていきたい……！」

　力説するアスガールと胸の中の王女様を、サフィーネは目を丸くして見つめていた。





[image: ]






　──どこをどう探しても、サフィーネが見つからない。

　廊下ですれ違う少女たちに声をかけても、歌姫の兵士たちに尋ねて回っても、子供好きな母親を思わせるアミーラというふっくらした世話係の女性に訊いても、誰もサフィーネの姿を見ていないと言う。

　ラシードの焦りは、時間と共に膨ふくれ上がっていった。

　もうあと話を聞いていないのは歌姫ルシータくらいだが、折り悪く何か大きな催もよおしを控えているらしく、いくら待っても戻ってこない。

　イライラしながら待っていると、アミーラが「日没や月の昇りの前には、歌のお仕事で最上階に行かれますから、その時を狙ってみては？」と助言してくれた。

　そして、日も沈み月つき星ほしも昇り、ようやくバベルの塔の最上階から降りてくるルシータを捕まえることに成功した。

「すみません、歌姫様。サフィが行方不明で、朝からずっと探しています。どこに行ったかご存知ありませんか？　彼女の行きそうなところに、心当たりは？」

「あら、サフィのお兄様」

「ラシードです」

「サフィがどこかに消えちゃったの？　──もしかして薔薇園を探しに行ったのかしら……」

　ルシータが綺麗な声で呟いた言葉に、ラシードは眉根を寄せた。

「薔薇園ですか？」

　サフィーネと薔薇。……あまりご縁がなさそうだ、とラシードは思った。魚好き、馬好き、小銭好きなのは知っているが、薔薇なんて優雅なものを好んでいたとは初耳だ。

「そうよ。そこにサフィのお姉さまがいるかもしれない、ってあたしが言ったから」

「！　サフィーネの、姉……!!」

　彼女が言っていたもう一人のカラタス王女！　本当に王宮の薔薇園にいるのか！

「そうだわ、サフィに会ったら伝えておいてくれる？　大神官様たちがサフィの受験を認めてくださったの！　会場は、このままだと塔の最上階になりそうなんだけれど……これからもう一回お願いしてみるわ。今から、国王陛下の晩ばん餐さんの席で歌うように言われているから」

　どうやら、月が昇った後も、ルシータ姫はまだまだ忙しいようだ。

「受験とはなんですか？　会場とは？」

　ルシータの言葉には、分からないところが多い。歌姫は笑顔で教えてくれた。

「サフィのお姉さまのいる薔薇園はね、王様の秘密のお庭の中でも特別だから、簡単には入れないの。それで、明日行われる歌姫試験にサフィにも参加してもらって、会場を薔薇園に変更してもらおうと思ったのよ！　王様はいいっておっしゃるんだけど、神官様たちがゴネていて……」

「サフィーネが歌姫の試験？　王様の前でうたうんですか？　冗談でしょう！」

「あら、サフィの歌はとっても素敵よ！　是非たくさんの人に聞いてもらわなきゃ！」

「……素敵？　……あの妙な歌が？」

　ラシードは首を傾かしげた。うたうと、悪霊たちの百ひやつ鬼き夜や行こうが始まるあの不気味な歌のどこが素敵なのだろうか。特殊な歌だというのは認めるが、ルシータのような愛らしい娘が「素敵！」と目を輝かせる種類の褒め言葉は絶対に似合わない。

「すみませんが、その薔薇園がどこにあるか教えていただけませんか？」

「ええ、今から地図を描くわ。ちょっと待ってね──」
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　愛し合う太陽騎士アスガールとシャリーヤ姫は、カラタス国へ駆け落ちすることになった。

　天の騎士であるアスガールは、神様の命令で結婚することや恋人を作ることが許されておらず、シャリーヤ姫と生きていくには仕事も故郷も捨てて駆け落ちするしかなかったのだ。

　二人がカラタス国を目指す。

　──サフィーネとして、なんの問題もない。問題なのは、アスガールが地図を読めない男で、暗くなるとすぐに眠くなる悪あく癖へきがあり、旅には向かないということだけだ。

「ラシード……。今頃、私のこと、探してるかしら……？」

　サフィーネはシャリーヤ姫の荷造りを手伝いながら、昨夜の別れを思い出して顔を曇くもらせた。あの状況では、とてもじゃないが自分の秘密の告白なんてできなかった。逃げるしか、身を守る方法はなかったと思う。けれど、彼にだけ秘密を告白させて、自分の秘密を隠したままであることに、心が痛む。

　戻って、彼に真実を伝えなくてはならない。

　……だが、もうすぐ夜が来る。

　シャリーヤ姫が「絶対に株分けして持って行くわ！」と宣言した薔薇の鉢植えを手伝い、山のようにあるドレスを四苦八苦しながら畳たたみ、物もの置おきから地図を探し、王女様の侍女のように一生懸命働いているうちに、日は沈んでしまった。

　また悪霊が活発に動き出す時刻になった。

　……今夜、ラシードのそばに戻ると、またあの恐ろしい悪霊が出てきてしまうかもしれない。

　サフィーネは小さく震えた。また悪霊ラシードと対面するかと思うと、怖かった。

「ねえシャリーヤ様、一晩ここに泊めてもらえないかしら？」

　アスガールは日没と同時に寝てしまったので、二人で夕食をとりながらサフィーネは頼んでみた。シャリーヤ姫は快こころよく承諾してくれた。寝る前になると、大きな白い枕を持ってサフィーネの部屋を訪れ、熱心に祖国の話をせがんだ。

「サフィ、カラタスでのお話を聞かせて！　母上様や父上様はお元気？　わたくしに弟か妹はいるの？」

　何も知らずににこにこ微笑む顔を見て、サフィーネは胸が痛くなった。彼女に話さなければならないとても大切な告白を、無意識のうちに回避していたことに気がついた。

　カラタス王妃ファーティマの死を。

「あのね、シャリーヤ様。──カラタスに戻ったら、まず真っ先に明けなし森の魔術師ファールーンの庵いおりに行ってほしいの。場所はラシードが知っているから」

「ラシードというのはどなた？」

「……私の、好きな人よ」

　あなたの従い兄と妹こよ、とも言おうかと思ったけれど、気がつけば素直にそう答えていた。

「まあ、あなたにも特別に想う男性がいらっしゃるのね！」

　嬉しそうにシャリーヤははしゃいだ声を上げたけれど、サフィーネの表情は硬いままだ。

「……どうかなさったの？」

　白い羽枕を抱き締めたシャリーヤ姫は、サフィーネのベッドの端に腰掛けた。

「私の恋は、シャリーヤ様みたいに上手くはいかないから。私たちは──」

　もうすぐさよならなの。二つの国に別れて、きっと二度と会うこともないわ。

　あまりに胸が痛くて、言葉に出すことはできなかった。サフィーネは気持ちを切り替えようと、大きく首を振った。

「私のことはいいのよ！　それより、大切なことなの。魔術師の庵に、シャリーヤ様にどうしてもお会いしたいっていう方がいて、あなたの帰国を待ちわびているの！」

「まあ、それはどなた？」

「──王妃様よ」

「母上様が？　どうして森の中なんかにいらっしゃるの？」

　不思議そうなシャリーヤに、サフィーネは一つ深呼吸してから、真実を伝え始めた。

「王妃様はね、六年前に重い病気でお亡くなりになったの……。でも、成長したあなたの姿を一目見たいと思って、悪霊になってあなたの帰りを待ちわびているのよ。だから──お願い。その姿を、真っ先にお母様に見せてあげて。悪霊の姿から、解放してあげて」

　本物の王女様の前で、孤児のサフィーネが王妃様を「お母様」と呼ぶのは失礼かもしれない。だから気をつけてそう呼ばないようにしていたのに、気がついたら母と呼んでいた。

「お願い。私じゃ、絶対に叶えてあげられないの……」

　サフィーネの瞳が潤うるむ。サフィーネのことも娘のように思っている、と王妃様が言ってくれても、これだけはどうしてもサフィーネには叶えてあげられない願いごとだ。

「まあ……わたくしのせいで母上様が悪霊に？　……なんてこと……」

　シャリーヤも言葉を失った。それでも、ずっと母と離れて育ってきたシャリーヤは強かった。ずっと甘やかされて育ち、大好きだった母を思い出して、涙を零こぼすサフィーネの髪を優しく撫ぜて慰なぐさめた。

「大丈夫よ、サフィ。わたくしに任せておいて！　必ずファールーン様のところへ行って、母上様の悪霊には天に還かえっていただくわ。だから──泣かないで」

「うん……ありがとう」

　サフィーネは涙をぬぐって、シャリーヤ姫と固く手を握り合った。母そっくりの優しい顔立ちのシャリーヤは、細い腕でサフィーネを抱き締めた。

「優しいサフィ。母上様のために泣いてくださるのね。──わたくしたちは姉妹よ。血は繫がっていなくても、同じ母を持っているのだから姉妹だわ！」

　王女様の言葉を聞いて、サフィーネはとても嬉しく思った。

　明日には別れて二度と会うことはできないかもしれないけれど、でも、世界のどこかに姉妹がいると思えば、一人でも心強く生きていける。サフィーネはもう、孤独じゃない。

「シャリーヤお姉様……！」

　見た目は幼いのに、芯は頼たのもしいシャリーヤに甘えて思い切り抱きつきながら、サフィーネは「ここまで頑張って旅してきてよかった」と心から思った。
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　ルシータの描いてくれた宮殿の地図を片手に、ラシードは狭い通路を歩いていた。

「──でも、薔ば薇ら園えんに入ろうとして、無茶はしないでね」

　最後にルシータから忠告された言葉が耳に蘇よみがえる。

「門番には、神官の訓練も受けた青い目の特別兵がいるの。鍵じゃなくて、呪文で開かい錠じようする扉だから、普通の人は絶対に入れないのよ」

　そう言われてしまうと、ラシードも従うほかない。何しろ、自分は宗教のない国から来た平凡な兵士だ。神官の能力を持つ兵士と戦うのは不ふ得え手てである。

　美しい星空の見える空中庭園が途中にあったが、ラシードは心こころ惹ひかれることもなく通り過ぎた。また細い通路を通り抜け、やがて、冠かんむり鷲わしに似た王家の紋章が刻まれた扉の前に着いた。

「すみません、金髪の少女を探しています。サフィーネという紫の瞳の少女なんですが、ここに来ませんでしたか？」

　扉は、赤い制服の二人の兵士に守られていた。ルシータの言ったとおり、一人は水色の目で、もう一人は茶色の瞳だ。この青目の年かさの門番が、扉を開く力を持っているのだろう。

「知らぬな」

　青目の門番は無表情に言った。

　ラシードはサフィーネの手がかりを探し、二人の反応をじっと見つめた。

「薔薇園の管理人によく似た容よう姿しの少女なんですが」

「──えっ!!」

　若い方の門番が素すっ頓とん狂きような声を上げ、茶色の瞳を動かし先輩を見た。

　思い切り、心当たりがあるようだ。

「知らぬ。この王宮に滞在されている以上、貴き殿でんは国王陛下の賓ひん客きやくとして歓迎されし者。しかし、ここは貴殿に許された扉ではない。戻られよ」

　中に何があるのかを口に出すこともなく、年長の門番はラシードを追い払う。ラシードは素直に扉に背を向け、途中にある見晴らしのよい庭園へと足を運んだ。散歩を楽しむための庭園は夜も明かりが入っており、少し柄がらの悪そうな青年貴族たちが、何やら談だん笑しようしている。

「あの驚きようからして、サフィが薔薇園にいるのは間違いない。だけど俺は中に入れない……となると、彼女が出てくるのを待つしかない、か」

　澄みきった星空を見渡して、ラシードはため息をつく。カラタスで見る何倍も多くの星が、あたりに散らばっている。天の世界はすぐそばにあり、めいっぱい手を伸ばしたら星までつかめそうな幻想に陥おちいる。

　だけど実際は、決して届かないのだ。手を伸ばしすぎて、塔から落ちて死ぬのが関せきの山やま。

　まるで自分の恋心のようだ、と思った。

「サフィーネ……」

　もうきっと、ラシードの顔も見たくないと思っていることだろう。

　投げつけられた「大嫌い」という言葉と、傷ついた光を宿した涙目が、何度も胸に蘇る。取り返しのつかない昨夜の光景が、ラシードの心を苛さいなむ。

「俺はあなたが王女でなく、ただの村娘でも好きになっていました。──あなたの輝きの前に、恋に落ちずにはいられなかったでしょう」

　サフィーネそっくりの、淡い紫色の星に向かって語りかける。けれど、星はチカリとも瞬かない。ラシードなんか無視して、澄まして輝いている。

　灼やけるような焦しよう燥そうが胸を襲い、ラシードは側にあった大たい樹じゆの幹みきを殴りつけた。

「どうしたら、もう一度本物のあなたに会える……!?」
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「じゃあシャリーヤ姉様、私は行くわね。午後になったら、荷物を持ってアスガールと歌姫のいる棟まで来てね！」

　夜が明けて、サフィーネは紫の花の咲き乱れる薔薇園を後にした。

　すがすがしい朝の空気に包まれた王宮は美しかった。外周を囲むように緑の木々が植えられ、美しい庭園を作っている。白大理石の床には長い影が伸び、庭園回廊の角には一つずつ小さな噴ふん水すいがある。

　竜の足跡のような優美な形の葉っぱをたくさんつけた樹が生おい茂り、その合間を、貴公子にエスコートされてお姫様が散歩をしていたり、早起きそうな白はく髪はつの大臣が歩いていたりする。

　前に通ったときは夜中だったし泣いていたので、辺りの景色まで注意が向かなかったが、よく見ればここはとても美しい場所だった。

　周囲の景色を眺めながら、ラシードのいる建物に向けて庭園の隅を歩いていると──キラリ、と視界の隅すみに銀色に輝くものがあった。

　サフィーネは不思議に思って近づき、それが何か分かると声を上げて驚いた。

「わぁ、お金だわっ！」

　見慣れた一シュケル銀貨が、無造作に庭園の芝しば生ふの上に落ちていたのだ。こんな所にお金が落ちているなんて、誰かの落とし物だろうか？

　サフィーネは、「もしかして昨夜自分が落としたものかもしれない！」と慌てて財布を開いてみたけれど、ちゃんと自分の三シュケルは入っていた。

　ではこのお金はなんだろう？

　首を傾かしげた時、向かいの樹の根元にも、キラリと光るものを見つけた。

　近寄ってみると、それも一シュケル銀貨だった。夢かしら？　と思い、端っこを齧かじってみたけれど、本物のようだ。

「バビロンには、お金のなる樹が生えているのかしら……？」

　珍しい形の葉っぱの木々の庭園を見回す。

　そうだとしたら、なんて素晴らしい庭園だろう！　けれどそんなの、あまりにも都合がよすぎる気がする。──もしかして、誰かのお財布に穴が開いている？

　サフィーネは近くにいた高官らしき人物に近づき、お金を見せて訊きいてみた。

「──なんと！　わしがそのようなはした金を持ち歩くように見えるのか？」

　サフィーネは思い切り睨にらまれてしまった。

　金銀の縫ぬい取られた上等の服に、宝石つきの杖つえを持った高齢の役人は……たしかに、お金をたくさん持ち歩くより、宝石を持ち歩く方が好きそうだ。

　辺りにいる他の令嬢や紳士を見ても、皆そうである。

　ということは、これは拾った分だけサフィーネの貯金にしてもいいのだろうか!?

「やったわ、ただで二シュケルも拾っちゃった！」

　なんて今日は幸運なのだろう！　幸運ついでに、もしかしたらもう一枚くらいどこかに落ちていないかと、意地汚く樹の周りを見回す。

　……みつけた。

「あっ！　ここにも！　──あそこにも！　きゃあ！　今度は半分シュケルだわ！」

　時折、一シュケルより小さいお金も交じっていたが、まったく気にせずサフィーネは拾い続けた。一枚拾ってはぴょんと次に飛びつき、また次の一枚に飛びつく。

　お金につられてぴょんぴょん飛び跳ねていくうち、辺りの景色がだんだんと人ひと気けのない、朝日の当たらない裏側部分に導かれていくことも知らずに……。

　気がつけば、行き止まりの物置きらしいところに辿たどり着いていた。水みず遣やり用のバケツとか、掃除用のホウキなんかが置いてある。

「もうおしまい……？」

　素敵な〝お金の小こ路みち〟も、終点のようだった。

　最後に、少し大きめの見たことのない銀の硬貨が落ちている。初対面だけれど、ちょっと偉そうな豹ひようの絵が刻んである。

　両手に小銭たちを握り締め、大きな硬貨をじっと見つめながらサフィーネは立ち上がった。人の気配もしなかったのに、突然、背中越しに二本の腕が絡からみついた。

「──可愛い兎うさぎを捕まえた」

　耳元で聞こえた声にサフィーネはびっくりして飛び上がりそうになったが、がっしり捕まえられて身動きできない。必死に小銭を握り締めたまま暴れるが、いまいち力が出ない。

　落としてしまうともったいないので、とりあえず小銭を胸元に詰めて隠した。

「まさか、こんな簡単な罠わなでお姫様が捕まるなんて。試してみるものだな」

　聞き覚えのある声でなければ、サフィーネはもっと焦っていた。でもそれは、ここまでずっと一緒に旅してきたラシードの声、そしてその腕の温もりだった。

　振り仰あおいで見ると、頭上にあったのはやっぱりラシードの顔だった。まるで、徹夜でもしたように疲れた顔をしていたけれど。

「ラシード!?　罠って何！」

「あなたを捕まえるために。あなたはきっと、俺を見たら逃げるだろうと思ったから。

　──王女様、あの夜の乱暴はどうかお許しください。俺は狂っていた……。あんな言葉は噓です。兄に自慢したくてあなたを抱きたいだなんて。俺は、本気であなたを愛してます。同じ想いを返せなんて贅沢は言いません、でもそのことだけは信じてほしいんです──」

　懺ざん悔げに満ちた声だったが、朝から耳元で聞くには刺激が強すぎた。いきなり密着されて、耳元で愛しているなんて言われると、サフィーネは恥ずかしさで一杯になった。

「あ、あの、まずは手を離してくれない？」

　さもないと、ドキドキしすぎて頭がまともに働かない。

「駄目です。手を離したら、あなたはまた逃げていってしまう。今度別れたら──もう永遠に戻ってこない気がする」

　そんなことないわよ、と言いかけ、サフィーネはラシードの言うことが事実だと気づいた。

　今から、お別れの話をして、永遠のさよならが待っているのだ。

「……心配かけてごめんなさい。あの夜のラシードが、ちょっとおかしかったのは私にも分かるわ。怒ってない。それよりも、あの続き……私の秘密も、聞いてほしいの」

　怒っていない、という言葉を聞いて、ラシードは少し腕を緩ゆるめた。サフィーネが向き直ると、本当ですか？　と問うようにラシードがじっと見つめていた。

「本当よ。全然怒ってないの。それどころか、私の告白を聞いたら、あなたの方がきっと怒るわ。ラシード、あのね──私、国王様の娘じゃないの」

　勇気がなくならないうちにと、早口で言った。

　ラシードは眉を寄せて、突然おかしなことを言い始めたサフィーネの真意をはかるように、顔を見下ろした。

「あなたの従い兄と妹こでもない、そもそもカラタス人ですらない、赤の他人なの。王女様の身代わりをしていた、替え玉なのよ」

「突然なんの寝言を──？」

「寝言じゃないわ。私たち、魔術師の家に行ったでしょ。そこで、王妃様の悪霊に会って、ファールーンに教えられたの。か弱い本物の王女様は、悪霊から命を守るため、十年以上も前に聖なるバビロンに預けられたって。この十年間、お城で王女様として我わが儘まま三ざん昧まいで過ごしてきた女の子は、ファールーンが旅の帰り道にバビロニアの貧民街で拾った、ただの孤こ児じの女の子だったって」

　ラシードは目を見開いていた。

「信じたくなかったけど、お母様に──王妃様にも実の娘じゃないって言われちゃったから。本物のシャリーヤ様が気がかりで悪霊になっちゃった、なんて知ってしまったから……。どんなに嫌でも、この街まで旅をしなくちゃならなくなったの。

　だけど、大切なものをどんどんなくしていく旅路がとても辛つらくて、途中で逃げ出しかけたりもしたけど、とうとうここまで来て、私は本当の王女様を見つけたわ。カラタス王家のシャリーヤ姫を」

「まさか……噓でしょう？」

　ラシードの声は、掠かすれていた。

「……だったらよかったんだけど。全部本当なのよ……」

　そんなに衝撃を受けた顔をされると、サフィーネの方も辛くなってくる。

「馬鹿な──」

　驚きに立っていられなくなったのか、ラシードは近くにあった物もの置おきの壁に寄りかかった。

「ラシード、今までずっと騙だましていてごめんなさい。最後のお願いがあるの。王宮の薔薇園に、本物のシャリーヤ姫がいるわ。アスガールと一緒に。お昼になったら歌姫のいる棟まで来てくれるように頼んであるから、あの二人を連れてカラタスに戻ってほしいの！　二人は出会った瞬間恋に落ちて、駆け落ちすることになったのよ！　すごいでしょう？」

　サフィーネは、精一杯分かりやすく、そして明るく説明した。片手で頭を押さえて項うな垂だれていたラシードは、突然我に返ったように叫んだ。

「嫌だ！　俺の王女はあなただ！　シャリーヤなんて女は知らない！」

　その勢いに、サフィーネは笑った。

「何言ってるのよ。私は孤児。もともと身寄りのないバビロニア人よ。あなたが『命をかけて守れ』って命令された相手は、私なんかじゃないわ」

「違う──こんな馬鹿な話があるか！　俺をからかって騙すつもりですね!?　俺なんかに惚れられて追われても鬱うつ陶とうしいだけだから、一人で国に帰そうと！　そんな作り話、信じない！」

　ラシードは大声で叫び、サフィーネを強く胸に抱き締めた。

「ちょ、ちょっとラシード！　噓なんかついてないってば！」

　必死の力に背骨が折れそうだ。苦しくなって暴れたが、ラシードは力を緩ゆるめようとはしない。

「誰が国になど帰るものか！　絶対に俺は帰らないっ!!」

「それじゃ困るわ！　アスガールは方向音痴だし、シャリーヤ様と二人だけだったら絶対また道に迷っちゃう！　あなたがいないと、国家存亡の危機なのよっ！」

「どうしても俺を国に帰したいなら、あなたも一緒に来ればいい！　そうしたらお望みどおり、カラタスでもどこでも連れて行ってあげますよ！」

「無理よ──私は帰れない」

「どうして！　カラタスはあなたの故郷だ！　あなたはあのお城の主人だ!!」

　ラシードは吼ほえるように叫んだ。サフィーネは静かに首を横に振った。

「お姫様ごっこは、もう終わったわ。私は、名もないバビロニアの孤児。騎士の娘ですらない私は、カラタス城には一歩も入れない。戻れないのよ」

　サフィーネの言葉にラシードは奥歯を嚙かみ締め、吐き捨てるように言った。

「身分なんて！　人が他人を支配するために作った下らないルールに過ぎない！　そんなものに縛られてあなたを守れないなんて……！」

　ラシードは声を嗄からして叫んだ。

「どうして俺は、半端者フアキールになんて生まれたんだろう。もしも宰さい相しようの嫡ちやく子しとして生まれたら、そんな決まりは撤てつ廃ぱいしていたのに！　俺にはその力がない！　あなたを手に入れる力がないのは諦めがついても、あなたを守る力も持たないなんて……っ！」

　それだけは諦めがつかないと言うように、ラシードは夢中でサフィーネを抱き締める。命をかけて守りたいのに、とその腕や全身が言ってくれているようだった。

　苦しいくらい抱き締められて、サフィーネは胸が熱くなった。

　嬉しい、と思った。

　ラシードは、目の前にいるのがお姫様ではないと知っても、変わらずサフィーネのことを大切だと思ってくれたのだ。相手が孤児の女の子でも、王女様だと信じていた時と同じくらい、愛情を寄せてくれるのだ。

　それだけでもう、ほかの悲しいことや辛つらいこと全部、帳消しにできるくらいに嬉しかった。広い胸に頰を寄せて、宥なだめるようにラシードの背中を撫ぜた。

「心配しないで。私、この日のためにちゃんと貯金もしておいたもの。それに、あなたに教えてもらって働けるようになったから、大丈夫。週に五シュケルも稼かせげるんだから！」

「たったそれだけじゃ、あなたワーキング・プアだ……」

「それなに？」

「──生きていけません」

　悲ひ愴そうな顔でラシードは言う。サフィーネは顔をしかめて否定した。

「そんなことないわ！　高級な魚なんてもう食べないもの。つつましやかに暮らせば、充分生活していけるわよ！」

「あなた、俺をどんなに薄はく情じような男だと思ってる？　あなたが、好きな魚も食べられずにやせ細って暮らしてるかと思うと、夜も眠れない──。お願いです。辛いかもしれないけど、俺と一緒に国に帰ってください。バビロンで奴隷一歩手前のひもじい生活なんてさせられません。話を聞けば、王様だって分かってくださいます」

　それにはきっぱりと、サフィーネは首を振った。

「ずるいことはしたくないの。一度始めたら、欲望にはきりがないもの。どんどん王女様の持ち物が欲しくなっちゃうわ。妬ねたんで、卑ひ屈くつになって──嫌な女になる。ねえラシード、あなた大事な仕事があるんでしょ？　あなたが毒飴事件の書状を持って帰らないと、カラタスとバビロニアが戦争になっちゃうかもしれないんでしょ。だから──あなたは帰らなきゃ」

　ラシードは苦しげに顔を歪ゆがめた。

「私ね、バビロンの戦争孤児なの。戦争で、両親や家族を亡くして独ひとりぼっちになって、死にかけたのよ。……だから、私のこと愛してるって言ってくれるなら、国に戻って。私の二つの故郷を、戦場にしないで」

「──くそ！」

　拳こぶしを固く握り、壁に叩きつけてラシードは叫んだ。

「あなたを支えることだけが、俺の望みなのに！」

　無力感に苦しむラシードの瞳を、美しいと思った。

　心からサフィーネのことを心配してくれる心が、嬉しかった。サフィーネも腕を伸ばし、その身体を抱き締め返した。微笑ほほえんで言った。

「ありがとう──。あなたと出会えてよかった」

「どうして笑えるんです？　あなた、空白の未来しかないのに」

　理解できない、という苦しげな顔でラシードが問う。

「あなたのことが大好きだから。ラシード、いま分かったわ。私も、心からあなたを愛してる。そのあなたが、こんなにも私を想って心配してくれることが嬉しいの。王女様じゃない私でも、受け入れてくれたことがとても嬉しいの。もう私はそれで充分。この人生であなたという人に出会えて、ひと時でも心を交わし合えただけでも、もう一生分の幸せを手に入れたわ……。だから笑うのよ」

　泣きたいくらいに幸せだ。

「大好き」

　もう一度言って、背伸びした。ラシードの首に肩に手をかけて、その唇に軽く唇を重ねた。

　突然の口づけに驚いたラシードの身体から、力が抜けた。

　まるで〝北風と太陽〟みたいだと思った。愛情はどんな腕力よりも強く、その前では誰もが戦う力をなくす。

「今まで孤児の女の子に優しくしてくれてありがとう。私がいると、あなたが帰れなくなっちゃうみたいだから──さよなら！」

　綺麗な緑色の瞳を覗のぞき込んで言うと、寂しさを振り切って、するりとラシードの胸を抜け出した。美しい空の青と、木々の緑の広がる素晴らしい景観の空中庭園を駆け抜ける。大事な小銭が一枚、胸元から転がり落ちたけれど、振り向かなかった。

　振り向いたら、必死で追いかけてくる腕に捕まってしまうから。
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「くじら、くじら、くじら～。くじらーをたべーるとー」

　王宮の大門を潜くぐり抜けたサフィーネは、のどかな晴天の下、外周回廊を下へと降りていきながらぼんやりと口ずさんでいた。初めて愛した人にもらった魚模様の櫛くしで、乱れた金髪を丁寧にすきながら。

「なみだ、なみだ、なみだー。なみだーがー出ちゃーうよー」

　とりあえずの目的は、ずうっとこの坂道を降りていって宿屋に預けた牛・アスガールを引き取ることだ。それから……その後はどうしたらいいんだろう？　関所を越えたら、もうこの上層には戻って来られないだろう。牛飼いになろうと決めてはいるものの、どうしたらいいのかさっぱり思い浮かばない。

　でも、とりあえずの貯金もあるし、牛のアスガールもいることだし、なんとかなるはず！

「いたぞ、あそこだ！　中央街道を下に向かっている！」

　王宮の上から、男たちの叫び声がした。

　まさかそれが自分のことだとは思わなかったので、サフィーネはかまわずゆっくりと街道を下り続けた。

　ラシードと王女様のいる王宮が、だんだんと遠ざかっていく。

「そこの娘、止まれっ！」

　後ろから、兵士の乱れた足音と叫び声が聞こえた。サフィーネは辺りを見回した。街道には、行きかう立派な馬車や騎上の貴族・役人の姿はあるが、歩いている娘はサフィーネしかいない。

　どうやら、自分のことらしい。

　振り向くと、ものすごい形ぎよう相そうをした青い制服の兵士たちが、猛烈な勢いで追いかけてきていた。

　サフィーネは慌てた。

　どうしよう、何か分からないけれど、ものすごく怖い顔をしている！　ラシードがサフィーネの捕ほ獲かくを頼んだのかもしれないし、ここはとりあえず逃げるべきだろうか！

「待てっ！　ルシータ様に恥をかかせる気かッ！」

　先頭の兵士に怒った顔で叫ばれ、サフィーネは逃走しかけた足を止めた。

「ルシータ？　あっ、そういえば、その制服！」

　国王の兵の赤い制服ではなく、歌姫に仕える青い制服だ。

　──そういえば、ルシータにお礼も言ってないし、事情を説明もせずに飛び出してきてしまった。親切にしてもらったのに、とても失礼なことをしてしまった。

　サフィーネは後悔して、兵士たちが追いつくのを待った。

「ええと……ザイド？」

　見覚えのある近この衛えを見上げて、名を呼ぶ。兵士はサフィーネに駆け寄ると、問答無用で抱き上げた。

「きゃあっ！」

「候補者を確保した！　すぐにそちらに戻る！　娘には、湯ゆ浴あみ・着替えが必要！　アミーラに連絡し、すぐさま準備を整えろ！」

　他の兵士たちが敬礼して、「ハッ」と返事を返す。なんの説明もないまま、歌姫の近衛頭を務めるザイドは、サフィーネを抱き上げて全力疾走を始めた。坂道を駆け上がり、今出てきた王宮に戻っていく。何がすごいって、その走りが牛よりも速いことだ。

「あ、あのっ！」

　下手に喋しやべると、舌を嚙んでしまいそうになる。暴れようにもあまりにも猛スピードで、振り落とされたら軽く骨折くらいはしそうだ。ついでに坂道を転げ落ちてうっかり馬車に轢ひかれたら命まで危あやうい、と思うと身じろぎもできない。

「候補者が見つかったぞ──っ！」

　他の兵士が叫んだ言葉で、ようやくサフィーネは理解した。

「もしかして、歌姫試験……？」

　サフィーネの問いに、必死の形相で走るザイドが鼻息荒く頷うなずいた。

「無む論ろん！　昨日一日、ルシータ姫はあなた様を名簿に追加してもらうため、必死に大神官の方々を説得して歩かれたのです！　その特別推薦の候補者に棄き権けんされては、ルシータ様の名誉は地に落ちます！　そうでなくとも庶民のご出身のため、一部貴族の反発も根強いのですから!!」

　青春を感じさせる熱い眼まな差ざしでザイドは叫んだ。

　そんなに一生懸命ルシータが力をかけてくれているとは思わなかった。親切にしてもらった挙あげ句く、お礼も言わないどころか、勝手にいなくなって、とんでもない大迷惑をかけてしまうところだったと知り、サフィーネは感謝と申し訳ない気持ちで一杯になった。

「ごめんなさい──私、頑張って歌うわ！」

　こうなったら、最低でもルシータの恩に報むくいられる程度には歌をうたわなければならない。また王宮に戻って、うっかりラシードに見つかってしまったら困るけれど、そのときはそのときだ。







　アミーラに手伝ってもらい、サフィーネは歌姫として恥ずかしくないよう身なりを整えた。

「歌姫様からご伝言ですわ。『結局、試験会場は塔の屋上になっちゃったんだけれど、選ばれた歌姫たちのお披ひ露ろ目めをする晩ばん餐さん会かいには、薔薇園を貸してもらえることになったの！』だそうですよ」

「ルシータ……ありがとう」

　サフィーネは、嬉しくなった。もうシャリーヤ姫には会えたのだけれど、ルシータの気持ちがとてもありがたかった。

　バビロンへの旅は、辛いこともたくさんあったけれど、優しい人たちにもたくさん出会えた。お城の奥深くにこもって、血筋正しい貴族の人たちだけと言葉を交わして生きるより、ずっと有意義な生き方ができたと思う。

「はい、お化粧も出来上がり。次はティアラですね。どれをお使いになりますか？　お嬢様のお好きなものを選んでくださいね！」

　アミーラは、輝く宝石のティアラをずらりとサフィーネの目の前に並べた。

　最高級のキラキラした美しい宝石たちが目に入ると、胸が痛くなるほどの懐かしさを感じた。

　これは歌姫のための宝石──ということは、推薦してくれているルシータ姫が普段使っているものだろう。色とりどりの美しい額飾かざりを眺めていると、自分が王女様として過ごした夢の時間を思い出して、甘いような切ないような、複雑な気分になった。

　どれもこれも、最高級の宝石だった。孤児の女の子には夢みたいな。

　一番小さな、清楚な宝石の髪飾りを選んだ。

　──本当のお姫様じゃない自分には、これで充分。過分なくらいだ。

　それでも額に輝く宝石を載せれば、王女だったときの気持ちが胸に湧き上がってきて、背筋が伸びた。今日こそ、本当に最後のお姫様の一日。

　ふわふわした太陽の色のドレスに、宝石と絹の手袋をつける。耳飾りの重さに、耳たぶが痛いわと内心悩むのも、今日が最後。

「さあ、行きましょう」

　サフィーネは、胸を張ってアミーラに微笑みかけた。







　青い制服の兵士たちの先導を受けて、サフィーネはバベルの塔の最上階へ登った。

　ちょうど太陽神が渡りを行おこなう時刻だったので、試験は一時中断され、強く輝く光の塊かたまりに向かってルシータが歌を捧げているところだった。

　ルシータ姫の歌は素晴らしく伸びやかで、ついサフィーネも聞き惚ほれてしまった。

　太陽神が満足げに通り過ぎていくと、眩しすぎて何も見えなかった最上階の様相がサフィーネの目にも見えるようになった。

　太陽と月を祀まつった二つの神殿の間に華やかな舞台が設置されていて、その前に並べられた長椅子に王族・貴族と、耳の遠そうな大臣諸氏、そこに座りきれずに立って歌を聞いている神官たち、一列に並んでいる歌姫候補生たちの華やかな姿があった。

　もう、残っているのはサフィーネだけのようだ。

　──待たせてごめんなさい、と視線でルシータに謝る。ルシータは微笑み、頑張って、と言うように小さく手を振った。

　サフィーネは花のような裳も裾すそをたなびかせて、さっきまでルシータが歌っていた舞台に向かう。その時、視界の端に、階下から兵士に導かれて階段を駆け上がってくる男性の姿が映った。

　──ラシードだ。

　その黒髪の姿を見つけて、サフィーネの胸に幸福感が広がった。

　今日、世界で一番綺麗な格好をした。その姿を、愛する人に見てもらえた。

　こんな衆しゆう人じん環かん視しの中なら、ラシードだって無理矢理サフィーネを捕まえることはできないだろう。それなら、最後に世界で一番素敵な歌をうたって、彼の記憶に残りたい。

〝昔、王女を騙かたる孤児の女の子と出会った。あの子は偽にせ者ものだったけれど、本物のお姫様みたいに綺麗な子だった〟と、いつか思い出してもらえればいい。

　サフィーネは居並ぶ国王陛下や王族・大貴族の皆様に優雅にお辞じ儀ぎすると、胸に手を当てて歌をうたい始めた。

　これまで以上に心をこめて、何度もラシードに聞かせた「悪霊がいなくなる歌」を。







「──娘、面白い歌をうたうな」

　サフィーネが歌い終わって礼をすると、胸に響く温かい美声が感想を述べた。

　ついさっき塔を通り過ぎたはずの太陽神がわざわざバベルの塔まで戻ってきたのだ。

　戻ってくる太陽神を生まれて初めて見た国王、神官、貴族に兵士たちまでもが、一様に慄おののいて絶句していたが、サフィーネは神様に向かって膝を落とし、気品溢れる仕し種ぐさで挨拶をした。

　太陽王は眩しすぎて、とても顔は上げられなかったが──、一度は婚約した相手だと思えば、そう緊張もしない。いざとなれば「遊ばれて捨てられたぁ！」と脅おどしてやるだけだ。

「それはわたしが戯たわむれに作った悪霊避けの歌にそっくりだ。地上の民に教えた覚えはないが、どこで知った？　そなたは天上の民たみなのか？」

　本当に不思議そうな神の声こわ音ねに、サフィーネは少し面白くなった。

「いいえ。太陽王様の青い目の御み使つかいに、教えていただいたのですわ」

　お姫様のふりをして、お上品に答える。顔を俯うつむけていても、目が痛い。この輝きを毎日そばで見慣れているアスガールが、ちょっとした薄闇でも目が見えなくなるのも当然だ、と思った。

「青い目の使者……？　はて、覚えがないが」

「まあ陛下！　数カ月前にカラタス国に使者を送ってくださったことを、忘れておしまいになられたのですか？　悲しゅうございます……！　私は、あなたが以前、妻にしてくださるとお約束なさった、下界の花嫁ですのに」

　どんな反応をするだろうかと楽しみにしていると、太陽王はハッと息を吞み、悩ましげな唸うなり声を出した。浮うわ気きがばれた、世間の男性たちと何も違わない動揺ぶりだった。

「──あーもしや……そなた、わたしを追ってきたのか？　我が花嫁になるために……？」

　もちろんですわ、と言ってやったら、彼はどんな顔をするだろう。でもさすがに神様をそこまでからかうのは罰ばち当あたりだろうか。

　サフィーネが俯いたまま考え込んでいると、花嫁が泣きそうになったと思ったのか、太陽王は慌あわてた声で言った。

「待て！　言わずともよい！　実はな、わたしには愛する姫君がいるのだ……。そなたの気持ちは嬉しいが、なんとしても娶めとることはできぬ！　そなたの心を傷つけたことは、このとおり謝るから、ここは何も言わずに父ちち君ぎみのところへ帰ってくれまいか……！　そ、そうだ、代わりに願いを一つ叶えてやろう。どうだ？」

　予想外の贈り物をもらった気分で、サフィーネは嬉しくなった。騙しているみたいでちょっと心苦しい気もしたけれど、今しか頼めない大切なお願い事もある。

「では、あなたの騎士アスガールをその任から解き、地上で生きることをお許しくださいませ」

　愛する姉妹とその運命の恋人の幸せを願い、サフィーネは言った。

「──うん？　昨日、渡りの際に落馬したと報告を受け、長に調査を命じたところだが……あやつは生きているのか？　一体、下界で何があったのだ」

「彼は、わが姉と恋に落ちて地上から離れられなくなったのです」

「なるほど……不吉なことだ。この天地を繫ぐ塔が出来たからか、天界の者が下界に落ちてかなわぬ。これで何人目だ？」

　神王は不満そうな呟きだった。けれどサフィーネは負けなかった。

「陛下も落ちてごらんになれば、大地の魅力が分かりますわ。大地こそ、すべての者を引き寄せて離さぬ女神。私はいまだ独り身ですから、いつでも隣に落ちていらしてくださいませ」

　本当にこんな眩しい人に落ちてこられたら、夜は眠れないし目は痛いし、時間は分からなくなるし、とても困るのだけれど。

　少し目が慣れてきたのか、長い金髪の太陽の王がゆったりと首を振ったのが分かった。

「残念だが。千年冷たくあしらわれようと、我が姫を忘れることはできぬ。──アスガールで許せ。カラタスへの婿むこ入いりを許す」

「ありがとうございます、世界で最も輝くお方」

　サフィーネは深く頭を下げ、去っていく太陽の神を見送った。







　ほどなくすべての審査が終わり、次々と、歌姫に選ばれた少女たちの名前が呼ばれ、輝く金髪に真っ青な瞳のバビロニア王の前に進み出ていった。

　貴族の家の娘の、ヤスミン・アルハムド姫。歌姫の学校に通っていたというシーリーン・アークレック姫とライラ・リャバーニ姫。男爵家の令嬢ジェミラ・ムサハル姫。神官だったという娘、マルヤム・ビン・ユジャーニ姫。

　これで、五人。ルシータの他に選ばれる歌姫は六人だから、あと一人だ。

　縋すがるように大神官を見つめている他の娘たちや、その後こう見けん人にんの貴族・神官たちとは違い、サフィーネの胸の中は静かだった。

「最後のバベルの歌姫──」

　神官の声が、朗ろう々ろうと塔の最上階に響く。

　きっとこの声を、後ろで兵士と一緒に立っているラシードも聞いていることだろう。

「バビロン出身のサフィーネ姫」

　苗みよう字じがなかったので、名前だけが呼ばれた。

　選ばれた──バビロニアの、神々に仕える歌姫に。

〝サフィーネ姫〟と、大神官は呼んだ。ずっと身代わりを務めてきたシャリーヤ姫ではなく、バビロンの孤児だった女の子を、お姫様に選んでくれた……。

　サフィーネはその場に立ち上がり、皆に向かって挨あい拶さつをした。自分の名を呼んでくれた、魔術師ファールーンにも似た高齢の大神官の顔を見ると、旅の初めを思い出して胸が熱くなった。

　あの魔術師の庵いおりで、自分が本当は王女様じゃないと聞いたとき、サフィーネは泣き叫んだ。

　これまでの自分が全部失われるように痛くて苦しくて、どうしたらいいか分からなかった。なんとかして、お姫様に──貴族に戻ろうとズルをしてあがいたこともあった。

　けれど、そんな必要はなかったのかもしれない。

　今、この天に最も近い場所に立ち、そう思う。

　この旅をしながら、サフィーネは大事にしていたものをたくさんなくした。けれど、なくしたものは全部、手に入れ直してきた。

　宝石のティアラの代わりに、心のこもった特別な櫛をもらった。

　絹のドレスは失ったけれど、母が心を込めて縫ぬってくれたワンピースを何枚ももらった。

　気き紛まぐれな婚約者を失ったけど、本当に心を傾かたむけてくれる恋人と出会えた。

　親友の馬はいなくなったけど、姉妹と思い合える大切な人を見つけた。

　王女様ではなくなったけど、今ここにお姫様になってほしいと選んでくれた人たちがいる。しかも、カラタスよりもずっと大きな国の王様たちや貴族たちが！

　これが人生なんだ、と思った。

　大切なものをなくして、先が見えない不幸の連続、いつ終わるとも知れない闇に、辛かったり苦しかったりすることもあるけれど、いつだってそれで終わりじゃない。

　失って終わりじゃない。諦めずに前に進み続ければ、きっとまた手に入れられる。

　もっと新しくて、もっと自分に似合うものを。必ず手に入れることができるから。

「全員、ローデ王陛下の前に並ぶがよい」

　神官の言葉に従い、新しい歌姫たちが金髪の国王の前に並ぶ。

　歌姫の筆頭はルシータで、一番最後はサフィーネだ。その場所に立つと、兵士たちと一緒に並んでいるラシードの姿も見えた。啞あ然ぜんとした顔で、サフィーネを眺めている。

　サフィーネは小さく笑った。

　なんて間の抜けた顔をしてるんだろう！　サフィーネが受かったことが、そんなに意外だったのだろうか？

　国王が一人一人に小さな宝テイ冠アラを授け、激げき励れいの言葉をかけていく。

「──サフィーネ姫よ、そなたの歌は素晴らしく堂々として、目を瞠みはるものがあった。太陽神がお戻りになられたことには、私も驚いた。それでも声一つ乱さず、最後までうたい切ったその胆たん力りよく──まるで神々にも劣らぬ貫かん禄ろくであった」

　高貴な深い青色の瞳をした若きバビロニア王が、サフィーネをこれでもかとばかりに褒め讃たたえてくれる。王の前に跪ひざまずいたサフィーネは、笑顔で言葉を返した。

「ありがとうございます。──世界の中心たる大バビロンの国王陛下に、過分なまでのお褒めのお言葉をいただいたこと、生涯忘れません」

　もしこの姿を、悪霊になった母が見てくれたとしたら、きっとまた、サフィーネが旅立つと決めた時のように、誇ほこりに満ちた表情をしてくれるだろうなと思った。

　授与式を終えて立ち上がると、ラシードももう驚いた顔をしていなかった。誰よりも熱心にサフィーネに拍手を送ってくれている。サフィーネがにこりと微笑みかけると、少し困ったように──寂しそうに微笑んだ。
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　バベルの塔最上階から見下ろす下界は、何もかもが小さかった。布を広げたような緑の森に、白い岩山、きらめく蛇へびのような河か川せんに、真っ青の海。

　目を細めれば、小さな鳥たちの群れが見える。

　どこまでも続く大地は、とても美しかった。

　ラシードはため息をついて、すぐ隣で海を眺めているお姫様を振り返った。

「まさか、こんなことになるなんて」

　見るだけで抱き締めたくてたまらなくなる美しい娘は、大国バビロニアの宝石に選ばれてしまった。

「バベルの歌姫なんて。これじゃ、とてもじゃないけどあなたを攫さらっていけない──バビロニアの兵士たちに殺されてしまう」

　本音を言うなら、たとえ殺されることになろうとも、盗み出したい気持ちで一杯だけれど。

　──彼女はそれを望まないだろう。

　金色の髪を風になびかせ、今までで一番王女様らしい表情をしている。自分への自信と、誇りと、未来への希望に満ちた若き歌姫サフィーネ。

　それを潰つぶすことなんて、できはしない。

「……」

　ラシードはサフィーネに向き直り、輝く金の髪や、紫の瞳、ふっくらした頰や花びらのような唇を、一つずつ目に焼きつけるように見つめた。

　言葉が出てこない。

　おめでとうと、言ってあげたいのに。

「なんて顔してるのよ、ラシード！　これでもう安心でしょ。私は、今日からバビロニアのお姫様なんだから！　安心して国へ帰っていいわよ。私、大好きな魚を毎日だって食べてやるんだから！」

　サフィーネは笑顔で言ったけれど、どこか寂しそうな目をしている。ラシードは、その淡い紫の瞳を見つめ、花びらのような繊細なドレスの前に跪ひざまずいた。

「サフィーネ姫。お願いがあります」

「だめ──っ！　絶対、あなたはカラタスに帰らないと駄目なんだからーっ！」

「分かっています。それとは別のお願いです」

　サフィーネは、薄い紫の瞳を不思議そうに瞬しばたたいた。

「俺はこれからカラタスに戻り、あなたに相応ふさわしい男になるよう、性しよう根ねを入れ替えて働きます。暗殺なんて後ろ暗い仕事はもうしない！　陛へい下かの失しつ策さくで国が危険に陥おちいるなら、それを支え守れるような賢けん臣しんとなればいい。父がそれを諦あきらめるなら、俺がそうなります。これからは、兄や父の言葉に盲目的に従うだけではなく、本当の意味で祖国とディルダリヤ家の繁栄のために、自分で考えて最善を尽くします。そして必ず騎士位以上に出世しますから──俺と結婚してくださいませんか」

「えっ」

「騎士の妻なら、お城に入れる。サフィーネ姫、約束します。あなたをきっと、あの城に連れて行く──俺の妻たる貴婦人として。胸を張ってカラタスの国王陛下の御ご前ぜんに連れ帰ります」

「わ、私、もう一度……お父様に会えるの……？」

　繰り返すサフィーネのふっくらした唇は、小さく震えていた。

「神々に誓います。それがいつになるかは、残念だけどお約束できません。でも必ず戻るから、待っていてほしいんです。その日まで、あなたの高貴な心を他の誰にも与えることなく」

　ラシードは、言葉を失っているサフィーネの左手を取り、薬指の場所に唇を押しつけた。

「あなたはとても美しいから、いくらでも求婚する貴公子はいるでしょう。たかが騎士位なんてと鼻で笑うような伝統ある家柄の大貴族も、もしかしたらカラタス出身の裕福な貴族も、あなたに愛を語るでしょう。生まれつき高い爵位を持つ、才知溢れる貴公子たちが先を争って──」

　言いかけたラシードの言葉を、サフィーネは首を振って止めた。その瞳には、うっすらと涙がにじんでいた。きゅ、と細くたおやかな指が、ラシードの手を握り返した。

「待ってる。……あなたを待ってるわ。他の人じゃなくて、私、あなたのお姫様になりたい……」

　そう言ってくれる少女の笑顔は、どんな花にも比べられないくらい美しかった。魂の芯まで、骨抜きになりそうなほど。

「約束するわ。──おばあちゃんになるまで、ずっとここであなたを待ってる！」

　その言葉に、ラシードは少し顔をしかめ、苦笑した。

「酷ひどいな。そんなに待たせませんよ。──そこまで無能じゃない」

　ラシードは立ち上がり、どちらからともなく二人は抱き締め合った。小鳥のように、少女の心臓が早はや鐘がねを打っているのを感じた。それと、自分の胸も。

「サフィーネ、俺の歌姫──」

「私の騎士様」
















　再会を約束するように、互いに口づけを交わす。少し背伸びしたサフィーネの両腕が、首に絡みつく。長い金髪ごと背中をぎゅっと搔き抱いて、思いのたけを言葉にした。

「サフィ、あなたに出会えたから、俺は、いつ死んでもいいと思っていた自分の人生に希望を見み出いだせたんだ。あなたを心から愛してる──」

　そして、息も止まるほど強くサフィーネを抱き締めた。
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　まだ薔ば薇らの季節には少し早い春先、新しい管理人の下もとで、初めて紫むらさきの薔薇が咲いた。

　サフィーネは国王の賓ひん客きやくの前での歌を終え、少し息抜きしようと席を離れた。

　毎月一度、バビロニアのローデ王は寵ちよう愛あいの厚い家臣や腹ふく心しんの貴族を集め、こうした茶会を開くのを習わしにしている。この宴うたげの招待状を得ることは難しく、参席するのは大変な名誉であるとされていた。

　毎月の行事なので、サフィーネももう結構慣れてきた。賓客の半分、四十人ほどはいつも同じ顔ぶれなので、誰が大臣で誰が国王の友人なのか、大体は分かるようになってきた。

「あ！」

　新顔の賓客の中に、見知った少年の顔があったように思えて、サフィーネは振り返った。

　今、ジャラール・アルバスリーがいたような気がする！　きょろきょろと辺りを探しながら歩いていたら、突然椅子を引いて立ち上がろうとした軍人風の男とぶつかってしまった。

「──あっ、ごめんなさい！」

「ああこれは歌姫、申し訳ない。このような場には不慣れなため、失礼した」

　赤毛の長身の青年が、ぎくしゃくと頭を下げた。きりっとした眉に、男らしい力強い高い鼻、美貌という単語より男前という言葉が圧倒的に似合う精せい悍かんな顔立ちの青年だ。頰にうっすらと斜めの傷跡もあり、百戦を潜くぐり抜けた英雄のような雰囲気を纏まとっている。

　彼とは初対面のサフィーネなのに、ものすごく懐かしい気持ちになった。

　なぜか、このこげ茶色の輝く瞳から目が離せない。

「あの……どこかでお会いしたことってなかったかしら……？」

　いくら顔を眺めても既き視し感かんの正体がつかめず、サフィーネは問うた。鷹たかのような印象的な眼差しにとてもハンサムな顔立ちだから、一度会っていたら忘れるとは思えないのだが。

　青年の方も、サフィーネの声や瞳をじっと見つめ返した。無む性しように心こころ惹ひかれてならない、というように。

　けれど、彼はゆっくりと首を振った。

「いや──。オレは宮殿に招かれるのは初めてなので。歌姫とお会いするのは初めてだ」

「そ、そうよね。変なこと言ってごめんなさい！」

　女の方から下へ手たな口く説どき文句を言ってしまったようで気恥ずかしくなり、サフィーネは小さく会え釈しやくして、英雄風の軍人の脇を駆け抜けようとした。軍人ははっとしたように腕を伸ばし、反射的にサフィーネの肘ひじを捉つかまえた。

「え──なに？」

「あ、いや失礼！　て、手が勝手に！　──オレの名は、ジャアファル。東軍司令官のジャアファル・ファキールという。覚えておいて……いただければ……う、嬉しい……っ」

　大きな瞳でじっと見上げるサフィーネに、軍人はみるみる顔を赤くしながら名乗ると、さっと衣ころもの裾すそを翻ひるがえして逃げるように早足に去って行った。

「じゃあふぁる……ジャアファル・ファキール？　もしかしてあの髭ひげ男おとこジャアファル!?」

　サフィーネはびっくりして、長い金髪を揺らして赤毛の司令官を探したが、人ごみに紛まぎれた背中はもう見つからなかった。

「ええっ……すごいもの見ちゃった……！」

　あのむさい髭の下に隠されていた顔もすごかったが、女の子相手に喋しやべる時は、あんなに真っ赤になって恥ずかしがるなんて！　荒くれ者の傭よう兵へい隊長の、もう一つの顔を見てしまった！

「なんだか可愛い～。大きな熊さんみたい！」

　サフィーネは金髪を揺らしてクスクス笑いながら、さっき見かけたジャラール・アルバスリー卿の姿を探す。この茶会には、特別な功こう績せきを立てた者や国王のお気に入りの者たちのほか、新たに爵位を継いだ者も呼ばれることがある。もしかして、ジャラールは父の跡あと目めを継ぐことになったのかもしれない！

「ジャラール？　やっぱりジャラールだわ！」

　宴席の隅すみの方にいた少年貴族を見つけ、サフィーネは駆け寄った。

「うわっ、悪霊女……!?」

　およそ一年の間に少し大人びて、美男子ぶりに磨きのかかったジャラールは、椅い子すから転げ落ちそうなほど驚いていた。

「うん、お久しぶり！　元気にしてた？」

「く、来るな、あっちへ行け！　今は昼間だぞっ！」

「あら失礼しちゃうわ！　今は私、もう悪霊女じゃないのよ！　愛する人と出会って、ちゃんと人間になったの！」

　適当に言い訳をして、サフィーネはにっこり微笑んだ。

「ねえそれより疾風はやては元気？　ちゃんと大事にしてるんでしょうね!?」

　顔を近づけて言うと、ジャラールは綺麗な顔を引きつらせて頷うなずいた。

「げ、元気だよ……子供もちゃんと生まれたし」

「子供!?」

「ああ、そうだよ。お前がアグラバーにいた頃には、もう身ごもってたんだ。けどな、なんなんだよ、あの呪われた仔馬は!?　悪霊みたいに夜な夜な空を飛ぶなんて！　おまけにしょっちゅう嚙みつくし、そのうち血を欲しがって人間を食い殺すんじゃないだろうな!?」

　ジャラールがサフィーネに食ってかかる。

「えっ……空、飛ぶの？　疾風の子供が？　もしかして──」

　疾風の旦だん那な様は、アスガールの乗っていた天てん馬まのシリウスなのだろうか。

　そうとしか考えられない！

「邸やしきのみんなが怖がってるんだぞ！　ああ、お前なんかに関わったのが僕の運の尽きだ～～～」

　手にしたワインで酔っ払ったのか、ジャラールはサフィーネにくだを巻き始めた。

「あの、じゃあその仔馬に、今度会いに行ってもいい？」

「一刻も早く引き取れ！　どこか遠くに連れて行け！　あんな不気味な悪霊馬はいらない！」

「えっ、ほんと！　もちろん迎むかえに行くわ！」

　サフィーネは勢いよく叫んだ。舞台でうたっていたライラの邪魔をしてしまい、慌てて声を潜ひそめた。辺りの貴族から視線を浴びたので、サフィーネは小さくお辞じ儀ぎして、澄ました顔でその場を離れた。

　たくさんの貴族がいる。ご婦人もいれば、ご令嬢もいる。神官もいれば、軍人もいる。

　──だけど、サフィーネが愛する人はいない。ここに集まっているのは、国王の信頼するバビロニア貴族ばかりだからだ。分かっていたけれど、──少し寂さびしい。

　せっかく下ろしたての銀ぎん紫むらさきのドレスを着ても、一番見せたい人はいないのだ。

「きゃあっ！」

　ぼうっと歩いていたら、ひらひらした裾すそが蔓つる薔ば薇らの棘とげに引っかかった。ビリッと嫌な音がする。勢いあまって転びかけたが、近くにいた貴公子が腕を差し伸べて助けてくれた。

「大丈夫ですか？」

「いやあぁぁ～～！　破れちゃったぁ！」

　腕を貸してくれた男性よりも、裂けてしまったドレスに悲鳴を上げる。

「ああ、せっかくお似合いなのに」

　男性はその場に跪ひざまずいて、裂け目から薔薇の葉っぱと蕾つぼみがにょっきり顔を出しているドレスの裾を、器用な手つきで外してくれた。

　真っ黒い髪は、……どこか、見覚えがある気がする。

　そういえば、さっきの声も。

　でも──そんなはずない。あの人が、ここにいるわけ──。

「さあ、これで大丈夫。あなたは自由ですよ、薔薇に囚とらわれたお姫様」

　微笑んだ青年の顔が、サフィーネを見上げる。

「うそ……！」

　サフィーネは、ドレスとおそろいの銀色の手袋を嵌はめた両手で口元を覆った。

　きらめく緑色の瞳に、貴族的な顔立ちは記憶よりもずっと凜り々りしくなっている。それから、居い並ならぶ貴族にも劣おとらない華やかな盛装。さすがに、剣は持っていないけれど──。

　ラシード……こんな所にいるがはずない！

「ま、幻まぼろしよ……夢だわ！　私は寝ちゃったのね！　きっとお酒を飲みすぎたんだわ！」

　仕事中だから、一滴も飲んだ覚えはないけれど！

「酷ひどいな。本物ですよ──ほら」

　彼は跪いた姿勢から立ち上がり、片腕でぐっとサフィーネを抱き寄せた。もう片方の手がサフィーネの手を取り、ラシード自身の肩に載せる。

「まだ幻に思えますか？　それなら──」

　吐と息いきを感じてみろ、と言うように、形のよい唇くちびるが近づく。サフィーネは慌ててその顎あごと唇を手のひらで押さえた。

「ラシード！　こんなところで何やってるのよ！」

　幻じゃない。こんなしっかりした手触りと温度があるのは、現実だ……！

　一気に体温が上がった。全力疾走したときよりも、心臓が鳴っている！

「カラタスの新王アスガールから、バビロニア王とアッシャムスの太陽王への親しん書しよを預かってきたんですよ。アグラバーに面した国境地帯、東シラーズの新領主・ファルジーン伯はくとして」

「えっ──!!」

「あなたがどこかの軍人に口く説どかれて、頰を染めていちゃついている間に国王陛下へのご挨あい拶さつも済んだし、そろそろ婚約者の存在を思い出してもらおうかなと思って」

　サフィーネが「軍人さん」を、わざわざ振り返ってまで気にしていたのを見ていたらしい。

　あれは傭兵隊長ジヤアフアルだし、いちゃついてなんかいないと言ってやりたい気もしたけれど、今はそれより気になることがあった。

「あ、あの、どうして伯爵様になったの？　いつ？　どうして？」

　久しぶりのせいか、ラシードは、記憶よりずっと素敵に見える。威い厳げんや寛かん容ようさが備わって、一年にも満たない期間で一いつ足そく跳とびに大人になったみたいだ。少し頰を染めて見上げるサフィーネに、ラシードは自信に満ちて笑った。

「俺の功こう績せきを数え上げましょうか？　まずは亡き王妃様の悲願を叶かなえ、シャリーヤ姫を外国から連れ帰ったこと。これは、半分以上はあなたの手て柄がらですけどね。それから、国境紛争になりかけた毒飴事件に関する証拠書類の提出。王家と魔術師ファールーンの和解の橋渡しもしましたよ。彼は今、参さん謀ぼうとしてお城に勤めています。他には何があったかな……ああそうだ、結婚早々行方不明になった新王アスガールの捜索に、地下の女たちの国との交こう易えきの開始。今は、国境街道の整備と、バビロニアにあるような〝無料の治療所〟の設置準備に携たずさわっています。陛下に頂いた〝賢フアきルジ者ーン〟の姓に恥じることのないように」

「うわあ……」

　サフィーネはびっくりした。歌姫として自分が頑張っている間、ラシードもとんでもなく充実した日々を駆け抜けてきたみたいだ。

　彼はまるで、生まれたときからの貴族のように、堂々として非の打ち所がないように見えた。

「けれど俺の本当の望みは、別にあるんです。──目の前にいる美しい女性を、妻として領地に連れ帰ること」

　優しく微笑みかけられ、サフィーネは息が止まりそうにドキドキした。

「迎えに来ましたよ、バベルの歌姫、そして──俺の花嫁」





──完──
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「アルディーム、準備はいい？」

　バベルの歌姫になったばかりのルシータは、首にかけた守り袋の口を開け、中に隠れている小悪霊に話しかけた。

「練習したとおりにやるのよ。できるわね？」

「キュ！」

　悪霊は決戦前の戦士のような真剣な顔で頷うなずき、守り袋を飛び出して、廊下の陰に隠れながら扉を守る門番たちに近づいていった。

　ルシータは、曲がり角に身を潜ひそめ、最上階へ続く扉を守る兵士たちの反応を待った。

「うわぁっ！」

「どうした!?　──おい、大丈夫かっ！」

　計画どおりアルディームは兵士の一人に忍び寄り、こっそりとり憑ついたようだった。

　ルシータは、心の中で兵士に「ごめんなさい」と呟つぶやいた。

　悪霊に芸を仕込みながら、歌姫がこんなことをしてもいいのかと、毎晩悩んだ。

　けれど、こうするしか、ルシータが「真夜中」に屋上に上がる方法はなかった。

　バベルの塔の最上階は、聖域でもある。そこへ続く扉は、厳重に兵士たちに守られていて、王様か大神官様でない限り、自由に登ることはできない。

　歌姫のルシータが屋上に上がれるのは、太陽の神様と月の神様が通るときだけ。

　それは朝と夜の十時頃で、真夜中には程ほど遠とおかった。

「だって……髪レザ飾ツトり、返してもらわなきゃ」

　ルシータは、壁に背中を押しつけて呟く。

　──あれは、二週間ほど前の夜のことだった。

　バベルの塔の完成を祝い、丸一日お祝いの宴うたげが開かれた。昼間の部は、少し長引いたが順調に終わった。けれど夜になって強風が吹き荒れ、式典の開始はずいぶん遅れていた。

　ルシータはそこで、「早くしろ」と悪あく態たいをつく月騎士の青年と出会った。

　今でも覚えている。そのとき、初めて出会った人なのに、どうしようもなく胸が切なくなり、ずっと見つめていたいという衝動に駆かられた。ルシータの思い込みでなければ、彼もそうしたいと思っているように見えた。

　銀髪の美青年はゆっくりと近づいてきて、ルシータが風に飛ばしてしまったリボンを拾ってくれた。──が、彼女が強引に馬を止めたのを怒り、それを返してはくれず、髪飾りを持ったまま行ってしまったのだ。

　今度会った時に、ちゃんと謝あやまれば返してやる、と言い残して。

　それから、塔の最上階に登ることができないまま、あっという間に二週間が経たった。

「一度だけ。今夜だけだから、どうか最上階に登らせて……」

　──こんなことをしたのが後でバレて、歌姫の職を追われることになってもいいから。

　もう一度だけ……彼に会いたい。

「待ってろ、いま神官様を呼んでくるからな！」

　元気な方の兵士が叫び、廊下を風のように走っていく。

　ルシータはホッと息をついて、重苦しい豪ごう奢しやな扉に駆け寄った。悪霊にとり憑つかれ、うわごとのように意味不明な言葉を喋り続けている兵士の腰帯から、鍵を取った。

「アルディーム、もう出てらっしゃい。あなたの邪じや悪あくさは、世界一よ！」

　褒ほめると、小悪霊は兵士の鼻からぬっと出てきて、満足げにルシータの首に絡からみついた。

　悪事を働いたせいか、少し大きくなっている。

「これで、最上階へ行けるわ──」

　期待に膨ふくらむ胸を押さえて呟き、ルシータは扉に鍵を差し込んだ。







「キュウゥ～～～、キュキュウ～～」

　新月が近いせいか、悪霊はやたらと機嫌がよかった。ルシータの真ま似ねをして歌いながら、塔の屋上を我が物顔で飛び回っている。

　ルシータは月神殿の大きな柱の陰に隠れ、真夜中の角つの笛ぶえを待っていた。万が一にも、見回りにきた兵士たちに見つからないようにしながら。

　バベルの塔の頂上には、北に向かって女神様に捧げられた月神殿、南に向かって太陽神に捧げられた神殿が立っている。

　そのど真ん中には、神々と、その騎士たちが見回りに走り抜ける「天の道」があった。

　首を傾かたむけると、綺麗な三日月は、もうほとんど夜空の頂上まで昇っている。

「あと少し……」

　真夜中になれば、五人の月騎士がやって来て、ルシータの目の前の「道」を駆け抜けていく。

　彼らは、悪霊ばかり生み出す人間のことを「穢けがれた生物」と見下していて、せっかく神殿があっても、立ち止まって休んでいったりすることはない。

　一呼吸する間に、風のように駆け抜けていく。

　チャンスは一瞬──そして、一度きりだ。

「アルディーム、そろそろ戻ってらっしゃい。月騎士たちに見つかると、切られちゃうわよ」

　悪霊のアルディームは素直にルシータの側に戻ってきて、また首周りにとり憑いた。

　この悪霊はもともと、歌姫の選考会の前に、匿とく名めいの人物からもらったお守りだった。

　歌姫の有力候補だったルシータの喉のどにとり憑いて、選考会の当日に声を出せなくさせるための呪われたプレゼントだったようだ。──が、村にいた頃悪霊を飼っていたルシータは、いつもの癖くせで名前をつけてしまい、そうしたらすっかり懐なついて、言うことを聞くようになった。

　人を呪うための高級悪霊は、神しん官かん崩れの呪まじない師に「○○をするように」と呪じゆ文もんをかけて知性を与えられている。だから、条件さえそろえば人間の言うことをよく聞くのだそうだ。

　今では、このアルディームは一番の親友だ。……どうしてあの銀髪の人と同じ名前なんだろう、と思うと、不思議な偶然に心が波立つのだけれど。

　──角笛が鳴り響いた。

　五人の銀色の騎士たちが深夜の渡りを始め、ルシータは彼らがバベルの塔に差しかかるのを待った。

　目を凝らすと、彼は──月騎士のアルディームは、輝く銀の旗を掲かかげて先頭に立っていた。

　毎晩、部屋から見上げていたとおりに。

　見る者の心を魅了してやまない青い瞳で、悪霊たちを切り払いながら近づいてくる。

　──また、会えた……。凜り々りしい姿を見ると、胸がドキドキと高鳴り始めた。

　ルシータは、ぼうっとその姿に見み蕩とれて、柱の陰に立ち尽くしていた。

「キュウウッ！」

　悪霊が叱しつ咤たするように鳴き、はっとした。

　──そうだわ。こんな陰に隠れて見てるだけじゃダメ！　あの人たちはすぐに駆け抜けて行ってしまう！　急いで出て行って、引き止めなければ。そう思ったのに、ルシータは足が凍りついたように動けなかった。

「ハッ！」

　戦車を操あやつる、気の強そうな青年の声が響く。アルディームの声ではないと、すぐ分かった。

　もう時間がない！　慌てて飛び出そうとしたら、うっかり裾すそを踏ふんづけて転んでしまった。

　どうしてこんな大事な時に転ぶんだろう。ルシータは泣きたくなった。

　必死に顔を上げると、塔の中央の「天の道」の一角で、月騎士の一行は立ち止まっていた。

　さっきの気合の声は、戦車を止めるために馬にかけた声だったようだ。

　月騎士たちが立ち止まるなんて、とても珍しいことのような気がする。

　……どうして？　不思議に思ったが、とりあえずそのおかげで間に合ったことに感謝しつつ、ルシータは起き上がった。

「──では、夜明けに」

　月騎士のアルディームの声がした。見れば彼は黒馬を降り、神の旗を別の青年に手渡している。その代わりに、銀色の細長いものを渡されていた。

　……なんだろう？　固かた唾ずを吞のんで見守っていると、アルディームを下ろした黒馬と、他の四人の騎士たちは、いつもどおりに西の空に向かって駆けていった。

　バベルの塔には、ルシータと、月騎士と、悪霊だけが残った。

　──馬もなく、どうしてあの人だけが塔の最上階に残ったのだろう!?　今夜、何か特別の用事でもあるのだろうか！　ルシータの胸が、ときめきと、高鳴る好奇心で一杯になった。

「さて、まずは階段だな」

　アルディームは、辺りを探すように首を巡らせる。ルシータは、見てはいけない神々の眷けん族ぞくの秘密を覗いてしまった気がしたので、サッと柱の陰に隠れた。

　ルシータの肩にひっついていた悪霊も、青い目を恐れてササッと頭を隠した。

　──が、もう遅かった。

　カツカツと素早い足音が響き、ルシータの頭上から、懐かしく思える低い声が聞こえた。

「──歌姫ルシータ。そこで何をしている」

「な、何も……」

「何もないなら隠れるな」

　不機嫌そうに言われたので、ルシータは柱の陰からそろそろと出てきて、彼の前に立った。きらめく銀髪と、人間離れした綺麗な顔立ち、それに、星のように澄んだ青い瞳と目が合った。

　息が止まりそうになった。

　言いたいことがなんだったか、すっかり忘れてしまった。視線に絡からめとられたように動けなくなって、ただ、ドキドキと響く胸を押さえながらぼうっと見つめ合っていた。

　アルディームも、何を言うわけでもなく、じっとルシータを見ていた。

「キッキュ！」

　早く言え、と悪霊に急せかされ、ルシータはハッと気を取り直した。

「あのぅ、あたしのリボン……」

「ああ、あれか」

「あの時は、急に引き止めてごめんなさい。落馬させようと思ったわけじゃなくて、えっと……」

　言葉を探しながら謝ろうとすると、アルディームはルシータを睨んだ。

「謝るのが遅いぞ。なぜ二週間もかかる？　それとも、二週間ずっとここに隠れていたのか」

「そうじゃないけど！　この最上階はね、王様しか登れない特別の場所なの！　神様のためにうたうときしか、あたしは入れてもらえない。だから……、本当に遅くなってごめんなさい」

　もっと早く会いたい気持ちは、ルシータも同じだったのだけれど。

　リボンを返して、と手を差し出すが、アルディームは肩をすくめた。

「残念だが、今夜は持ち合わせていない。別の仕事があるんだ」

「お仕事……？」

　ルシータは改めてアルディームを見た。

　彼は右手に、やたらと豪華な大きな銀製スコップを持っている。

「……スコップ？」

　何に使うのだろう。普通は穴を掘るとか、土を崩すとか、……もしかして、出来が気に入らないからと言って、この月神殿を壊すつもりなのだろうか!?

「これは俺の七つ道具の一つだ。持っていると安心する、お気に入りなんだ。細かいことは気にするな。──それより、お前に償つぐないのチャンスを与えてやろう。俺は、この塔の構造がさっぱり分からん。今から、国王の庭園に案内しろ」

「王様のお庭に？　……スコップ持参で？」

「そうだ」

　ルシータは、とても微妙な気分になった。スコップを持って庭に行く……他に何も持っていないところを見ると、何かを掘り出すのに違いない。

　王様の大切な庭園で、何を掘るのか？　──絶対に、この人はろくなことをしない気がする。直感だけど、間違いない気がする！

　胡う乱ろんな顔で見つめ返していると、アルディームはルシータに歩み寄って、手を取った。

「早くしろ。愚ぐ民みんどもに見つかるとまずい」

　驚いているルシータを引きずり、階段を探して大おお股またで連れて行く。

「ねえ、ちょっと待って！」

「待てん」

「でもね、王様のお庭ってたくさんあるのよ！　社交の場にも使われる薔薇園でしょ、果樹園でしょ、それから小鳥の園そのに、宝石の園。散策の小道……」

「宝石の園だ」

　アルディームは即答した。

「駄目よ───っ！　そこは、王族の方の特別庭園だわ！　普通の人は入れないの！」

「俺は普通の人間ではないぞ」

「確かにそうだけど、でも、王様の許可を取らなきゃダメなの！」

　宝石の園は、宝石のような選えりすぐりの美しい花々が咲く、秘密の庭園だという。

　ルシータが暴れて手をもぎ離そうとすると、アルディームは鋭するどい眼まな差ざしで睨にらんだ。

「歌姫ルシータ。お前は、国王と神のどちらに仕えているつもりだ？　俺は月女神の代理人だ。神の意に逆らって、今後ものうのうと歌姫をやっていけるとは、よもや思ってはいまいな？」

「脅すの!?」

「歌姫の心構えを諭さとしているだけだ。今後も、歌姫として神に歌を捧げ続けたいなら、俺の命めいに従え」

　ルシータは心底困った。女神様に逆らうのは嫌だが、そのせいで王様に怒られるのも嫌だ。

「そう難しい顔をするな。──大丈夫だ。あの男は、女神の意向だと聞けば、なんでも言うことを聞く。後で咎とがめを受けることはない」

「あの男って？」

「お前たち愚民の王、ローデ七世」

　ルシータは金髪の国王陛下を思い出し、驚くと同時に納得した。

　初めて月女神様を側で見て以来、若き青年王がすっかり女神に心を魅了されているのは、王の周りの多くが知るところだ。

　女神がバベルの塔を通る時刻には、いつも素晴らしい装いで待ち構え、絹や宝石の贈り物を捧げ、ルシータには自作の月神賛歌をうたわせ……ともかく、尋常ではない心しん酔すいぶりだった。

　神への崇すう拝はいではなく、まるで一人の乙女に恋でもしているような。

　その女神様のご命令なんです、と言えば、確かに何をしても怒られないような気もする。

　ルシータの胸に、少しの好奇心が湧いた。

「ねぇ、詳しく教えて」

「宝石の園まで案内したら、教えてやろう」

　ルシータは頷いて、繫いだ月騎士の手を引いて階下へと向かった。







　月騎士アルディームは、花園の扉の番人を軽々とスコップで殴り倒し、中に侵入した。

　塔の内部にあるとは思えないほど、広々とした美しい花園が広がった。

　ちょうど春先だから、まさに宝石のように色とりどりの花が咲き誇っている。

　繊細な彫ちよう像ぞうの足元に桃の花が咲き乱れ、ランタンを吊るした柱にはトケイソウの蔦つたが絡からまっている。夜でも楽しめるようにと贅ぜい沢たくに明かりが灯ともされた庭園は幻想的で、ほとんどの花は眠っているように花びらを閉じていたが、いくつかは開いて素晴らしい香りを放っていた。

「──月女神は、金髪の男が嫌いなんだ」

　アルディームは、女神と国王の関係について、そう説明し始めた。

「見るだけで胸焼けがするそうだ。極ごく上じようの絹織物も、胸躍おどらせる宝石も、魅惑的な首飾りも、金髪の男にもらったと思うだけで触りたくなくなるという。それで、すぐさま女官や衛えい士しに下げ渡してしまうわけだが」

　その言葉に、ふっとルシータの胸に閃ひらめくものがあった。アルディームのつけていた、とても綺麗な黄金の指輪。そっと彼の両手に視線を送ると、前に見た指輪は、まだ彼の指にあった。

「あなたの金の指輪も？　女神様にもらったの？」

「……これか」

　アルディームは左手を上げ、青い瞳でじっと見つめた。──指輪の輝く、薬指を。

　ルシータは、今更ながらその意味に気づいた。なんて馬鹿なことを訊きいたんだろう！　左手の薬指に金の指輪といえば、結婚指輪に決まっている！

　結婚、しているのだ……彼は。

　そう思うと途端に胸が重くなって、ルシータは息ができなくなる気がした。とても綺麗な花園に、ロマンチックともいえる状況で、彼と二人きりでいることが耐えがたく思えた。

「──あたし帰る」

　子供っぽいと言われても、彼の顔をもう見られなかった。早く部屋に帰って一人になりたい。なぜか分からないけれど、──結婚している彼と一緒になんて、歩いていたくない！

「ルシータ？　急にどうした」

　泣きそうな気分で、足を踏み入れたばかりの花園に背を向ける。

「おい待て。──大丈夫か？　俺と同じ名前の悪霊が、急に三倍に太ったぞ。お前、呪われているんじゃないか」

　ルシータが首を曲げてペットの悪霊を見ると、確かに悪霊・アルディームは、いつもより大分大きく、太ったタヌキのような見た目になっていた。

「──こらお前、程度をわきまえろ」

　アルディームが真っ青な瞳で悪霊を睨み、縮める。

「ギュウゥ……！」

　悪霊が元の大きさに戻ると、ルシータの胸が塞ふさがるような重苦しい気分も、少し軽くなった。

　……たとえ結婚していても、別にいいじゃない。ちょっとだけ、憧あこがれるくらいなら。

　ルシータはなんとか笑顔を作って言った。

「ありがとう。……その指輪、とても綺麗ね。……同じ指輪をもらえた奥様は、幸せね」

「奥様とは誰だ？　俺は独身貴族だぞ。これは女神にもらったものだ」

　ルシータは驚いて目を瞬しばたたいた。

「結婚指輪じゃないの？」

「当たり前だ。俺たち月騎士は、妻さい帯たいが許されていない。腹立たしいと思わないか。世界中の人間が自由に結婚しているというのに、なぜ俺だけ一生独身でいなければならん。俺も結婚というものがしてみたい。──きっと俺は、結婚気分を味わうために、この指輪を買い求めたに違いない」

「自分で買ったの？　さっき、女神様にもらったって言わなかった？」

「あー……美しい女神にもらった……ような気もする。自分で買ったような気もする……。あまり細かいことを聞くな。珍しく気に入っているから、身につけているというだけだ」

　微妙に、アルディームの言葉は揺らいでいた。

　まるで、どうやって手に入れたのかを覚えていないというように。

　──きっと、彼は神様の眷けん属ぞくで何百年も生きているから、昔のことは覚えていないのだろう、とルシータは思った。とりあえず、それが結婚指輪でないということが、とても嬉しかった。

「ルシータ、この植物はなんだ？」

　突然アルディームは立ち止まり、腰辺りまで伸びた一群の草を示した。

　真っ白い雪のような花が点々と咲いている。少し季節が早いので、まだほとんどが蕾つぼみだ。

「メドゥスイートよ。甘くていい香りでしょ？　ビールや蜂蜜酒の香りづけに使われるの。熱さましの効果もあるわ。もう少し暖かくなると、その蕾つぼみも一面に花を開くわ。とっても綺麗よ」

「これは実ではないのか」

　アルディームは、小粒の白い蕾を一つ千切って取り、弾力を確かめるように押した。

　柔らかな蕾は、簡単に潰つぶれてしまい、ほんのり甘いバニラの香りが漂ただよった。

「では、俺が探している植物はこれではないな」

「何か探してるの？　なんていう草を？」

「名は知らん。この蕾を硬かたくしたような実の植物だ。俺は、ブドウの一種だと思うんだが」

　ルシータは辺りを見回した。ここは宝石のような色とりどりの花が自慢の庭園であって、ブドウはない。

「ブドウだったら、果樹園に行かなきゃ」

「いや、ここでいいはずだ。──ローデ王の貢みつぎ物の中でただ一つ、月女神の心を奪った宝物があった。それが、丸くて白銀に輝く、ブドウの粒を固めたような果実の宝石だった」

「果実の宝石？」

「あるいは、種子の宝石だ。女神は、嫌悪感を抑えて『これはなんじゃ？』と王に問うた。ローデ王は微笑を浮かべ、巧妙に答えを誤魔化した。『もしも今夜、一緒に宝石の園を散歩してくれたら、あなたの手のひら一杯にこの宝ほう玉ぎよくを贈りましょう』と。女神は苦悩し、俺たち月騎士に命じた。『この輝く宝石をたわわに実につける植物が、あの鬱うつ陶とうしい金髪男の〝宝石の園〟に山ほど生えておるに違いない。こっそり二、三本、とって参れ』と」

「あなた、花泥棒をするつもりで来たの!?」

　スコップ持参の姿を見た時から、もしやと思っていたが、花泥棒が目当てだったとは！

「人聞きの悪いことを言うな。植物は本来誰のものでもないんだぞ。さあ、白い種子を実らせる花を教えろ」

　ルシータは首を傾げた。祖母に薬草の見分け方を一通り習ったから、植物には詳しいつもりだが、思い当たる植物はない。

「蓮はすの種を、宝石みたいに加工するっていうのは聞いたことがあるけど、あれは茶色だし……」

「とりあえず一周するぞ。きっと何か見つかるだろう」

　アルディームはルシータを引っ張り、庭園の奥へと進む。

　田舎いなか育ちのルシータでさえ、見たことのない珍しい植物がたくさんあった。淡く青白い光を発するような蔓草や、ルシータがそっと触れると花びらを閉じてしまう美しい紫色の花弁の花。

　この中に、世にも稀まれなる「白い宝石」のなる花もあるのだろうか？

　アルディームと二人、庭の奥深くの東あず屋まやの側まで来た時、くすくすと笑う低い声がした。

　ルシータは、忍び込んだことがバレたのかと思って、息を吞んで立ち止まった。

　誰がいるのだろうと、声の聞こえてくる茂みを、そうっと搔き分ける。

　草の褥しとねに座って、半はん裸らで抱き合う男女の姿が目に飛び込んできた。

　ルシータは顔を赤らめて、飛ぶようにしてそこから離れた。

　──今のは、国王陛下の姉姫様で、こんな時間に男性と一緒ということは……お二人は、逢あい引びきの最中で！　ルシータは、王族の庭園なんかに侵入したことを心から後悔した。

「おいルシータ、顔が赤いぞ。どうした」

　不審げに聞くアルディームに、ルシータは声を落とすように合図した。

「そこに、王族の方がいらっしゃるの。だから静かにして！」

　早く行こうと腕を引っ張る。が、何を思ったのかアルディームは拒こばんだ。

「なに？　ローデ王がいるのか？　よし。俺は、女神が『孔く雀じやくのようなアホ面づら』と罵ののしるその顔が見てみたい。例の式典では見られなかったからな……」

「だめよっ、見ちゃダメ！」

「なぜだ。お前はしっかり見たくせに、俺には覗くなと言うのか？　ずるいぞ。──そう案ずるな。見つからないように静かに覗くから」

　アルディームはさっきの茂みに踏み込む。ルシータは見ていられなくて顔を覆った。

「──ルシータ」

　ひどく真剣な顔をして、アルディームは戻ってきた。

「大変だ。あの茂みの奥の女、首の周りに、女神の探す種子を身に着けている！」

「えっ」

「銀白色の輝く宝玉だ！　俺が探しているのは、あの宝石の実をつける植物だ！」

　とスコップを握り締めて熱弁した。

　お前も見てこい、とアルディームに背中を押され、嫌々ながらルシータは再び茂みを覗き込んだ。金髪の女性は胸元をあらわにしていて、横目で見るのも恥ずかしい状況だったが、首にかかっている白い数珠繫つなぎの宝石は、はっきりと見ることができた。

「──真珠じゃない！」

　逢引の現場から充分離れた場所まで月騎士を引っ張ってくると、ルシータは勢いよく言った。

「シンジュか……。初めて聞く名だが、女シ神ンの名を戴いただくとはなかなかに高貴な植物だ」

「植物じゃないわよ！　あれは、海で採とれる宝石なのっ！」

「なに？　海産物だったのか。お前は詳しいな、さすが下界の民だ」

「見たら分かるでしょ！」

「分からん。俺を馬鹿扱いする前に言っておくが、シンジュを種子だと初めに言い出した愚か者は、俺ではなくて月女神だぞ」

　そう言われると、ルシータもそれ以上は怒れない。

「しかも、女神の無知につけ込んで、いかにもここで採れるような口ぶりで女神をおびき寄せようとした偽ぎ善ぜん者しやは、ローデ王だ。つまり、お前たち邪悪な下界の民たみが悪い」

「ご、ごめんなさい……」

　気がつけば、またルシータは謝らされていた。

「──さて、この後どうするかな」

　肩にスコップを載せ、庭園の残り半分を珍しそうに眺めながら、アルディームは呟いた。

「俺の迎えは朝まで来ないし。お前の案内のおかげで、ずいぶん早く仕事は終わったし、ここでは真珠は手に入らないと分かったし。──暇つぶしに、踊るか」

「えっ」

　突然、月騎士から手を差し伸べられて、ルシータはびっくりした。

　月騎士シン・ヒルドのアルディームと、踊る。

　──まるで、こんな光景をどこかで見たことがあるかのような懐かしさが、胸に広がった。この手を取って、華やかな音楽が聞こえてきて、夜の森で息が切れるまで二人で踊った──。

　そんなこと、ありえないはずなのに、そうすることがとても自然で当たり前のように思えた。

　惹ひかれるように、ルシータは手を伸ばす。触れる前に、首の周りにいた悪霊が出てきて、アルディームの手にガブリと嚙みついた。

「うっ！　なぜ嚙みつく！」

「ごめんなさい！　嚙んじゃだめ！」

　ルシータは、月騎士の手にハンカチを巻きつけて謝った。ついさっき、この綺麗な青い目に睨んで苛いじめられたことを根に持っていて、小悪霊は復ふく讐しゆうしたようだ。

　アルディームは手当てするルシータの手元を眺めていたが、思い出したように言った。

「……そういえばルシータ、真珠は海でどうやって集めるんだ？」

「えっと、あたしも噂でしか知らないんだけど……、古い伝承歌で『真珠は人魚の涙の結晶だ』って聞いたことがあるわ」

「涙だと？　つまり、真珠を集めたければ、人魚どもをイジメて泣かせろというのか？　そういう残ざん虐ぎやくな行為は、俺の趣味ではないんだが」

「別に泣かさなくてもいいのよ。彼女たちはそれを、海底の貝の宝石箱に隠しておくの。決まった日に、穢れなき乙女が海にもぐれば、貝は口を開いて宝石を差し出すそうよ」

　本当かどうかは知らないけれど、歌の学校にいた頃、海辺出身の商人の娘にそんな歌を教えてもらった覚えがある。シーリーンという、とても綺麗な金髪の娘だった。

「ほう。穢れなき乙女が……」

　呟きながら、アルディームは意味ありげにルシータを見た。

「──ちなみに聞くが。ルシータ、お前は穢れなき乙女か？」

「えっ!?」

　それは一体どういう意味だろう、とルシータは焦った。

　心が清らかという意味だろうか、とか。花嫁が純白のドレスをまとって純潔さを表すように、異性との接触という意味で「穢れなき」ということなのか、とか。

「どうなんだ。……もう穢れているのか」

　真剣な青い瞳にじっと見つめられると、妙な恥ずかしさで胸がドキドキ打ちだした。熱でも出たみたいに顔が火ほ照てり、頭がパニックに陥おちいった。

「け、穢れてなんかないわよ！」

　ルシータが動揺しながら答えると、アルディームは満足げに頷いた。

「そうか。ならいい」

「キュキュ！」

「お前はとても穢れているな」

　アルディームは、顔を突き出す悪霊を一いち瞥べつした。褒ほめられた悪霊は、嬉しそうに、キュウ～キュウ～、と鳴いた。

「きっとそうだろうと思っていた。悪霊を飼うようなおかしな女に、恋人がいるとは思えんからな」

　アルディームは上機嫌だったが、ルシータは恥ずかしかったので顔を背そむけた。

「独り者で悪かったわね！」

「俺も似たようなものだ。月騎士が恋人を作ろうとすると、記憶を消されたりして引き裂かれる。悪鬼のごとき兄にそうされる仲間を何人も見てきた」

「……そんなに厳しいの？」

「まあな。──ルシータ、おまえ、結婚したら歌姫は辞めろよ」

　唐突に、アルディームは言った。

「どうして？」

「俺に見せつけるな。他の男の妻になったお前を、夜ごと見せる気か？」

「──！」

　振り返ると、からかっているとは思えない真剣な眼差しがあった。

　少し苦しげな、どこか諦あきらめたような眼差しが、ルシータを見つめていた。

　その目を見つめていると、なんだか切なくなった。

　夢みたいなことだけれど──今夜、天の騎士である人と二人で花園を歩いていること自体が夢かもしれないけれど。今、目の前に立っているのは、神様の眷属の騎士ではなく、心を交わし合った恋人のように思えた。

　もしかして、彼はルシータを……恋……まではいかなくても、好意的には見てくれている？

「あのリボン、あなたにあげる」

　衝動的に、そんなことを言っていた。

「あたしのこと嫌いじゃないなら、持っていて」

「……ああ」

　アルディームは微笑んだ。その腕が、抱き締めるようにルシータに伸びた。スコップが邪魔だったので、側の地面に突き立てた。

　踊るようにルシータの両手を取ると、強引に胸元に引き寄せた。

「お前がどうしてもと言うなら、仕方がないからもらってやろう！」

「そこまでは言ってません！」

「俺は、お前の歌が聞きたい。──夜が明けたら、ローデ王に言っておけ。天空の騎士たちが通り抜けるときにも歌を捧げるべきだ、と。お祈りなんぞしなくてもいいから、最上階に登って歌をうたえ。女神の名を出せば、あいつは子犬のように尻尾しつぽを振って言うことを聞くはずだ」

「……お願いしてみるわ」

　叶えてもらえるかどうかは分からないけれど、そうしたら、ルシータは深夜にも堂々と、バベルの塔の最上階に登れる。

　……また、あなたに会える。

　ルシータは、間近にある青い眼差しを見上げた。彼は幸せそうに笑った。

「さあ、では踊ろう。夜明けまで。──俺と同じ名前の悪霊、三拍子で何か歌え。そうしたら、さっき嚙みついたことを許してやる」

「キュウ～～～、キュッキュ！」




　それから二週間後、バビロンの都に新たな発令が出された。

　バベルの歌姫を、天空騎士と同じ七人に増やすこと。

　優すぐれた歌姫とその候補生たちを、広く公募すると。











あとがき






　バベルの歌姫、お手に取って頂いてありがとうございます！

　こちらには、バビロンを目指していたサフィーネの旅本編と、バベルの歌姫となったばかりの新米歌姫ルシータの短編が描かれています。ルシータの恋の続きが気になるというお声をいくつか頂きましたので、ルシータメインの物語の順をここに並べてみようと思います。

　[image: ①]バベルの歌姫─悪霊娘と落ちてきた恋人─　[image: ②]第一夜「宝石の園」【本書の短編】

　[image: ③]第二夜「薔薇園の妖精さん？」【携帯サイト『ぽけっとビーズログ』にて８月配信】

　[image: ④]第三夜「悪霊の実のなる果樹園」【夏目サイトの秘密ページにて掲載（携帯未対応）】

　[image: ⑤]バベルの歌姫─身代わり王女と悪霊歌姫─【本書の本編】となります。

　お付き合いくださった読者の皆様、華やかなイラストを付けてくださった香坂ゆう様、この物語に欠かせないお力添えを頂きました担当者様、そのほか多くの方々に、最大の感謝を。





夏なつ目め瑛えい子こ






　ルシータの千夜一夜 …… http://www7b.biglobe.ne.jp/~natume/Alf_layla_wa_layla/










※携帯サイト「ぽけっとビーズログ」のサービスは終了しております。








著者

夏目瑛子

Eiko Natsume




友人宅に、鳩の夫婦が巣作りしました！

ヒナ二匹の写真を見せてもらったんですが、動物のヒナって可愛いものだと思うでしょ？

でもね…。こんなに可愛くないもの珍しい！

物書きらしく描写してみると、

〝ジメジメした腐葉土の塊に目玉がくっついてる感じ〟です！　せめて乾燥してフワフワしてれば、もうちょっと可愛いのになー。










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月生まれ　熊本在住

笑ったり、泣いたり、キュンときたり

とても楽しく描かせていただきました。

ドキドキが届きますように！
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